
第２章　日本のデータ戦略・プラットフォーマー戦略を考える
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智
場 #123

特
集
号

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
未
来

日
本
の
競
争
戦
略
と
個
人
情
報
保
護

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター



智場 #
123

Web 用
データ

ま
え
が
き

「
デ
ー
タ
は
第
二
の
石
油
で
あ
る
」
「
デ
ー
タ
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
競
争
力
を
決
定
付
け
る
」

――
こ
の
よ
う

な
言
葉
を
、
あ
な
た
も
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

高
度
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
革
新
し
、
そ
れ
が

競
争
力
の
源
泉
と
な
る
よ
う
な
「
デ
ー
タ
社
会
」
が
到
来
し
た
。
た
と
え
ば
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（F

a
c
e
b
o
o
k

）

は
全
世
界
に
大
量
の
無
料
ユ
ー
ザ
ー
を
抱
え
、
多
く
の
人
が
安
価
に
、
友
人
と
時
間
的
・
地
理
的
制
約
な

し
に
交
流
し
て
い
る
が
、
大
き
な
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
個
々
人
に
合
っ

た
広
告
を
配
信
す
る
戦
略
な
ど
が
成
し
得
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
グ
ー
グ
ル
（G

o
o
g
le

）
は
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
数
多
の
情
報
が
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
必
要
と
さ
れ
る
情

報
を
上
に
表
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
経
済
的
な
面
だ
け
で
は
な
い
。
先
進
国
を
中
心
に

少
子
高
齢
化
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
中
、
そ
れ
ら
に
伴
う
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、

適
切
な
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
デ
ー
タ

は
情
報
社
会
に
欠
か
せ
な
い
資
源
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
は
、
本
人
が
認
知
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
の
個
人
情
報
悪
用
リ
ス
ク

や
、
個
人
情
報
流
出
の
リ
ス
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
の
側
面
も
持
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

実
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
５
０
０
０
万
人
分
の
個
人
情
報
が
流
出
し
た
と
い
う
事
件



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

は
記
憶
に
新
し
い
（
２
０
１
８
年
）
。
日
本
で
も
、
就
職
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ク
ナ
ビ
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー

タ
か
ら
内
定
辞
退
率
を
予
測
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
告
知
な
し
に
他
社
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
な

社
会
的
関
心
を
集
め
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
（
２
０
１
９
年
）
。
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
も
、
デ
ー
タ
分
析
は

社
会
の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
す
る
が
、
デ
ー
タ
の
管
理
は
従
来
よ
り
も
さ
ら
に
難
し
く
な
り
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
脅
か
さ
れ
る
ば
か
り
か
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
と
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
近
年
で
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
経
済
的
発
展
・
社
会
的
課
題
の
解
決
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
態
度
は
国
に

よ
っ
て
三
者
三
様
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
米
国
は
基
本
的
に
自
由
な
デ
ー
タ
活
用
を
支
持
し
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
規
制
を
し
な
い
方
向
で
あ
る＊

１

。
そ
の
一
方
で
、
欧
州
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（
一
般
デ
ー

タ
保
護
規
則
）
の
施
行
を
通
し
て
、
個
人
の
デ
ー
タ
を
保
護
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
で
は
、
基
本
的
に
企
業
の
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
、
政
府
が
求
め
れ
ば
そ
の
デ
ー

タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
。
信
用
ス
コ
ア
も
積
極
的
に
普
及
さ
せ
て
お
り
、
政
府
の
力

が
強
い
国
な
ら
で
は
の
デ
ー
タ
利
活
用
を
行
っ
て
い
て
、
国
民
も
そ
れ
で
治
安
が
良
く
な
っ
た
り
、
利
便

性
が
上
が
っ
た
り
と
い
う
利
を
受
け
入
れ
て
い
る
面
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
デ
ー
タ
社
会
に
お
い
て
日
本
企
業
の
競
争
力
を
ど
の
よ
う
に
高
め
、
消
費
者

の
利
便
性
と
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
問
い
は
、
極
め
て
重
要
な
ト

ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
日
本
政
府
・
企
業
双
方
の
関
心
が
高
い
。
実
際
、
自
民
党
経
済
成
長
戦
略
本
部
が
発
表

し
た
「
『
令
和
』
時
代
・
経
済
成
長
戦
略
」
で
は
、
成
長
戦
略
の
目
指
す
ゴ
ー
ル
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

内
容
四
つ
の
う
ち
二
つ
に
、
次
の
よ
う
に
デ
ー
タ
と
い
う
単
語
が
入
っ
て
い
た＊

２

。

●	

第
４
次
産
業
革
命
に
お
い
て
最
大
の
資
源
と
な
る
「
デ
ー
タ
」
を
利
活
用
で
き
る
環
境
を
い
ち
早

く
整
備
、
世
界
に
先
駆
け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
よ
り
ス
マ
ー
ト
で
豊
か
な
暮
ら
し

を
実
現
し
、
地
球
環
境
問
題
や
高
齢
化
等
の
世
界
的
課
題
を
解
決
す
る
。

●	

国
際
社
会
に
お
い
て
、
我
が
国
が
先
導
役
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
自

由
な
デ
ー
タ
流
通
を
両
立
さ
せ
、
民
主
主
義
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ
時
代
に
、
日
本
は
か
な
り
出
遅
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
本
誌
収
録
の

筆
者
の
論
文
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
し
て
い
る
日
本
企
業
は
、
他
国
と
比
べ
て
か
な
り

少
な
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
分
析
人
材
も
極
端
に
少
な
く
、
大
学
で
デ
ー
タ
分
析
を
学
ぶ
人
材

も
少
な
い
た
め
、
他
国
と
の
差
は
開
く
一
方
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
で
は
、

２
０
１
９
年
７
月
29
日
に
、
「
日
本
流
デ
ー
タ
利
活
用
の
未
来
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
狙
い
は
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
実
施
し
た
人
々
の
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
評
価
を
実
証
的
・

定
量
的
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
を
報
告
す
る
と
同
時
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
日
本
政

府
が
と
る
べ
き
デ
ー
タ
政
策
や
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
デ
ー
タ
利
活
用
戦
略
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

議
論
の
結
果
、
日
本
企
業
の
強
み
が
発
揮
で
き
る
領
域
（
医
療
や
製
造
業
、B

	to
	B

等
）
は
ま
だ
十
分

に
あ
る
一
方
で
、
デ
ー
タ
は
あ
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
描
け
な
い
と
い
う
経
営
的
課
題
の
存
在
や
、

Ｉ
Ｔ
人
材
を
外
に
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
な
お
、



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
来
場
者
数
は
２
０
０
名
を
超
え
、
改
め
て
当
該
分
野
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
と

な
っ
た＊

３

。

本
書
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
産
官
学
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
所

属
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
有
識
者
を
集
め
、
「
こ
の
一
冊
で
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
諸
課
題
と
、

今
後
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
分
か
る
」
と
い
う
内
容
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
非

常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
本
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
有
識
者
の
原
稿
や
対
談
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

本
書
に
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て
日
本
企
業
が
抱
え
て
い
る
根
源
的
課
題
と
そ
の

解
決
方
法
や
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
な
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
日
本
の
産
業
競
争
力
の
未
来
、
国
内
外
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
デ
ー
タ
戦
略
、
デ
ー
タ
流
通
の
現
行
制
度
と
本
来
あ
る
べ
き
姿
、
デ
ー
タ
社
会
に

適
し
た
経
済
政
策
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
や
経
験
を
基
に
網
羅
的
・
実
践
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
が
、
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ
利
活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
や
、
政
策
立
案
に
関
わ

る
方
々
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

智
場	#

12
3

特
集
号
「
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
未
来
」	

責
任
編
集　

山
口	

真
一　

国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー	

准
教
授
・
主
任
研
究
員　

註

*1.　ただし、ロシアによる米大統領選挙への関与がフェイスブックのデータを利用して

行われていたという疑惑や、フェイスブックが外部のアプリ開発企業に共有を認め

た 5 億件超の利用者データが外部からアクセス可能な状態になっていた事例（2019

年）が立て続けに起こり、次第にある程度は規制すべきという論調が強くなっている。

*2.　自由民主党政務調査会経済成長戦略本部（2019）「『令和』時代・経済成長戦略」令

和元年 5 月 14 日

　　<https://jimin.jp-east-2.storage.api.nifcloud.com/pdf/news/policy/139537_1.pdf?_

ga=2.129629004.1937073519.1579406408-1906603856.1579406408>

*3.　本シンポジウムのレポートは本誌巻末に収録されている。



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

智
場
＃

123　

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
未
来
―
日
本
の
競
争
戦
略
と
個
人
情
報
保
護

目
次

ま
え
が
き
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

003

　
　
　
　

山
口 

真
一

第
１
章　

日
本
で
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
な
い
理
由
と
解
決
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

013

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ク
ロ
サ
カ 

タ
ツ
ヤ

デ
ー
タ
活
用
に
関
す
る
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
の
ズ
レ

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
と
産
業
デ
ー
タ
の
ズ
レ

転
々
流
通
で
成
功
し
て
い
る
事
例
に
共
通
す
る
こ
と

改
め
て
「
ユ
ー
ザ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

第
２
章　

日
本
の
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
戦
略
を
考
え
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

029

　
　
　
　
　

                      

渡
邊 

昇
治

各
国
の
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
戦
略

日
本
の
デ
ー
タ
戦
略

日
本
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
戦
略

第
３
章　

日
本
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
課
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

045

　
　
　
　
　

								             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

杉
原 
佳
尭

デ
ー
タ
は
21
世
紀
の
石
油
な
の
か

そ
も
そ
も
デ
ー
タ
は
な
ぜ
重
要
な
の
か

日
本
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
弱
点

資
源
に
乏
し
い
日
本
が
発
展
で
き
た
要
素
を
デ
ジ
タ
ル
経
済
で
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
失
敗
の
シ
ン
ボ
ル

最
後
に

第
４
章　

Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
日
本
の
産
業
競
争
力
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

059

　
　

   　

 

元
橋 

一
之

Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
到
来

Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
３
・
０
と
日
本
の
産
業
競
争
力

第
５
章　

日
本
企
業
が
デ
ー
タ
利
活
用
を
進
め
る
た
め
の
「
三
本
の
矢
」・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

073

　
　
　
　

山
口 

真
一

業
種
を
問
わ
ず
到
来
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
波



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

デ
ー
タ
利
活
用
で
き
な
い
日
本
企
業
と
そ
の
要
因

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
は
「
協
調
」
「
創
造
」
を
重
視
す
る
企
業
文
化

デ
ー
タ
利
活
用
に
お
け
る
「
三
本
の
矢
」

デ
ー
タ
社
会
は
こ
れ
か
ら
「
始
ま
る
」

第
６
章　

デ
ー
タ
が
競
争
力
を
生
む
時
代
の
経
済
政
策
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

093

　
　
　
　
　

 　
　
　

 　

田
中 

辰
雄

デ
ー
タ
社
会
に
競
争
は
維
持
で
き
る
か
？

個
人
情
報
の
保
護
と
利
活
用

終
わ
り
に
―
新
た
な
調
査
研
究
の
必
要
性

第
７
章　

日
本
流
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
利
活
用
の
実
現
に
向
け
た
企
業
変
革
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

111

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
ド
オ
ン
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　

 

若
目
田 

光
生

ニ
ュ
ー
オ
イ
ル
が
生
み
出
す
新
た
な
社
会
課
題
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」

デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
社
会
課
題
解
決
の
ジ
レ
ン
マ

社
会
価
値
と
経
済
価
値
を
両
立
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
成
功
事
例
と
ス
パ
イ
ラ
ル
成
長
モ
デ
ル

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
推
進
の
三
つ
の
レ
バ
ー

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
実
現
す
る
組
織
や
人
材

日
本
流
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
利
活
用
に
お
け
る
今
後
の
課
題

お
わ
り
に

第
８
章　

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
利
活
用
の
制
度
的
課
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

139

 

森 

亮
二

は
じ
め
に

デ
ー
タ
流
通
の
た
め
の
制
度
的
工
夫

デ
ー
タ
流
通
の
限
界

デ
ー
タ
流
通
と
デ
ー
タ
利
活
用

総
括

第
９
章　

[

対
談] 

人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
・
・
・
・
・
・
・
・

157

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
司 

昌
彦　

×　

渡
辺 

智
暁

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
広
が
り
と
活
用
の
実
態

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
度
合
い
に
応
じ
て
認
証
方
法
を
変
え
る
べ
き

Ａ
Ｉ
を
疑
い
、
Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る

地
方
交
通
か
ら
デ
ー
タ
活
用
を
進
め
る
べ
き
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智場 #
123
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123
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データ

第
10
章　

[

レ
ポ
ー
ト] 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
日
本
流
デ
ー
タ
利
活
用
の
未
来
』・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

181

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
１
「
人
々
に
と
っ
て
最
適
な
デ
ー
タ
利
活
用
と
は
何
か
」

基
調
講
演
「
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
人
々
の
評
価
と
日
本
の
未
来
」　
　
　
　
　
　
　
　

山
口	

真
一

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
社
会
的
厚
生
を
最
大
化
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
」　
　
　
　

　

ク
ロ
サ
カ	

タ
ツ
ヤ
・
田
中	

辰
雄
・
古
谷	

由
紀
子
・
森	

亮
二
・
山
口	

真
一

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
２
「
日
本
流
デ
ー
タ
活
用
・
流
通
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ
」

特
別
講
演
①
「
日
本
の
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
に
つ
い
て
考
え
る
」		　
　

渡
邊	

昇
治

特
別
講
演
②
「
日
本
に
お
い
て
デ
ー
タ
流
通
と
活
用
を
阻
害
し
て
き
た
要
因
と
今
後
の
活
路
」
楠	

正
憲

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
流
デ
ー
タ
活
用
・
流
通
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ
」　
　
　
　

　

楠	

正
憲
・
庄
司	

昌
彦
・
中
川	

裕
志
・
沼
尻	

祐
未
・
渡
辺	

智
暁

コ
ラ
ム
「
デ
ー
タ
政
策
に
関
す
る
世
界
の
議
論
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

			　
　
　

山
口	

真
一

あ
と
が
き
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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山
口 

真
一

智
場#123

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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第 1 章

日本でデータを活用した
イノベーションが
起きない理由と解決策

株式会社 企　代表取締役　
クロサカ タツヤ

くわだて



図表 1　デジタル化進展状況の欧米と日本との比較
欧米企業との比較　04：デジタル化の進展に向けて、日本企業の取り組みの状況について、どのようにお考えですか。（N=165）

出所：一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会

　　　「デジタル化の取り組みに関する調査」（2019 年 1 月実施）

<https://juas.or.jp/cms/media/2017/03/Digital19_ppt.pdf>
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欧米企業に対して、圧倒的に遅れている
よく分からない

智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

日
本
で
は
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
に
く
い
、
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
、
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
（
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
マ
ゾ
ン
）
の
よ
う
な
世
界
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
は
一
向
に
生
ま
れ
な
い
し
、
最
近
は
中
国
勢
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
（
バ
イ
ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ

ン
ト
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
に
も
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

企
業
の
現
状
認
識
も
近
似
し
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
・
ユ
ー
ザ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｓ
）

と
野
村
総
合
研
究
所
が
共
同
で
行
っ
た
２
０
１
８
年
度
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査

（
１
）

」
で
は
、

欧
米
企
業
と
比
較
し
て
日
本
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
「
多
少
遅
れ
て
い
る
」
が
41
・
８
％
、
「
圧
倒
的
に
遅

れ
て
い
る
」
が
38
・
８
％
、
合
計
で
80
・
６
％
が
「
遅
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
（
図
表
１
）
。

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、
本
当
に
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
進
む
の
だ
ろ
う
か
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う
な
デ
ー
タ
の
活
用
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
「
素
養
」
が
必
要

の
は
ず
だ
が
、
我
々
は
そ
の
習
得
そ
の
も
の
に
失
敗
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
デ
ー
タ
活
用
検
討
の
実
態
か
ら
見
え
て
き
た
「
認
識
の

ズ
レ
」
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
界
が
デ
ー
タ
活
用
に
向
け
て
改
め
て
獲
得
す
べ
き
視
点
に
つ

い
て
、
論
考
を
試
み
る
。

デ
ー
タ
活
用
に
関
す
る
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
の
ズ
レ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
時
に
、
筆
者
は
常
に
「
そ
れ
が
何
を

意
味
し
て
い
る
の
か
」
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
そ
の
も
の
も
抽
象
性
の
高
い
概
念
だ
が
、
活
用

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
語
義
が
多
義
的
で
あ
り
、

概
念
が
揺
れ
や
す
い
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
「
デ
ー
タ
活
用
」
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
寡
占
に
基
づ

く
両
面
市
場
が
想
起
さ
れ
る
一
方
、
日
本
の
産
業
界
に

お
け
る
文
脈
で
は
、
複
数
事
業
者
を
跨
い
だ
デ
ー
タ
活

用
、
つ
ま
り
事
業
者
間
の
「
転
々
流
通
」
を
想
定
す
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
に
、
筆
者
が

参
加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
府
の
委
員
会
で
も
、
そ
う
し

た
利
用
形
態
を
前
提
と
し
た
検
討
を
す
る
こ
と
が
以
前

か
ら
多
く
、
２
０
１
９
年
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。こ

れ
は
、
筆
者
の
想
像
だ
が
、
近
代
と
り
わ
け
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
、
製
造
業
を
は
じ
め
と
し
た

第
二
次
産
業
に
よ
っ
て
復
興
を
成
し
遂
げ
、
国
富
を
再

び
獲
得
し
た
工
業
国
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
具
体
的
に
は
、
品
質
の
向
上
、
供
給
の
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123
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安
定
化
、
ま
た
産
業
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
捕
食
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
業
者
（
例
：
車
両
の
組
立
・

販
売
を
担
う
自
動
車
メ
ー
カ
ー
）
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
な
ど
を
目
的
に
、
生
産
体
制
の
分
業
化
が
進
ん
だ
こ

と
で
、
事
業
者
間
を
連
結
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
が
生
産
活
動
に
関
す
る
理
解
の
基
本
的
な
前
提

と
な
っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
活
用
も
そ
の
認
識
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
米
国
も
20
世
紀
の
大
半
を
工
業
国
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
が
、
１
９
９
０
年
代
に
起
こ
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
末
端
の
消
費
者
ま
で
大
き
く
浸
透
し
、
産
業
の
み
な
ら

ず
社
会
構
造
そ
の
も
の
も
、
日
本
や
欧
州
に
先
ん
じ
て
変
革
を
遂
げ
た
。
そ
の
際
、
デ
ジ
タ
ル
の
特
性
で

あ
る
限
界
費
用
が
増
加
し
な
い
（
い
わ
ゆ
る
限
界
費
用
ゼ
ロ
）
状
態
に
近
づ
く

（
２
）

こ
と
か
ら
、
よ
り
大
量
の

在
庫
（
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
）
と
潜
在
顧
客
（
ユ
ー
ザ
ー
）
を
確
保
す
る
た
め
の
両
面
市
場
戦
略
を

採
用
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
機
会
の
集
中
を
目
指
し
た
寡
占
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
指
向
さ
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
巨
大
化
が
進
展
し
て
き
た
。

デ
ー
タ
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
両
者
を
比
較
す
る
と
、
日
本
が
転
々
流
通
型
の
デ
ー
タ
活
用
で
あ
る
の

に
対
し
、
米
国
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
中
核
と
し
た
集
中
型
の
デ
ー
タ
活
用
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
と
す
る
と
、
「
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
っ
た
と
き
、
日
本
の
場
合
は

目
指
す
ゴ
ー
ル
の
姿
が
転
々
流
通
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
、

一
般
的
に
は
「
日
本
発
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
の
不
在
」
を
嘆
く
意
見
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
政
策

的
に
も
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
な
ど
で
は
日
本
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
育
成
す
る
こ

と
が
指
向

（
３
）

さ
れ
て
お
り
、
実
態
と
対
策
の
間
に
矛
盾
が
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
矛
盾
は
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
の
ズ
レ
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
生
業
と
す
る
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
致
命
的
な
課
題
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
の

特
定
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
共
有
が
な
け
れ
ば
戦
略
が
機
能
し
な
い
し
、
機
能
し
な
い
戦
略
の
下

で
は
必
要
な
要
件
の
特
定
に
失
敗
し
、
整
備
す
べ
き
経
営
資
源
も
見
誤
る
か
ら
で
あ
る
。

ゴ
ー
ル
が
不
明
確
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
お
ろ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
そ
の
も
の
も
進
展
せ
ず
、
デ
ー

タ
活
用
は
立
ち
往
生
す
る
ば
か
り
だ
ろ
う
。
実
際
、
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
）
は
生

産
性
向
上
に
必
ず
し
も
寄
与
せ
ず
、
産
業
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
に
よ
っ
て
む
し
ろ
生
産
性

が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
、
極
め
て
衝
撃
的
な
実
証
研
究
の
成
果

（
４
）

も
過
去
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
人
材
育
成
や
人
事
制
度
の
遅
滞
、
ま
た
事
業
環
境
整
備
の

不
足
（
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
遅
れ
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
よ

り
深
刻
な
の
は
、
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
が
そ
も
そ
も
ズ
レ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
誤
っ
た
育
成
や
環
境
整
備
を

進
め
て
し
ま
い
、
む
し
ろ
さ
ら
に
状
況
を
悪
化
さ
せ
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
い
わ
ば
我
々
の
多
く
は
、

登
る
山
を
間
違
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
登
山
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
と
産
業
デ
ー
タ
の
ズ
レ

日
本
型
の
デ
ー
タ
活
用
が
転
々
流
通
を
指
向
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
背
景
と
し
て
、
近
代
の
工
業
化
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を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
分
業
化
が
進
ん
だ
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
横
断
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
効
率
的

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
共
有
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
流
通
や
共
有

の
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
当
然
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
が
産
業
デ
ー
タ
で
あ
る
。

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
末
端
の
消
費
者
ま
で
浸
透
す
る
社
会
で
は
、
最
終
消
費
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
も

デ
ー
タ
に
よ
る
状
況
把
握
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
際
に
取
り
扱
わ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
利
用
目
的
が
産
業
用

途
で
あ
っ
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
由
来
で
あ
る
以
上
は
個
人
由
来
の
デ
ー
タ
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
）
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
つ
ま
ず
き
の
多
く
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
認
識
の
ズ
レ
で
起
き
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
あ
た
か
も
産
業
デ
ー
タ
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ

て
し
ま
う
の
だ
。

た
と
え
ば
前
回
の
個＊

１

人
情
報
保
護
法
改
正
の
前
後
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
取
得
し
たS

u
ic
a

（
ス
イ
カ
）

デ
ー
タ
を
日
立
製
作
所
に
提
供
す
る
際
に
、
デ
ー
タ
の
処
理
方
法
に
係
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
の
問
題

（
５
）

が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
行
う
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
が
、
提
携
会

社
と
の
デ
ー
タ
共
有
に
際
し
、
本
来
な
ら
ば
同
法
の
第
三
者
提
供
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
き
と
責
任
の
明

確
化
を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
、
同
法
の
共
同
利
用
の
概
念
を
用
い
て
お
り
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
い
ず
れ

も
法
解
釈
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
デ
リ
カ
シ
ー
が
不
足
し
た
結
果
、
あ
た
か
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
産
業

デ
ー
タ
の
よ
う
な
乱
雑
さ
で
取
り
扱
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
問
題
だ
と
い
え
る
。

そ
し
て
次
の
法
改
正
を
目
前
に
控
え
た
２
０
１
９
年
に
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
の
就
職
情
報
サ
ー

ビ
ス
「
リ
ク
ナ
ビ
」
が
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
内
定

辞
退
率
（
ス
コ
ア
）
を
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
企
業
に
提
供
し
て
い
た
問
題
で
、
同
社
は
も
と
よ
り
利
用
企

業
35
社
に
対
し
て
も
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か
ら
行
政
指
導

（
６
）

を
受
け
る
に
至
っ
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
お
よ
び
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
が
指
導
を
受
け
る
に
至
っ
た
主
な
理
由
は
、
安
全
管
理
体

制
の
不
足
（
勧
告
）
と
適
正
な
同
意
取
得
の
不
足
（
指
導
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
根
幹
に
あ

る
の
は
、
最
終
消
費
者
よ
り
も
利
用
企
業
を
重
ん
じ
た
結
果
、
利
用
企
業
が
候
補
者
を
（
人
間
と
し
て
見

る
と
い
う
よ
り
）
あ
た
か
も
機
械
を
構
成
す
る
材
料
や
道
具
と
見
立
て
る
と
い
う
「
産
業
的
視
点
」
を
、

そ
の
ま
ま
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
採
用
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
デ
ー
タ
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
へ
の
認
識
の
不
足
で
あ

ろ
う
。
従
来
は
Ｐ
Ｃ
を
使
い
こ
な
せ
る
人
に
限
ら
れ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
台
頭
に
よ
っ
て
末
端
の
消
費
者
ま
で
一
気
に
普
及
し
た
。
そ
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は

Ｐ
Ｃ
よ
り
も
さ
ら
に
肌
身
に
密
着
し
た
存
在
と
な
り
、
そ
れ
こ
そ
移
動
中
は
お
ろ
か
、
入
浴
中
や
就
寝
中

で
さ
え
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
収
集
を
可
能
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
ユ
ー

ザ
ー
の
生
態
（
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
絶
対
量
や
高
い
頻
度
に
よ
っ
て
、

そ
の
デ
ー
タ
自
体
が
す
で
に
機
微
性
を
備
え
は
じ
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
一
定

の
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
は
ず
な
の
だ
が
、
実
態
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
後
は
デ
ー
タ
量
の
増
加
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
処
理
能
力
の
向
上
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ
分
析
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
一
般
化
す
る
。
ま
た
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
指
向
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
台
頭
し
つ
づ
け
る
以
上
、
影
響
範
囲
は
一
国
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
実
際
、

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
で
は
、
２
０
２
０
年
代
前
半
を
目
途
に
プ＊

２

ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
正
を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
主
要
論
点
と
し
て
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
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」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
デ
ー

タ
活
用
の
高
度
化
に
伴
い
、
影
響
の
範
囲
や
規
模
が
大

き
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る

責
任
の
大
き
さ
も
そ
れ
に
比
例
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ

ろ
う
（
図
表
２
）
。
特
に
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
」

に
関
し
て
は
、
「
そ
も
そ
も
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
機

微
性
の
あ
る
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
こ
と
の
是
非
」
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ＊

３

Ｌ
Ｓ
Ｉ
（
倫
理
、
法
律
、
社
会
的
課
題
）

問
題
も
、
リ
ク
ナ
ビ
問
題
に
関
連
し
て
顕
在
化
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が
深
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
た
直
近
10
年
で
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、
デ
ー
タ
活
用

が
新
た
な
局
面
に
突
入
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及

が
世
界
的
な
事
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
日
本
に

限
ら
ず
世
界
的
な
課
題
で
も
あ
る
が
、
２
０
１
９
年
に

な
っ
て
も
国
内
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る

大
規
模
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
頻
発
し
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
や
は
り
日
本
の
産
業
界
は
認
識
の
ズ
レ
を
解
消
で

き
な
い
ま
ま
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
言
え
ば
、
日

本
企
業
が
今
後
デ
ー
タ
活
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、
単
に
規
制
の
強
化
と
い
う
認
識
で
は
な
く
、
そ
の
背

景
か
ら
理
解
を
深
め
な
け
れ
ば
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
繰
り
返
す
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

転
々
流
通
で
成
功
し
て
い
る
事
例
に
共
通
す
る
こ
と

日
本
型
の
デ
ー
タ
活
用
が
転
々
流
通
の
指
向
性
を
内
在
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
転
々
流
通
の
ニ
ー

ズ
や
構
造
に
即
し
た
デ
ー
タ
活
用
を
実
現
す
れ
ば
、
活
路
が
見
い
だ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
成
功
事
例
に
共
通
し
て
い
る
の
も
、
転
々
流
通
の
可
能
性
と
課
題
に
正
対
し
た
サ
ー

ビ
ス
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
業
界
の
興
隆
は
、
そ
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
従
来
は
金
融
機
関
に
よ
っ

て
寡
占
さ
れ
て
い
た
取
引
デ
ー
タ
を
、
一
定
の
制
限
に
基
づ
い
て
開
放
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な

金
融
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
今
日
も
な
お
市
場
は
成
長
を
続
け
て
い
る
。
筆
者
の
所
感
と
し
て
は
、

日
本
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
業
界
の
興
隆
は
、
米
国
の
そ
れ
を
も
凌
ぐ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

個
人
の
金
融
取
引
デ
ー
タ
は
当
然
な
が
ら
機
微
性
を
有
し
て
い
る
し
、
ま
た
企
業
に
と
っ
て
財
務
情

報
は
営
業
秘
密
の
根
幹
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
厳
格
な
取
り
扱
い
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
が
金
融
機
関

に
よ
る
デ
ー
タ
の
寡
占
や
囲
い
込
み
を
正
当
化
し
て
き
た
根
拠
で
も
あ
る
。
し
か
し
管
理
手
順
を
厳
密
に

定
義
す
る
こ
と
、
分
界
点
も
含
め
た
責
任
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

p
p
lic

a
tio

n
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P
ro
g
ra
m
m
in
g
	In

te
rfa

c
e

）
の
設
定
を
明
確
に
し
て
運

用
を
適
正
化
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
こ
う

し
た
課
題
を
解
決
し
た
。
そ
の
際
、
金
融
産
業
分
野
の

特
徴
で
あ
る
規
制
当
局
の
役
割
の
大
き
さ
を
む
し
ろ
活

用
し
、
規
制
当
局
主
導
に
よ
っ
て
金
融
機
関
へ
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
開
放
を
は
じ
め
と
し
た
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
、
前
回
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
（
２
０
１
７

年
施
行
）
に
伴
い
導
入
さ
れ
た
匿
名
加
工
情
報
も
、
そ

の
理
解
と
実
装
の
難
し
さ
か
ら
普
及
が
遅
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
成
功
事
例
が
見
え
て
き
た
。
Ｊ

Ｃ
Ｂ
と
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
が
提
供
す
る
「
Ｊ
Ｃ
Ｂ
消
費
Ｎ

Ｏ
Ｗ
」
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
会
員
の
中
か
ら
ラ
ン
ダ

ム
抽
出
し
た
約
１
０
０
万
会
員
の
属
性
や
決
済
情
報
を

匿
名
加
工
情
報
に
処
理
し
、
統
計
処
理
後
の
数
値
を
さ

ま
ざ
ま
な
業
界
の
消
費
動
向
速
報
を
示
す
指
数
と
し
て

提
供
し
て
い
る
（
図
表
３
）
。
２
０
１
７
年
３
月
に
開
始

し
た
同
サ
ー
ビ
ス
は
順
調
に
業
績
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、

２
０
１
９
年
に
は
競
合
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事
業
者

が
近
似
サ
ー
ビ
ス
を
参
入
さ
せ
る
な
ど
、
市
場
が
活
発
化
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
位
置
情
報
と
い
う
機
微
性
の

高
い
情
報
を
事
業
者
が
取
り
扱
え
る
よ
う
に
、
法
制
度
だ
け
で
な
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
の
観
点
も
考
慮

し
な
が
ら
事
業
者
自
身
が
基
準
を
設
計
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
統
計
処
理
を
行
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発

す
る
こ
と
で
実
現
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
匿
名
加
工
情
報
よ
り
も
さ
ら
に
粗
い
粒
度
で
統
計
化
し
た
も

の
だ
が
、
そ
れ
で
も
従
来
の
地
理
空
間
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
よ
り
総
合
的
か
つ
包
括
的
な
分
析
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
利
用
目
的
は
少
々
異
な
る
が
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
博
報
堂
、Arm

ト
レ
ジ
ャ
ー
デ
ー

タ
が
合
弁
で
２
０
１
９
年
に
設
立
し
た
イ
ン
キ
ュ
デ
ー
タ
社
も
、
近
似
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

「
Ｊ
Ｃ
Ｂ
消
費
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
と
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
消
費
者
心
理
か
ら
す

れ
ば
機
微
性
の
観
点
か
ら
転
々
流
通
は
で
き
れ
ば
避
け
た
い
一
方
、
事
業
者
と
し
て
は
よ
り
多
く
の
デ
ー

タ
と
比
較
分
析
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
従
来
は
両
者
が
衝
突
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
技
術
開
発
と

制
度
対
応
が
協
調
す
る
こ
と
で
事
業
化
に
成
功
し
た
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
転
々
流
通
に
つ
い
て

は
、
日
本
よ
り
も
米
国
の
規
制
当
局
（
連
邦
取
引
委
員
会
等
）
の
方
が
厳
し
い
認
識
を
有
し
て
お
り
、
以

前
よ
り
日
本
に
先
ん
じ
て
デ
ー
タ
ブ
ロ
ー
カ
ー
規
制
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方

を
民
間
事
業
者
が
自
ら
取
り
込
み
、
転
々
流
通
で
は
そ
も
そ
も
末
端
に
至
る
ま
で
の
流
通
が
制
御
で
き
な

い
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
源
流
の
時
点
で
一
定
の
制
約
を
課
し
て
い
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
消
費
者
を
含

め
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
場
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
、
意
義
の
あ
る

取
り
組
み
と
い
え
る
。

ま
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
業
界
に
関
し
て
は
、
そ
う
し
た
事
業
者
に
よ
る
協
調
へ
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
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規
制
当
局
が
市
場
開
発
の
た
め
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
。
い
わ
ば
源
流
の
水

を
溜
め
た
頑
丈
な
タ
ン
ク
に
穴
を
開
け
て
蛇
口
を
着
け
る
よ
う
な
仕
事
で
あ
り
、
既
存
事
業
者
の
抵
抗
と

の
対
峙
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

寡
占
の
緩
和
に
向
け
た
規
制
当
局
に
よ
る
強
力
な
働
き
か
け
は
、
構
造
や
背
景
は
異
な
る
に
せ
よ
、
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
が
世
界
各
国
で
直
面
し
て
お
り
、
新
た
な
市
場
形
成
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

改
め
て
「
ユ
ー
ザ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

日
本
の
産
業
界
の
デ
ー
タ
活
用
は
、
「
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
現
状
認
識
」
と
い
う
２
点
に
つ
い
て
、

大
き
な
認
識
の
ズ
レ
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
認
識
の
ズ
レ
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ

活
用
に
成
功
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
、
産
業
構
造
の
再
設
計
と
い
う
視
点
を
規
制

当
局
と
共
有
し
、
産
業
界
と
政
府
が
協
調
で
き
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
業

界
の
事
例
か
ら
説
明
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
型
の
デ
ー
タ
活
用
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
に

参
照
す
べ
き
取
り
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
今
日
の
デ
ー
タ
活
用
は
、
す
で
に
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い
る
。
特
に
先
般
の
寡
占
状

況
の
強
化
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
の
導
入
に
よ
り
、
結
果
的
に
デ
ー
タ
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
要
求
水
準
が
上
昇
し
た
結
果
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
よ
う
な
体
力
の
あ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
し
か
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
競
争
環
境
を
歪
め
る
結
果
と
な
っ
た

と
い
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
政
策
と
競
争
政
策
の
不
調
和
が
背
景
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
現
在
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
と
い
っ
た
ブ
ラ
ウ
ザ
ベ
ン
ダ
ー
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
名

目
で
個
人
識
別
の
た
め
のc

o
o
k
ie

（
ク
ッ
キ
ー
）
利
用
制
限
の
強
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
巨
大
な
デ
ー

タ
を
獲
得
で
き
る
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
し
か
代
替
策
を
打
ち
出
せ
ず
、
結
果
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
潮
流

が
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
寡
占
強
化
に
つ
な
が
り
、
自
ら
の
存
続
を
脅
か
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
や
ア
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
業
界
を
中
心
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
全
般
は
、
観
測
と
分
析
の
解
像
度
を
一
層
高
め
る
方
向
に
進
み
や
す
く
、
単
純
に
は
ユ
ー

ザ
ー
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
を
高
め
る
方
向
に
進
み
が
ち
で
あ
る
。
特
に
今
後
は
、
５
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
が
中
長
期
的
に
進
み
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

前
提
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
一
般
化
す
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
視
点
は
一
層
強
化
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
一
方
で
、
そ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
寡
占
を
強
化
す
る
方
向
に
進
ん
で
は
な
ら
な
い
。

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
に
は
、
政
策
は
も
と
よ
り
、
そ
の
前
提
と
な
る
問
題
設
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
、

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
曲
が
り
角
に
立
っ
た
際
に
必
要
と
な
る
の
は
、
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
具
体
的

に
は
、
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（d

ig
itiz

a
tio

n

゠
デ
ー
タ
の
生
成
や
取
得
）
と
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（d
ig
ita

liz
a
tio

n

゠
デ
ー
タ
の
利
用
や
管
理
）
を
明
確
に
区
別
し
て
理
解
し
た
う
え
で
、
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
に
基
づ
く
機
能
の
分
離
と
統
合
や
役
割
の
分
担
を
、
常
に
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
さ
せ

る
形
で
動
的
に
設
計
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（in

n
o
v
a
tio

n

）
と
は
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（in

v
e
n
tio

n

゠
発
明
）
で
は
な
く
、
発
明



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

し
た
成
果
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
浸
透
し
て
い
る
以
上
、

ユ
ー
ザ
ー
自
身
に
寄
り
添
い
、
ユ
ー
ザ
ー
が
置
か
れ
た
状
況
を
改
善
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
一
層
必
要

だ
。
そ
う
し
た
姿
勢
を
改
め
て
獲
得
す
る
こ
と
が
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
「
素
養
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註

*1.　正式名称は「個人情報の保護に関する法律」。

*2.　日本の個人情報保護法の基礎となった OECD	8 原則を含む政策勧告。OECD 加盟国

にはこの原則に基づく法制度整備が強く勧奨される。

*3.　ELSI：ethical,	legal	and	social	implications

参考文献

1.　一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会、株式会社野村総合研究所「デジタル

化の取り組みに関する調査―デジタルビジネスに関する共同調査―デジタル化はどの

ように進展しているのか？」2019 年 4 月 18 日	

	 <https://juas.or.jp/cms/media/2017/03/Digital19_ppt.pdf>

2.　高木聡一郎「限界費用ゼロ社会で起こる、『経済主体の分散』と『富の集中』とは？」

BizZine、2017 年 6 月 7 日	<https://bizzine.jp/article/detail/2248>

3.　内閣府「経済財政運営と改革の基本方針 2019」

	 <https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2019/2019_basicpolicies_ja.pdf>

4.　井上知義・小林辰男・加藤肇・落合勝昭・高口鉄平・実積寿也・岩田一政「ICT 活用、

最優良企業並みなら成長率４％押し上げも～ハードとヒト偏重の経済社会体制からの

脱却を～」公益財団法人日本経済研究センター、政策提言「第 4 次産業革命の中の日

本」2017 年 5 月 25 日

							<https://www.jcer.or.jp/policy-proposals/20180825-4.html>

							<https://www.jcer.or.jp/jcer_download_log.php?post_id=29821&file_post_	id=29817>

5.　Suica に関するデータの社外への提供についての有識者会議「Suica に関するデータ

の社外への提供について　中間とりまとめ」

							<https://www.jreast.co.jp/chukantorimatome/20140320.pdf>

6.　個人情報保護委員会「個人情報の保護に関する法律に基づく行政上の対応について」

							<https://www.ppc.go.jp/files/pdf/191204_houdou.pdf>

7.　クロサカタツヤ（2019）『5G でビジネスはどう変わるのか』日経 BP 社



0

智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

第 2 章

日本のデータ戦略・
プラットフォーマー戦略
を考える

経済産業省 大臣官房審議官
渡邊 昇治



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
多
く
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
大
量
の
ユ
ー
ザ
ー
と
つ
な
が
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
造
上
、
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
や
優
越
的
地

位
の
濫
用
等
に
関
し
て
不
安
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
に
は
、
Ｇ＊

１

Ａ
Ｆ
Ａ
の
よ
う
な
「
メ
ガ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
は
存
在
し
な
い
。
日
本
企

業
の
技
術
力
等
を
考
え
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
先
導
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
日
本
か
ら
も
登

場
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
デ
ー
タ
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル
、
日
本
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
て
い
く
シ
ナ
リ
オ
な
ど
、
日
本
の
戦
略
に
つ
い
て
私
見
も
含
め
て
以
下
に
述

べ
る
。

各
国
の
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
戦
略

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
急
成
長
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
存
在
感
を
発
揮
し
て

い
る
。
こ
の
分
野
は
官
主
導
よ
り
も
民
主
導
の
印
象
が
強
い
が
、
実
は
各
国
政
府
は
政
策
的
に
関
与
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
国
の
ス
タ
ン
ス
を
概
括
す
る
と
、
米
国
は
、
自
国
に
強
大
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、
自
由
な
競
争
、
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
を
原
則
と
し
つ
つ
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
、
高
性
能
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
技
術
を
高
度
化
さ
せ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る
厳
格
な
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
個
人
を
保
護
し
つ
つ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
に
対
し
て
一
定
の
説
明
義
務
を
課
す
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
の
保
護
を
図
る
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
は
、
機
器
、
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
認
証
制
度
も
織
り
交
ぜ
た
対
策
を
講
じ
る
。
Ａ
Ｉ

に
関
し
て
は
高
い
倫
理
観
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
中
国
は
、
自
国
に
大
き
な
市
場
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、

サ
ー
バ
ー
の
国
内
設
置
の
推
進
、
デ
ー
タ
の
国
外
移
動
の
制
限
等
に
よ
っ
て
利
益
の
流
出
を
防
い
で
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
等
の
新
興
市
場
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
進
出
に
も
余
念
が
な
い
。

日
本
は
、
安
倍
首
相
が
２
０
１
９
年
１
月
に
ダ
ボ
ス
会
議
で
、
「
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通

（D
a
ta
	F
re
e
	F
lo
w
	w

ith
	T
ru
st

）
」
（
以
下
、
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
と
略
）
を
提
唱
し
た
。
世
界
の
人
々
の
利
便
性
向

上
等
を
考
え
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
個
人
情
報
保
護
等
を
前
提
に
、
デ
ー
タ
は
自
由
に
流
通
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
技
術
的
・
経
済
的
に
は
Ｉ
Ｔ
の
導
入
が
可
能
だ
が
、
制
度
的
に
容
認
・
推
奨
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
有
用
な
Ｉ
Ｔ
の
導
入
が
遅
れ
る
等
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
政
府
に
よ
る
実
証
試
験
や
制
度

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

各
国
の
思
惑
が
異
な
る
中
で
、
日
本
は
、
ど
の
国
の
味
方
を
す
る
か
で
は
な
く
、
各
国
の
共
通
認
識
を

増
や
す
「
ブ
リ
ッ
ジ
役
」
を
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
戦

略
は
、
デ
ー
タ
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
シ
ス
テ
ム
も
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
／
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
／
オ
フ
ェ
ン
ス
の
２
×
２
の
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
に
整
理
し
て
み
た
（
図
表
１
）
。
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日
本
の
デ
ー
タ
戦
略

Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
の
理
念
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ
の
適
切
な
扱

い
を
内
外
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
有
効

活
用
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

産
業
競
争
力
強
化
と
国
民
の
安
全
・
安
心
、
利
便
性
・

効
率
向
上
等
の
社
会
課
題
解
決
が
実
現
す
る
。
こ
こ
で

は
、
特
に
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
に
関
し
て
、
日
本
の
二

つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す

現
在
の
デ
ー
タ
の
多
く
は
パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル

フ
ォ
ン
等
を
用
い
て
人
が
入
力
し
た
も
の
だ
が
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
（In

te
rn
e
t	o

f	T
h
in
g
s

）
化
に
よ
り
、
デ
ー
タ
は
ク

ル
マ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
イ
ン
フ
ラ
等
に
搭
載
・
設
置
さ
れ

た
セ
ン
サ
ー
が
自
動
的
に
取
得
す
る
よ
う
に
な
る
。
サ

イ
バ
ー
（
デ
ー
タ
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
モ
ノ
）
の
結
合

で
あ
る
。
ク
ル
マ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
ー
等
の
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
分
野
で
一
定
の
世
界
シ
ェ
ア
を
も
つ
日
本
企
業
に
は
、
デ
ー
タ
を
最
初
に
入
手
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
が
め
ぐ
っ
て
く
る
。

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
、
ク
ル
マ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
ー
等
の
産
業
競
争
力
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
企
業
が
最
初
に
デ
ー
タ
を
入
手
し
て
も
、
デ
ー
タ
分
析
や
Ａ
Ｉ
学
習
等
を
他
社
に
依
存
す

る
と
利
益
を
逃
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
他
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
際
に
は
高
付
加
価
値
の
部
分
が

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
は
一
つ
の
市
場
に
企
業
が
多
数
存
在
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
細
分
化
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
政
府

は
Ｉ
ｏ
Ｔ
投
資
促
進
税
制
や
各
種
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
デ
ー
タ
連
携
を
推
進
し
て
い
る
。

分
散
化
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す

ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
運
転
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
等
は
、
デ
ー
タ
を
瞬
時
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

デ
ー
タ
処
理
を
ク
ラ
ウ
ド
だ
け
に
依
存
せ
ず
、
端
末
側
で
も
行
う
必
要
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
低
消
費
電
力

で
高
速
演
算
で
き
る
小
型
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
端
末
に
搭
載
す
る
場
合
が
あ
る
。
汎
用
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
量
産

に
関
し
て
は
日
本
の
国
際
競
争
力
は
低
下
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ｉ
の
特
殊
な
演
算
に
対
応
し
た
多
様
な
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、
研
究
開
発
、
設
計
、
材
料
、
製
造
装
置
や
高
付
加
価
値
品
の
生
産
等
に
お
け
る
日

本
企
業
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
現
在
は
、
海
外
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
管
理
す
る
大
規
模
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
デ
ー
タ
を

集
約
し
て
分
析
や
Ａ
Ｉ
学
習
等
を
行
う
方
式
が
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
て
主
流
だ
が
、
複
数
の
セ
ン
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タ
ー
に
デ
ー
タ
を
分
散
さ
せ
て
、
デ
ー
タ
処
理
は
各
セ
ン
タ
ー
が
同
時
並
行
的
に
行
う
方
式
も
考
え
ら
れ

る
。
分
散
化
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
も
有
効
な
面
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
間
や
ユ
ー
ザ
ー
と
セ
ン
タ
ー
間
の
通

信
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
５
Ｇ
等
に
よ
っ
て
高
速
化
し
、
そ
れ
が
分
散
化
を
後
押
し
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
需
要
が
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。

日
本
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
戦
略

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
社
会
経
済
に
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
が
故
に
、
よ
り
一
層
の
公
正
さ
を
求

め
ら
れ
る
。
「
自
由
競
争
」
「
成
長
」
と
「
公
正
性
」
「
適
切
性
」
の
両
立
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ル
ー

ル
が
各
国
で
模
索
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
登
場
に
も
期
待
が
か
か
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
以
下
に
述
べ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
公
正
性

「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８
」
（
２
０
１
８
年
６
月
、
閣
議
決
定
）
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
型
ビ
ジ

ネ
ス
の
台
頭
に
対
応
し
た
ル
ー
ル
整
備
の
た
め
に
、
２
０
１
８
年
中
に
基
本
原
則
を
定
め
、
こ
れ
に
沿
っ

た
具
体
的
措
置
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
公
正
取
引
委
員
会
、
総
務
省
、
経
済
産

業
省
は
、
競
争
政
策
、
情
報
政
策
、
消
費
者
政
策
な
ど
多
様
な
分
野
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
検
討
を
重
ね
、

２
０
１
８
年
12
月
に
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
台
頭
に
対
応
し
た
ル
ー
ル
整
備
の
基
本
原

則
」
を
策
定
し
た
（
資
料
１
）
。

基
本
原
則
に
基
づ
き
公
正
取
引
委
員
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
お
よ
び
ア
プ
リ
ス
ト
ア
に
関
し
て
、

独＊
２

占
禁
止
法
・
競
争
政
策
上
問
題
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
取
引
慣
行
等
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

実
態
調
査
を
実
施
し
、
２
０
１
９
年
10
月
に
報
告
書
を
公
表
し
た
（
資
料
２
）
。

ま
た
、
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
個
人
情
報
等
を
提
供
す
る
消
費
者
と
の
取
引
に
お
け
る

優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
考
え
方
（
案
）
」
を
２
０
１
９
年
８
月
に
公
表
し
た
（
資

料
３
）
。

個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
は
、
２
０
１
７
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
利
用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
個
人

デ
ー
タ
の
削
除
義
務
（
努
力
義
務
）
等
が
定
め
ら
れ
た
が
、
２
０
２
０
年
に
予
定
さ
れ
る
改
正
で
は
、
①

個
人
が
事
業
者
等
に
個
人
情
報
の
削
除
等
を
請
求
で
き
る
仕
組
み
の
拡
充
、
②
活
用
が
進
ま
な
い
匿
名
加

工
情
報
に
代
わ
る
「
仮
名
化
」
（
氏
名
等
の
情
報
を
別
の
文
字
に
置
き
換
え
る
）
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
上
で
の
個
人
情
報
の
扱
い
方
等
が
論
点
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
個
人
情
報
の
保
護
と
活
用
の
両
立
が
、

よ
り
一
層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
的
に
行
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
製
品
の
販
売
シ
ェ
ア
で
は

な
く
、
デ
ー
タ
の
独
占
と
い
う
形
で
公
正
な
競
争
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
「
企
業
結
合
審

査
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
運
用
指
針
」
「
企
業
結
合
審
査
の
手
続
に
関
す
る
対
応
方
針
」
の
改
定
案
を

２
０
１
９
年
10
月
に
公
正
取
引
委
員
会
が
公
表
し
た
（
資
料
４
）
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
多
く
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ

ウ
ド
に
お
け
る
海
外
ベ
ン
ダ
ー
の
市
場
シ
ェ
ア
は
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
（
図
表
２
）
。
海
外
ベ
ン
ダ
ー
の
研



図表 3　クラウドベンダーの売上高研究開発費比率

（クラウド以外の研究開発投資を含む）

出所：「平成 29 年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（我が国

のデータ産業を巡る事業環境等に関する調査研究）」各種公表情報よりみずほ情

報総研作成（2018 年 3 月）

図表 2　パブリッククラウドの市場シェアの推移

出所：「平成 29 年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（我が国

のデータ産業を巡る事業環境等に関する調査研究）」各種公表情報よりみずほ情

報総研作成（2018 年 3 月）

智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

究
投
資
は
大
き
く
（
図
表
３
）
、
機
能
や
コ
ス
ト
等
の
面
で
今
後
も
海
外
ベ
ン
ダ
ー
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
た
め
、
海
外
ベ
ン
ダ
ー
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
精
通
し
た
人
材
を
増
や
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
等
の
評
価
も
重
要
で
あ
る
。

政
府
は
２
０
１
９
年
11
月
に
「
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し
、
政
府
調
達
に
お
け
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
を
評
価
す
る
機
能
を
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）
の
業
務
に
追
加
し
た
。

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
姿

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
本
業
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
や
も
の
づ
く
り
に
進
出
す
る

動
き
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ー
タ
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
等
の
イ
ン
フ
ラ
、
デ
ー
タ
分
析
等
の
サ
ー
ビ
ス
、
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
や
端
末
の
販
売
に
進
出
す
る
な

ど
の
展
開
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
収
入
源
が
ア
プ
リ
等
の
販
売
で
は
な
く
広
告
」
、
「
何
か
を
売
る
の
で
は

な
く
売
る
場
所
を
提
供
」
、「
購
入
時
で
は
な
く
使
用
時
に
課
金
」
、「
料
金
は
従
量
制
で
は
な
く
定
額
制
」
、「
研

究
所
も
工
場
も
倉
庫
も
持
た
な
い
」
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
次
々
と
出
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
企
業
は
、
技
術
シ
ー
ズ
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
予
測
し
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
・

製
品
を
作
り
、
誰
が
ど
の
パ
ー
ツ
を
担
当
し
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
継
続
す
る
か
等
を
構
造
的
に
描
く
必

要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
根
幹
的
な
パ
ー
ツ
を
押
さ
え
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
化
を
目
指
す
、
あ
る
い
は
、

既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
上
に
別
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
等
の
戦
略
を
練
り
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
年
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
一
方
、
日
本
は
、
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各
分
野
を
究
め
る
こ
と
に
比
べ
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
は
得
意
で
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
、
産
学
官
連
携
や
海
外
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

弱
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
融
合
は
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
を
得
意
と
す
る
日
本
企
業
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
セ
ン
サ
ー
を
製
造
す
る
企
業
が
、

セ
ン
サ
ー
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
セ
ン
サ
ー
が
取
得
す
る
デ
ー
タ
を
保
管
し
、
分
析
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
手

が
け
る
な
ど
、
製
造
業
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
挑
戦
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
化
を
目
指
せ
る

可
能
性
が
あ
る
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
位
置
・
空
間
情
報
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
化
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
、
食
品
・
料
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
日
本
か
ら
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
誕

生
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

米
国
で
は
、
も
は
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
は
呼
べ
な
い
大
企
業
に
な
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
的
な
考
え
方
で
、
あ
る
い
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
組
ん
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
ん

で
い
る
。
日
本
も
、
「
大
企
業
か
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
？
」
と
い
う
単
純
な
二
者
択
一
で
は
な
く
、
大
企
業

の
信
頼
性
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
機
動
性
な
ど
の
長
所
を
融
合
さ
せ
て
臨
む
べ
き
で
あ
る
。
少
数
の
メ
ガ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
経
済
を
牽
引
す
る
国
も
あ
れ
ば
、
多
彩
な
企
業
が
時
に
は
ソ
ロ
、
時
に
は
グ
ル
ー

プ
で
活
躍
す
る
よ
う
な
国
も
あ
り
得
る
。
多
く
の
国
が
そ
の
よ
う
な
形
を
志
向
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
日

本
は
そ
の
先
例
と
な
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

註

*1.　GAFA：Google,	Apple,	Facebook,	Amazon

*2.　独占禁止法の正式名称は「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律」。
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第 3 章

日本における
データ利活用の課題

在日米国商工会議所 副会頭
デジタルエコノミー委員会 共同委員長

杉原 佳尭
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昨
今
、
デ
ー
タ
は
「
第
二
の
石
油
」
と
い
わ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
問
題
解
決
を
含
め
た
社
会
全
般
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、
日
本
は
デ
ー
タ

の
収
集
・
利
活
用
に
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
お
り
、
米
国
の
い
わ
ゆ
る
Ｇ＊

１

Ａ
Ｆ
Ａ
脅
威
論
が
盛
ん
に
語
ら
れ
、

中
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
比
較
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
変
遷
を
見
て
い
る
と
、
常
に
バ
ズ
ワ
ー
ド
に

踊
ら
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
年
々
歳
々
そ
の
時
々
の
流
行
が
政
策
の
焦
点
に
な
っ
て
お
り
、

他
国
と
の
比
較
の
中
で
「
今
や
ら
な
け
れ
ば
、
日
本
は
立
ち
遅
れ
る
」「
今
年
や
ら
な
け
れ
ば
、
二
度
と
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
で
き
な
い
」
と
、
常
に
乗
り
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
に
政
策
資
源
を
費
や
し
て
き
た
よ
う
に
思

え
る
。

デ
ー
タ
は
21
世
紀
の
石
油
な
の
か

こ
こ
で
、
石
油
と
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
デ
ー
タ
は
石
油
と
違
っ
て
複
製
で
き
る
。
収
納
す
る

の
に
、
そ
れ
ほ
ど
の
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
な
い
。
相
手
に
よ
っ
て
価
値
が
変
わ
り
、
一
物
一

価
で
は
な
い
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
デ
ー
タ
に
は
鮮
度
が
あ
り
、
古
い
デ
ー
タ
や
更
新
さ
れ
て
い
な
い
デ
ー

タ
の
利
用
価
値
は
低
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
上
に
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
少
し
考
え
た
だ
け
で
も
、
デ
ー

タ
を
20
世
紀
の
産
業
社
会
を
支
え
た
石
油
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
い
く
に
は
無
理
が
あ
る
と
分
か
る
だ
ろ

う
。し

か
し
、
石
油
が
ま
ず
原
油
と
し
て
採
掘
さ
れ
、
運
搬
、
精
製
、
加
工
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
さ
れ
た
り
、
化
学
物
質
や
工
業
製
品
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、
石
油
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

が
あ
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
考
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
意
味
の
あ
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。

ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
、
た
と
え
ば
サ
ー
ビ
ス
、
経
験
と
い
う
よ
う
な
イ
ン
プ
ッ
ト
が
情
報
（
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
形
で
集
め
ら
れ
、
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
分
析
し
や
す
く
加
工
し
た
も
の
、

あ
る
い
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
伝
え
る
形
の
ビ
ッ
ト
と
し
て
の
形
態
が
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
デ
ー
タ
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
精
査
、
分
析
さ
れ
て
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
加
工
さ
れ
て
い
く
。
そ

し
て
こ
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
、
会
社
で
あ
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
当
て
は
め
て
付
加
価
値
を
生
み
、

マ
ネ
タ
イ
ズ
と
い
う
形
で
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
マ
ネ
タ
イ
ズ
の
過
程
で
新
し
い
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
そ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
デ
ー
タ
と
し
て
既
存
の
デ
ー
タ
を
更
新
し
て
鮮
度

や
価
値
を
保
ち
、
ま
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
し
て
加
工
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
（
マ
ネ
タ
イ
ズ
）
へ
の
チ
ェ
ー

ン
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
確
か
に
デ
ー
タ
は
重
要
な
要
素
を
占
め
て
は
い

る
も
の
の
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
の
デ
ー
タ
（
群
）
か
ら
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
引
き
出
し
、
マ
ネ
タ

イ
ズ
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
応
用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
過
程
の
中
で
新
た
な
情
報
を
得
て
、

デ
ー
タ
を
更
新
し
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
磨
き
、
付
加
価
値
を
上
げ
る
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ

ク
ル
を
見
落
と
し
て
、
デ
ー
タ
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
し
ま
う
と
、
あ
た
か
も
20
世
紀
に
天
然
資
源
の
奪

い
合
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
多
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
や
国
家
は
勝
つ
、
と
い
う
よ
う
な
デ
ー
タ
の

入
り
口
や
量
の
議
論
に
な
っ
て
し
ま
い
、
覇
権
争
い
か
ら
戦
争
へ
と
突
入
し
た
歴
史
が
チ
ラ
つ
く
。
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し
か
し
な
が
ら
、
天
然
資
源
の
な
い
国
で
あ
る
日
本
は
、
20
世
紀
か
ら
今
ま
で
、
成
功
者
と
し
て
の
地

位
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
う
一
度
、
日
本
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
の
成
功
の
鍵
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
デ
ー
タ
は
な
ぜ
重
要
な
の
か

こ
こ
で
グ
ー
グ
ル
と
デ
ー
タ
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
グ
ー
グ
ル
に
は
、
確
か
に
10
億
人
単
位

の
ユ
ー
ザ
ー
を
抱
え
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
い
く
つ
も
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
検
索
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
、
Ｇ
メ
ー
ル
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ユ
ー
ザ
ー
が
入
力
し
た
内
容
を
情
報
と
し
て
受
け
取
り
、
デ
ー

タ
と
し
て
加
工
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
更
新
し
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
広

告
を
配
信
し
て
い
く
。
グ
ー
グ
ル
に
関
し
て
は
、
そ
の
デ
ー
タ
の
多
さ
を
取
り
上
げ
る
人
が
多
い
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
を
瞬
時
に

正
確
に
汲
み
取
り
、
そ
れ
を
瞬
時
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
を
重
要
と
す
る
広
告
主
に

提
示
し
て
利
益
を
生
ん
で
い
る
こ
と
で
、
広
告
主
は
自
ら
が
考
え
て
い
る
最
善
の
ユ
ー
ザ
ー
に
広
告
を
送

る
こ
と
と
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、
ユ
ー
ザ
ー
は
自
ら
が
知
り
た
い
、
あ
る
い
は
買
い
た
い
も
の
の
情

報
を
、
広
告
と
い
う
形
で
得
て
い
く
。
こ
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
の
デ
ー
タ
の
利
活
用
で

あ
り
、
決
し
て
デ
ー
タ
が
多
い
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
グ
ー
グ
ル
に
お
い
て

大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
非
常
に
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
デ
ー
タ

を
利
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
ア
マ
ゾ
ン
を
見
て
み
よ
う
。
ア
マ
ゾ
ン
は
、
確
か
に
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
広
く
や
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
基
本
は
リ
テ
ー
ル
、
つ
ま
り
物
を
売
る
こ
と
が
メ
イ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
そ
れ

に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
利
用
、
た
と
え
ば
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
顧
客
に
購
買
を
促
す
た
め

の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
閲
覧
・
購
買
履
歴
の
デ
ー
タ
は
そ
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ア
マ
ゾ
ン
は
、
顧

客
が
購
入
す
る
で
あ
ろ
う
商
品
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
送
す
る
た
め
に
、
一
番
近
い
配
送
セ
ン
タ
ー
へ
あ
ら

か
じ
め
移
し
て
お
く
予
測
出
荷
を
行
う
と
い
う
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
米
国
で
特
許
も
取
っ
て
い
る
（U

S
	

P
a
te
n
t	8

6
15
4
7
3
	B
2

）
。
こ
れ
も
デ
ー
タ
の
活
用
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
顧
客
に
素
早
く
届
け
る
と
い
う
付

加
価
値
を
つ
け
て
商
品
を
売
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
デ
ー
タ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

日
本
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
弱
点

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
利
活
用
の
肝
は
、
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
と
そ
れ
を
活
か
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
日
本
で
は
、
デ
ー
タ

の
入
り
口
に
議
論
が
集
中
し
、
デ
ー
タ
量
の
少
な
さ
を
嘆
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
こ
の
原
因
を

考
え
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
本
当
の
課
題
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

筆
者
は
こ
れ
を
、
①
差
別
化
を
重
要
視
す
る
企
業
戦
略
と
囲
い
込
み
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
②
流
行

に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、
海
外
の
成
功
例
を
輸
入
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
③
政
府
を
ア
テ
に
し
て
、
独
自
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の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
け
な
い
企
業
風
土
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

① 
差
別
化
を
重
要
視
す
る
企
業
戦
略
と
囲
い
込
み
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

読
者
の
皆
さ
ん
は
、
ビ
エ
ラ
リ
ン
ク
、
レ
グ
ザ
リ
ン
ク
、
ブ
ラ
ビ
ア
リ
ン
ク
と
い
う
名
称
を
一
度
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
電
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の
機
器
類
を
リ
ン
ク
し
、
付
加
価
値
を

上
げ
る
た
め
に
つ
け
た
名
称
で
あ
る
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
家
電
類
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
や
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の

標
準
規
格
で
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
同
じ
会
社
の
機
器
類
が
も
つ
わ
ず
か
な
差
異
を
価
値
と

し
、
そ
の
価
値
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ン
ク
の
差
別
化
に
よ
る
便
益
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
く
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
散
見
さ
れ
る
の
は
、
乱
立
化
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
囲
い
込
み
、
そ
れ
に
よ
る
規
模
経
済
の
欠
如
で
あ
る
。

S
u
ic
a

（
ス
イ
カ
）
、PA

S
M
O

（
パ
ス
モ
）
、IC

O
C
A

（
イ
コ
カ
）
、na

n
a
c
o

（
ナ
ナ
コ
）
、W

A
O
N

（
ワ
オ
ン
）
、

iD

（
ア
イ
デ
ィ
）
、Ed

y

（
エ
デ
ィ
）

――
こ
れ
ら
は
フ
ェ
リ
カ
（F

e
liC

a

）
カ
ー
ド
を
基
盤
と
し
た
電
子
マ
ネ
ー

に
よ
る
決
済
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
が
、
こ
の
乱
立
ぶ
り
は
記
憶
に
新
し
い
。
コ
ン
ビ
ニ
で
も
つ
い

最
近
ま
で
読
み
取
り
端
末
が
数
種
あ
っ
て
混
乱
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
れ
ば
重
複
投
資

の
必
要
性
に
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

フ
ェ
リ
カ
カ
ー
ド
を
基
盤
と
し
た
決
済
の
手
段
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
始
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

日
本
の
鉄
道
の
改
札
で
は
短
い
時
間
に
大
量
の
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
を
さ
ば
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

切
符
や
購
買
と
い
う
貨
幣
価
値
を
抱
え
て
い
る
以
上
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
、
国
際
標

準
で
あ
る
タ
イ
プ
Ａ
／
Ｂ
（T

y
p
e
A
/B

）
と
は
違
っ
た
高
い
も
の
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
標

準
を
超
え
る
差
別
化
さ
れ
た
技
術
と
要
求
レ
ベ
ル
の
高
い
国
民
ニ
ー
ズ
の
結
果
で
き
た
の
が
、
フ
ェ
リ
カ

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
こ
う
し
て
世
界
で
も
早
く
に
始
ま
っ
た
電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る
決
済
は
、
そ
の

技
術
が
国
内
重
視
だ
っ
た
た
め
（
日
本
の
鉄
道
は
海
外
に
行
か
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
が
）
、
海

外
に
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
せ
ず
に
国
内
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
、
さ
ら
に
、
囲
い
込
み
戦
略
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
乱
立
し
た
た
め
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
も
で
き
ず
、
拙
い
知
財
戦
略
と
も
相
ま
っ

て
、
海
外
に
日
本
の
便
利
な
電
子
マ
ネ
ー
決
済
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

② 

流
行
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、
海
外
の
成
功
例
を
輸
入
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
他
国
で
成
功
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
、
そ
の
会
社
が
進
出
し

て
来
る
よ
り
も
早
く
導
入
し
、
ま
た
ラ
イ
バ
ル
よ
り
も
早
く
国
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
す
れ
ば
、
そ
の
会

社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
ま
や
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。
シ
ェ
ア
ラ
イ
ド
が

流
行
す
れ
ば
、
国
内
外
の
会
社
が
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
、
シ
ェ
ア
自
転
車
、
シ
ェ
ア
電
動
ス
ケ
ー
タ
ー

な
ど
と
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
違
い
に
よ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
移
動
だ
け
で
な
く
、

チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
、
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
・
旅
行
、
レ
ス
ト
ラ
ン
案
内
・
予
約
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
コ
ピ
ー
の
先
行
者
利
益
で
あ
る
。

日
本
で
は
最
近
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
決
済
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
流
行
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
と
大

挙
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
ま
た
し
て
も
同
じ
乱
立
に
よ
る
重
複
の
失
敗
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
フ
ェ
リ
カ
よ
り
も
進
ん
だ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
考
え
に
く
く
、
イ

ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い
中
国
で
始
ま
っ
た
も
の
と
聞
く
が
、
「
中
国
で
は
、
お
賽
銭
か
ら
道
端
の
物
乞
い
ま
で
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
い
る
」
と
い
う
都
市
伝
説
が
生
ま
れ
、
本
来
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
語
ら

れ
て
い
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
が
、
世
界
で
の
流
行
ト
レ
ン
ド
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
先
行
者
利
益
を
得
る
べ
く
、

ま
た
熾
烈
な
競
争
が
始
ま
る
。
繰
り
返
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
乱
立
は
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
い
う
21

世
紀
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
必
要
条
件
と
い
う
よ
り
、
前
世
紀
的
な
囲
い
込
み
に
よ
る
勢
力
拡
大
、
群
雄
割

拠
に
よ
る
消
耗
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
予
想
で
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
た
く
さ
ん
生
ま
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
今
、
合
従
連
衡
し
て
い
る
。
サ
ン
ク
コ
ス
ト
（
埋

没
コ
ス
ト
）
の
増
大
と
い
う
国
民
経
済
上
の
ロ
ス
も
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
案
で
き
な
い
フ
ォ
ロ

ワ
ー
体
質
の
悲
劇
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

③ 

政
府
を
ア
テ
に
し
て
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
け
な
い
企
業
風
土

「
産
官
学
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
日
本
で
よ
く
聞
く
が
、
デ
ー
タ
経
済
の
雄
を
多

く
抱
え
る
米
国
で
聞
く
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
産
と
学
の
距
離
は
日
本
よ
り
も
近
い
も
の
が
あ
る
し
、

軍
産
複
合
体
と
い
う
、
産
と
官
の
強
い
結
び
つ
き
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
分
野
も
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
済
の
分
野
で
聞
く
こ
と
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
軍
事
技
術
の
民
間
利

用
で
あ
っ
た
り
、
冷
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
膨
大
な
数
の
軍
需
技
術
者
が
情
報
通
信
業
界
に
移
動
し
た
こ
と

は
疑
い
も
な
い
が
、
そ
の
地
理
的
背
景
や
文
化
的
背
景
か
ら
、
今
ま
で
ネ
ッ
ト
企
業
は
、
え
て
し
て
政
府

と
距
離
を
置
い
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て
は
、
「
産
官
学
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
」
と
い
う
前
置
き
が
あ
ら
ゆ
る
所

で
聞
か
れ
、
情
報
通
信
政
策
分
野
に
お
い
て
は
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
今
年
流
行
の
バ
ズ
ワ
ー
ド
が
到
来
す
る
と
、「
今
や
世
界
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
中
に
い
る
→
日
本
の
将
来
は
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
抜
き
で
は
生
き
残
れ

な
い
→
そ
こ
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆
使
し
な
い
企
業
は
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
→
な
の
で
、
デ
ー
タ

を
集
め
な
い
と
い
け
な
い
→
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
産
官
学
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
、
デ
ー
タ
を
集
め
る
組
織

を
作
り
、
日
本
の
将
来
を
確
か
な
も
の
に
す
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
政
策
と
し
て
語
ら
れ
、

予
算
要
求
の
目
玉
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
か
ら
提
案
さ
れ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
日
本
の
企
業
が
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
し
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
創
る
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
最
終
的
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
る
の

は
企
業
そ
の
も
の
で
あ
り
、
政
府
で
は
な
い
。
し
か
も
お
手
伝
い
の
対
象
は
、
日
本
を
代
表
す
る
上
場
企

業
で
あ
る
。
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
け
ば
、
も
っ
と
収
益
が
上
が
る
の
か
、
顧
客
満
足

度
が
上
が
る
の
か
、
付
加
価
値
が
上
が
る
の
か
と
考
え
る
の
は
企
業
の
責
任
で
あ
り
、
手
に
入
れ
た
い
デ
ー

タ
が
あ
れ
ば
、
持
っ
て
い
そ
う
な
会
社
と
交
渉
す
る
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
な
り
、

普
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
交
渉
を
す
る
わ
け
で
、
政
府
の
責
任
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
政
府
が
仲
人

し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
い
う
の
は
、
全
く
も
っ
て
、
ご
親
切
な
政
府
と
い
う
か
、
欧
米
の
感
覚
で
言
え
ば
、

「
そ
ん
な
こ
と
ま
で
政
府
に
頼
っ
て
い
る
会
社
は
大
丈
夫
か
？
」
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
に
も
優
れ
た
起
業
家
は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
し
、
そ
の
数
が
増
え
て
い
る
の
は
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
既
存
の
大
企
業
経
営
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
る
と
い
う
よ
り
も
、

既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
効
率
的
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
の
人
生
を
捧
げ
、
今
ま
で
の
成

功
の
軌
跡
に
デ
ジ
タ
ル
化
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
時
代
の
変
革
に
つ
い
て
い
け
ず
、
遅
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
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て
は
拒
否
反
応
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の
企
業
社
会
は
、
世
界
で
も
珍
し
い
ほ
ど
ユ
ニ
カ

ル
チ
ャ
ー
な
と
こ
ろ
で
、
（
筆
者
の
よ
う
な
）
お
じ
さ
ん
に
と
っ
て
は
居
心
地
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

男
女
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
も
と
よ
り
、
老
壮
若
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
も
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
に
関
し
て
は
、

若
い
人
と
老
壮
年
と
の
乖か

い

り離
は
明
ら
か
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い
人
材
や
年
代
の
人
を
経
営
層
に
入

れ
な
い
限
り
、
今
ま
で
の
経
験
則
の
延
長
線
上
に
企
業
の
デ
ー
タ
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化
は
難
し
い
気
が
す

る
。

資
源
に
乏
し
い
日
本
が
発
展
で
き
た
要
素
を
デ
ジ
タ
ル
経
済
で
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

こ
こ
で
も
う
一
度
、
デ
ー
タ
活
用
の
本
来
の
課
題
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
す
る
。
デ
ー
タ
が
重
要
で
な
い

と
は
言
わ
な
い
が
、
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
さ
れ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
重
要
で
、
そ
の
場
合
、
デ
ー
タ
は
、

大
量
の
法
則
が
当
て
は
ま
る
も
の
も
あ
る
が
、
質
が
高
い
も
の
が
質
の
高
い
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
生
む

と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
ま
た
デ
ー
タ
を
分
析
・
加
工
す
る
ス
キ
ル
も
、
質
の
高
い
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

を
得
る
た
め
に
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
開
発
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
最
重
要

課
題
で
あ
る＊

２

。
無
駄
に
デ
ー
タ
が
多
い
よ
り
も
、
き
ち
ん
と
し
た
教
師
デ
ー
タ
が
あ
る
ほ
う
が
、
性
能
の

高
い
Ａ
Ｉ
を
効
率
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
関
係
者
の
共
通
認
識
で
あ
ろ
う
。

か
な
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
先
進
的
な
医
療
従
事
者
に
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
、
特
に
レ

セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
と
診
断
の
関
連
に
つ
い
て
質
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
で
こ
の
医
療
従
事
者
か
ら
、

「
確
か
に
お
お
よ
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
診
断
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
は
な
い
が
、
特
定
の
病
気
に
対
し
て
投

薬
す
る
際
に
、
そ
の
薬
が
強
く
て
胃
が
荒
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
胃
薬
も
処
方
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

診
断
の
際
に
胃
炎
を
診
断
し
て
お
か
な
い
と
、
胃
薬
を
処
方
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
病

気
と
診
断
さ
れ
る
と
、
自
動
的
に
胃
炎
も
診
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
」
と
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
も
つ
意
味
を
知
り
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
と
効
率
が
い
い
。
課
題
は
、
こ
の

よ
う
な
ナ
レ
ッ
ジ
を
ど
う
集
め
、
デ
ー
タ
加
工
に
用
い
て
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
得
ら
れ
る
か
を
、
国

家
あ
る
い
は
産
業
界
と
し
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
も
の
づ
く
り
で
は

職
人
の
技
や
製
造
工
程
の
知
恵
を
尊
敬
し
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
で
も
同
じ
よ
う
に
デ
ー
タ
職
人
や
工
程
管

理
者
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
た
め
の
人
材
育
成
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
企
業
で
の
待
遇
改
善
や
職
場
環
境
の
充
実
は
、
最
低
限
す

ぐ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
失
敗
の
シ
ン
ボ
ル

デ
ー
タ
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
デ
ー
タ
の
入
り
口
の
議
論
で
ほ
と
ん
ど
が
終
わ
っ
て
い
て
、

デ
ー
タ
を
使
っ
た
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
関
心
は
低
い
か
、
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
入
り
口
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
ら
れ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
乱
立

す
る
入
り
口
に
十
分
な
デ
ー
タ
は
集
ま
る
の
か
？　

そ
も
そ
も
な
ぜ
入
り
口
が
、
日
本
企
業
の
プ
ラ
ッ
ト
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フ
ォ
ー
ム
で
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

製
造
業
の
経
験
を
も
う
一
度
考
え
て
見
る
と
、
産
業
の
米
と
ま
で
い
わ
れ
た
半
導
体
は
、
今
や
半
導
体

そ
の
も
の
よ
り
も
装
置
や
材
料
が
日
本
の
得
意
分
野
で
あ
る
し
、
実
際
、
米
国
や
中
国
の
大
手
半
導
体
企

業
は
日
本
か
ら
の
装
置
や
材
料
に
依
存
し
て
い
る
。
米
国
の
航
空
機
の
主
要
部
品
を
日
本
で
作
っ
て
い
る

の
は
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
し
、
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
（iP

h
o
n
e

）
の
部
品
の
半
分
程
度
は
日

本
製
と
い
う
噂
も
あ
る
。
要
す
る
に
自
分
の
強
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
、
製
造
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中

で
存
在
感
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の
レ
イ
ヤ
ー
の
ど
こ
か
に
競
争

力
の
な
い
会
社
や
業
界
が
入
る
こ
と
に
な
り
、
全
体
と
し
て
最
適
化
さ
れ
た
集
ま
り
に
な
ら
な
い
。
そ
の

う
え
、
デ
ー
タ
の
取
得
元
が
日
本
に
偏
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
（A

m
a
z
o
n
	W

e
b
	S
e
rv
ic
e
s

）
や
Ｇ
Ｃ

Ｐ
（G

o
o
g
le
	C
lo
u
d
	P
la
tfo

rm
）
が
手
塩
に
か
け
た
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
重
要
顧
客
に
な
っ

た
り
す
れ
ば
、
彼
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
手
に
入
る＊

３

。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
も
企
業
な
の
で
顧
客
を
拡
大
し
た
い
。
無
理

や
り
日
本
で
デ
ー
タ
経
済
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
よ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
が
組
み
た
が
る
よ
う
な

会
社
で
あ
る
こ
と
が
、
成
功
の
秘
訣
で
は
な
い
か
。

最
後
に

今
や
、
米
中
は
デ
ジ
タ
ル
新
冷
戦
に
突
入
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
発
の
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
、
デ
ー
タ
利
活
用
の
素
早
い
対
応
力
で
競
争
力
を
増
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
５
Ｇ
に
至
っ
て

は
、
中
国
の
ほ
う
が
場
合
に
よ
っ
て
は
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
社
会
実
装
も
、
彼
ら
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
早
い
。

法
に
従
っ
て
同
意
を
取
ら
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
な
い
日
米
と
違
い
、
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
国

家
が
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
国
と
対
峙
し
て
い
く
中
で
、
日
本
は
何
を
最
優
先
課
題
と
す
べ

き
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
以
外
の
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
見
る
と
、
米
国
で
は
ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー
ミ
ン
グ
や
オ
ン
ラ
イ

ン
ビ
デ
オ
が
著
し
い
勢
い
で
伸
び
て
き
て
お
り
、
第
二
、
第
三
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
目
指
し
て
競
争
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
を
積
極
的
に
と
ら
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
日
本

の
会
社
は
ま
だ
少
な
い
。
こ
の
よ
う
に
競
争
の
レ
イ
ヤ
ー
が
常
に
ア
ッ
プ
シ
フ
ト
す
る
大
き
な
デ
ジ
タ
ル

変
革
の
中
で
、
す
で
に
完
成
し
て
し
ま
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
政
策
資
源
を
注
ぎ
込
む
よ
り
も
、

日
本
に
合
っ
た
デ
ー
タ
（
や
コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
中
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
実
に
押
さ

え
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
は
日
本
の
進
む
道
に
思
え
る
。
日
本
は
か
つ
て
、
米
国
の
ビ
ッ
グ
３
が
社
会
変

革
を
見
落
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
低
燃
費
車
技
術
で
勝
負
し
て
今
日
の
自
動
車
業
界
を
作
っ
た
国
で
あ

る
。
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
確
信
し
て
い
る
。
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*1.　GAFA 脅威論：巨大プラットフォーマーである GAFA（Google,	Apple,	Facebook,	

Amazon）が個人情報を含めたデータを独占し、AI やデータ駆動型社会の富と基盤

を独占すると俗に言われていること。

*2.　グーグルでは、人工知能の開発に必要なものは、計算資源、データ、ツールに加えて、

人の ingenuity（工夫）と言っている。

*3.　中川雅博・長瀧菜摘「ユニクロ柳井氏が『グーグル』と手を組む理由―東京に『AI ラボ』

新設 ､ 激化するクラウド競争」東洋経済 ONLINE、2018 年 9 月 20 日　

	 <https://toyokeizai.net/articles/-/238453>

第 4 章

AI ドリブンイノベーション
時代の
日本の産業競争力

東京大学先端科学技術研究センター 教授
元橋 一之



図表 1　AI ドリブンイノベーションの全体像

出所：筆者作成
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Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
到
来

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
膨
大
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

デ
バ
イ
ス
や
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
モ
ノ
に
関
す
る
情
報
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
デ
ー
タ
量
は
日
々
増
大
し
て
い

る
。
２
０
１
９
年
７
月
の
Ｉ
Ｄ
Ｃ
調
査
に
よ
る
と
、
現
状
で
２
０
０
億
台
以
上
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
が
稼
働
し

て
お
り
、
２
０
２
５
年
に
は
こ
の
数
が
４
０
０
億
台
以
上
、
デ
ー
タ
の
生
産
量
は
80
兆
ギ
ガ
バ
イ
ト
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
人
口
の
10
倍
以
上
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
が
デ
ー
タ
を
生
産
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
利
用
可
能
性
が
格
段
に
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
機
械
学
習
を
中
心
と
し
た
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

技
術
は
こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の
「
頭
脳
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

や
電
子
商
取
引
の
ほ
か
、
工
場
や
生
産
現
場
、
自
動
運
転
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
金
融
取
引
や

人
事
シ
ス
テ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
が
進
み
、
汎
用
技
術
と
し
て
の
情
報
技
術
の
適
用
範
囲
の

拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

特
に
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
を
中
心
と
す
る
Ａ
Ｉ
の
進
展
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（In

te
rn
e
t	o

f	

T
h
in
g
s

）
の
広
が
り
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
充
実
と
相
ま
っ
て
企
業
経
営
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
、
産
業
構
造
そ
の
も
の
に
対
す
る
変
革
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
こ
の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
図
表
１
の
よ
う
に
図
式
化
で
き
る
。

ま
ず
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
や
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
流
通
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
コ
マ
ツ
（
小
松
製
作
所
）
は
同
社
の
建
設
機
械
に
さ
ま
ざ
ま
な

セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
集
約
・
解

析
し
て
、
省
エ
ネ
型
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
機

器
の
状
態
に
応
じ
た
保
守
点
検
サ
ー
ビ
ス
（C

B
M

：

C
o
n
d
itio

n
	B
a
se
d
	M

a
in
te
n
a
n
c
e

）

な

ど

の

サ

ー

ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る

（
１
）

。
こ
の
よ
う
な
産
業
機
械
の
ほ
か
、

電
子
機
器
や
自
動
車
、
工
場
の
生
産
設
備
か
ら
家
電
製

品
に
至
る
ま
で
、
物
理
的
な
モ
ノ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
や
り
取
り
さ
れ
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
で
あ
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
モ
ノ
が
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
よ
う
に
Ｉ
Ｄ
を
も
っ
て
特
定
さ
れ
る
こ

と
（Id

e
n
tifi

c
a
tio

n

）
、
対
象
と
な
る
モ
ノ
の
状
況
が
計

測
さ
れ
デ
ー
タ
化
さ
れ
る
こ
と
（S

e
n
sin

g

）
、
デ
ー
タ
通

信
が
行
わ
れ
る
こ
と
（C

o
m
m
u
n
ic
a
tio

n

）
、
モ
ノ
に
関

す
る
デ
ー
タ
解
析
（C

o
m
p
u
ta
tio

n

）
、
産
業
用
機
械
の

保
守
・
運
用
、
ビ
ル
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
実
装
化
（S

e
rv
ic
e

）

と
い
っ
た
構
成
要
素
が
必
要
と
な
る

（
２
）

。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
さ
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ま
ざ
ま
な
モ
ノ
そ
れ
ぞ
れ
が
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
人
か
ら
モ
ノ

に
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
量
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
。

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
企
業
に
お
い
て
経
営
上
の
課
題

を
デ
ー
タ
分
析
で
解
決
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
や
生

産
管
理
な
ど
の
従
来
型
の
デ
ー
タ
活
用
と
違
い
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
特
定
の
利
用
目
的
の
た
め
に
構
築

さ
れ
た
デ
ー
タ
で
は
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
幹
デ
ー
タ
の

一
つ
は
ユ
ー
ザ
ー
の
購
入
記
録
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
は
こ
の
情
報
を
利
用
し
て
、
書
籍
の
レ
コ
メ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
売
上
の
向
上
に
結
び
付
け
て
い
る
。
書
籍
な
ど
の
物
品
の
購
買
記
録
デ
ー
タ
は
、
電
子

商
取
引
を
行
う
企
業
に
お
い
て
自
動
的
に
蓄
積
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
顧
客
が
購
入
す
る
可
能
性
が
高
い

書
籍
に
関
す
る
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
精
度
の
高

い
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
大
き
さ
（
ユ
ー
ザ
ー
数
、
購
入
履
歴
数
）
が
必

要
に
な
る
。
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
、
顧
客
の
購
買
履
歴
の
特
性
か
ら
今
後
ど
の
よ
う
な
書
籍

を
購
買
す
る
可
能
性
が
高
い
か
、
確
率
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
推
計
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
ン

プ
ル
数
が
多
い
ほ
う
が
そ
の
的
中
率
が
高
く
な
る
。
つ
ま
り
、
デ
ー
タ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値

が
変
わ
る
こ
と
も
特
性
と
い
え
る

（
３
）

。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
、
ア
マ
ゾ
ン
、
グ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
企
業
を
中
心
に
進
ん
で
き
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
導
入
が
進
む
こ
と
で
多

様
な
業
種
に
広
が
っ
た
。
製
造
業
に
お
い
て
は
、
設
計
や
開
発
と
い
っ
た
生
産
の
前
段
階
（B

e
fo
re
	

P
ro
d
u
c
tio

n

）
、
量
産
化
プ
ロ
セ
ス
（M

a
ss	P

ro
d
u
c
tio

n

）
お
よ
び
製
品
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
生
産
の
後

段
階
（A

fte
r	P

ro
d
u
c
tio

n

）
の
す
べ
て
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
で
い
る

（
４
）

。
ま
た
、
製
薬
企

業
に
お
け
る
化
合
物
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
医
療
現
場
で
の
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
、
銀
行
の
与
信
判
断
や
保

険
会
社
に
お
け
る
リ
ス
ク
判
断
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

管
理
サ
ー
ビ
ス
へ
の
適
用
な
ど
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
業
界
に
お
い
て
デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
で
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
特
徴
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
が
大
き
い
こ
と
（V

o
lu
m
e

）
に
加
え
て
、
文
字
、
画
像
、

音
声
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
る
こ
と
（V

a
rie

ty

）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
セ
ン
サ
ー
か

ら
デ
ー
タ
が
日
々
刻
々
と
得
ら
れ
る
こ
と
（V

e
lo
c
ity

）
の
三
つ
の
Ｖ
に
表
さ
れ
る
。V

o
lu
m
e

の
拡
大
に

加
え
て
、
デ
ー
タ
の
利
用
活
用
形
態
が
増
え
る
こ
と
でV

a
rie

ty

も
拡
大
し
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
や
グ
ー
グ

ル
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
は
文
字
情
報
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
画
像
処
理
技
術

の
向
上
が
著
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
のV

e
lo
c
ity

は
、
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
の
変
化
が
早
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
デ
ー
タ
分
析
を
次
の
経
営
ア
ク
シ
ョ
ン
に
タ
イ
ム
リ
ー
に

つ
な
げ
る
た
め
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
中
で
、
Ａ
Ｉ
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か

ら
経
営
的
に
有
益
な
情
報
を
引
き
出
す
た
め
の
「
頭
脳
」
と
も
い
う
べ
き
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
い
え
る
。

Ａ
Ｉ
関
連
技
術
の
中
で
は
、
特
に
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し
た
機
械
学
習
技
術
の
進
展
が
著

し
い
。
機
械
学
習
の
モ
デ
ル
推
計
手
法
と
し
て
、
大
き
く
「
教
師
あ
り
学
習
」
「
教
師
な
し
学
習
」
「
強
化

学
習
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
の
方
式
に
お
い
て
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
三
つ
の
Ｖ
は
重

要
で
あ
る
。
自
然
言
語
処
理
や
画
像
認
識
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
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に
大
量
に
蓄
積
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
や
画
像
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
グ
ー
グ
ル

の
翻
訳
シ
ス
テ
ム
は
、
２
か
国
語
以
上
で
書
か
れ
た
大
量
の
文
書
（
デ
ー
タ
）
を
読
み
込
む
こ
と
で
翻
訳

モ
デ
ル
を
構
築
し
、
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
は
、

対
応
す
る
言
語
の
構
造
解
析
を
行
っ
た
結
果
を
ル
ー
ル
と
し
て
蓄
積
し
、
語
彙
集
（
コ
ー
パ
ス
）
を
あ
て

は
め
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
が
、
機
械
学
習
に
よ
る
モ
デ
ル
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
与

え
ら
れ
る
大
量
の
文
書
（
日
英
翻
訳
で
あ
れ
ば
日
本
語
と
英
語
が
対
応
す
る
文
書
）
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
翻
訳
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
生
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
翻
訳
ル
ー
ル
の
ベ
ー
ス
と
な
る
言
語
学

者
が
行
っ
た
言
語
の
構
文
解
析
と
い
う
作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
行
っ
て
お
り
、
人
間
の
思
考

作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
置
き
換
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ま
さ
し
く
Ａ
Ｉ
の
一
つ
の
例
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
機
械
学
習
モ
デ
ル
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
多
層
型
の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
機
械
学
習
の
手
法
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
数
十
年
の
歴
史
を
も
つ
古
典
的
な
数
理
手
法
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
層
を
多
層
化
す

る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
多
層
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

増
え
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
計
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
計
算
機
の
能
力

が
十
分
で
な
い
こ
と
も
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
こ
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
見
直
さ
れ
、
Ａ

Ｉ
研
究
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
が
向
上
し
た
こ
と
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
大
量
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
を
推
計
す
る
た
め
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が

利
用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

最
終
的
に
は
画
像
処
理
、
自
然
言
語
処
理
、
機
器
の
異
常
判
断
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
技
術
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
自
動
運
転
、
ス
マ
ー
ト
工
場
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
、
医
療
診

断
シ
ス
テ
ム
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
結
実
す
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
大
量
の
情
報
や
セ
ン
サ
ー
情
報
が
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
人
為
的
に
特
定
の
目
的
の
た
め
に
取
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
は
な
い
。
つ
ま

り
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
無
意
識
の
う
ち
に
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
そ
れ
が
知
覚
、

解
釈
さ
れ
、
経
済
的
に
価
値
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴
が
、
ス
マ
ー
ト
Ｘ

Ｘ
Ｘ
（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
家
電
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
）
の
「
ス
マ
ー
ト
」
の
由
来
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略

こ
の
よ
う
に
新
し
い
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
タ
テ
、
ヨ
コ
両
面
で
の
企
業
間
連
携
が
進
み
、
モ
ノ
づ

く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。

自
動
車
産
業
は
日
本
の
産
業
競
争
力
を
考
え
る
う
え
で
最
も
重
要
な
産
業
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
も

Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
で
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（C

o
n
n
e
c
te
d
,	A

u
to
n
o
m
o
u
s,	

S
h
a
re
,	E

le
c
tro

n
ic

）
と
い
う
新
し
い
競
争
軸
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
車
の
電
動
化
（E

le
c
tro

n
ic

）
が

進
む
と
同
時
に
セ
ン
サ
ー
技
術
に
よ
っ
て
車
同
士
の
情
報
連
携
が
行
わ
れ
（C

o
n
n
e
c
te
d

）
、
そ
の
結
果
と

し
て
自
動
運
転
（A

u
to
n
o
m
o
u
s

）
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（S

h
a
re

）
な
ど
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
車
は
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
の
コ
ン
ポ
ー
ネ



図表 2　経済のデジタル化とオープンイノベーションの関係

出所：Motohashi（2019）（6）

智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
従
来
型
の
自
動
車
単
体
と
し
て
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
勝
負
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
異
な
る
戦
略
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
）
は
、

も
と
も
と
生
物
種
が
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
に
あ
る
自
然
界
に
お
い
て
生
ま
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
近

年
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
へ
の
適
用
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
イ

ア
ン
シ
テ
ィ
教
授
ら
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

（
５
）

。
こ
こ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
企
業
間
関
係

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
を
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
「
キ
ー
ス
ト
ー

ン
」
と
、
そ
れ
以
外
の
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
構
成
さ
れ
る
相
互
補
完
的
な
企
業
の
集
ま
り
と
定
義
す
る
。

キ
ー
ス
ト
ー
ン
の
役
割
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
価
値
の
向
上
に
あ
り
、
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
支
配

力
を
強
め
て
、
価
値
を
搾
取
し
続
け
る
と
、
最
終
的
に
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
多
様
性
の
あ
る
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
引
き
付
け
る

た
め
に
、
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
魅
力
的
な
経
営
資
源
を
提
供
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方

で
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
他
社
に
は
な
い
コ
ア
経
営
資
源
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
価
値
を
引

き
出
す
こ
と
に
専
念
す
る
。
キ
ー
ス
ト
ー
ン
は
多
様
な
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
自
社
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

中
に
引
き
付
け
、
ニ
ッ
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
他
社
に
は
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
経
営
資
源
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム

か
ら
価
値
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
両
者
の
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が
成
立
す
る
。

Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
研
究
所
（
Ｒ

Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
が
２
０
１
８
年
に
行
っ
た
「
モ
ノ
づ
く
り
の
変
化
と
新
た
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
関
す

る
実
態
調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
新
し
い
Ｉ
Ｔ
利
用
（
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
提
供
）
と
従
来
型
Ｉ
Ｔ
利
用
（
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
分
類
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
度
を
調
査
し
て
い
る
。
一
方
、
企
業
の

新
商
品
開
発
に
関
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

活
用
に
つ
い
て
も
聞
い
て
お
り
、
自
前
開
発
、
１
対
１

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
業
お
よ
び
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
分
類
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
Ａ

Ｉ
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
新
し
い
Ｉ
Ｔ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、
新

商
品
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
提
供
や
エ
コ
シ
ス
テ
ム

へ
の
参
画
（
複
数
社
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
業
）

に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
表
２
参
照
）
。

こ
れ
ら
の
企
業
は
、
既
存
顧
客
（
企
業
）
の
ニ
ー
ズ
対

応
だ
け
で
な
く
、
新
規
顧
客
の
開
拓
や
新
し
い
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
対
応
を
積
極
的
に
行
い
、
新
し
い
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

よ
り
大
き
な
売
上
や
利
益
率
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

が
分
か
っ
た

（
６
）

。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
／
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
う
新
し
い
情
報
技
術
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム

戦
略
は
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
３
・
０
と
日
本
の
産
業
競
争
力

エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
は
、
多
数
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
中
で
自
社
の
競
争
優
位
を
生
か
し
な
が
ら
他
社
と

の
共
創
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
も
「
１
対
１
」
の
関
係
か
ら

「
１
対
多
」
の
仕
組
み
が
重
要
と
な
る
。
１
９
９
０
年
代
の
ヘ
ン
リ
ー
・
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
の
著
書
か
ら
20

年
以
上
の
時
間
を
経
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。
ま
ず
日
本
企
業

が
飛
び
つ
い
た
の
が
、
社
内
の
眠
っ
て
い
る
特
許
を
社
外
に
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
ウ
ト
し
て
マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る

イ
ン
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
の
方
式
（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
１
・
０
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
医
薬
品
産
業
の

よ
う
な
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
特
許
と
製
品
は
１
対
１
対
応
し
て
い
な
い
の
で
、
特
許
を
切
り
売
り
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
は
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
、
大
企
業
を
中
心
に
他
社
の
技
術
を
社
内
に
取
り
入
れ
る

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
２
・
０
）
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
大
学
に
お
け

る
技
術
を
自
社
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か
す
産
学
連
携
も
こ
の
方
式
の
一
つ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ

の
方
式
は
特
定
の
相
手
と
の
や
り
取
り
に
よ
る
も
の
（
「
１
対
１
」
の
関
係
）
で
あ
る
。
な
お
、
著
者
が

２
０
１
５
年
に
経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
大
企
業
の
約
８
割

が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
１
対
１
」
の
形
式
の
も
の

で
あ
る

（
７
）

。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
お
い
て
必
要
と
な
る
「
１
対
多
」
の
連
携
は
従
来
型
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
先
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
先
端
的
な
企
業
に
お
い
て
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
こ
ろ
も
存
在
す
る
（
前
節
の
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
参
照
）
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
が
電
子
商
取
引
な
ど
の
Ｂ
２
Ｃ
か
ら
Ｂ
２
Ｂ
の
世
界
に
広
が
っ
た
。
モ

ノ
と
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
、
そ
れ
が
大
き
な
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
業
界
の
垣
根

を
越
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た

と
お
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
は
、
自
動
車
と
い
う
モ
ノ
単
体
を
製
造
・
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ

け
で
な
く
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
（M

a
a
S

：M
o
b
ility

	a
s	a

	S
e
rv
ic
e

）
を
視
野
に
入

れ
た
戦
略
を
組
み
立
て
る
必
要
が
出
て
き
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
連
携
が
そ
の
典
型
と

い
え
る
が
、
両
者
の
合
弁
企
業
で
あ
る
「
モ
ネ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
」
に
は
、
ホ
ン
ダ
（
本
田
技
研
工
業
）

や
日
野
自
動
車
な
ど
他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
出
資
を
決
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
業
界
全
体
あ
る
い
は
業

界
を
超
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
３
・
０
時
代
に
お
い
て
は
、
競
合
他
社
と
の
協
力
も
辞
さ
な
い
戦

略
的
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
で
は
Ａ
Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
っ
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
戦
略
が
必
要
と
な
る
中

で
、
日
本
の
産
業
競
争
力
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？　

特
に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
マ
ゾ
ン
）
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
影
響
は
ど
う
み

る
べ
き
か
？　

結
論
か
ら
い
う
と
、
電
子
商
取
引
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
の
総
取
り
現
象
が
、
自
動
車
産
業
の
よ
う
な
製
造
業
で
起
こ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

ム
を
中
国
語
で
は
「
平
台
」
と
呼
ぶ
が
、
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
を
重
視
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
平

ら
な
台
を
用
意
す
る
だ
け
で
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
キ
ー
ス
ト
ー
ン
企
業
の
よ
う
に
ニ
ッ
チ
企
業
に
対
す
る

個
別
対
応
は
行
わ
な
い
。
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
が
重
要
な
Ｂ
２
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
と
、
企
業
間
の
緊
密
な
関
係

か
ら
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
を
引
き
出
す
Ｂ
２
Ｂ
の
違
い
は
明
確
で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
Ｂ
２
Ｂ
に
も
広
が
り
、
自
動
車
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
系
列
的
な
企

業
取
引
関
係
の
競
争
優
位
は
小
さ
く
な
っ
て
い
く
が
、
検
索
ポ
ー
タ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
に
み
ら
れ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
総
取
り
の
議
論
に
は
無
理
が
あ
る
。

し
か
し
、
グ
ー
グ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
Ｂ
２
Ｂ
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
攻
勢
を
か
け
て
き
て
い
る
。
中
国
版
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
い
わ
れ
る
Ｂ
Ａ
Ｔ
（
バ
イ
ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、

テ
ン
セ
ン
ト
）
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
バ
イ
ド
ゥ
（B

a
id
u

）
は
自
動
運
転
、
ア
リ
バ
バ

（A
lib

a
b
a

）
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
テ
ン
セ
ン
ト
（T

e
n
c
e
n
t

）
は
医
療
ビ
ジ
ネ
ス

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
焦
点
を
絞
っ
て
事
業
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
英
国
サ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
ア
ナ
ベ
ル
・
ガ
ワ
ー
は
、
世
界
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
サ
ー
ベ
イ
結
果
を
公
表

し
て
い
る

（
８
）

。
こ
こ
で
は
、
従
来
型
の
自
社
経
営
資
源
に
基
づ
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
るA

sse
t	H

e
a
v
y

型
（
Ｇ
Ｅ
のP

re
d
ix

〈
プ
レ
デ
ィ
ク
ス
〉
、
サ
ム
ス
ン
の

T
iz
e
n

〈
タ
イ
ゼ
ン
〉
な
ど
）
、
そ
れ
と
は
対
極
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
メ
イ
ン
のA

sse
t	L

ig
h
t

型
（
グ
ー

グ
ル
、
ウ
ー
バ
ー
な
ど
）
、
そ
の
中
間
的
な
存
在
で
あ
るM

ix
e
d

（
ア
ッ
プ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
）
と
い
う

分
類
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
全
体
の
価
値
の
う
ち
、
自
社

製
品
な
ど
のA

sse
t

（
自
社
経
営
資
源
）
と
、
他
社
に
も
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
占
め
る
割
合
に

は
多
様
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
に
競
争
優
位
が
あ
る
日
本
企
業
は
、A

sse
t	H

e
a
v
y

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
Ａ

Ｉ
ド
リ
ブ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
に
よ
っ
て
製
造
業
が
サ
ー
ビ
ス
化
し
、
業
種
を
超
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
社
会
が
進
む
中
で
、
日
本
企
業
も
米
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
懐
に
飛

び
込
ん
で
い
く
く
ら
い
の
覚
悟
が
必
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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本
稿
の
目
的
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
が
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
日
本
企
業
に
お
い
て
、
効
果
的
な
デ
ー

タ
利
活
用
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
戦
略
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
分
析
か
ら
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
や
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（In

te
rn
e
t	o

f	T
h
in
g
s

）
の
浸
透
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
等
の
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、「
デ
ー
タ
は
第
二
の
石
油
」
と
言
う
人
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
ー
グ
ル
、
楽
天
、
ヤ
フ
ー
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
分
析
し
て
、
新
規
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
安
価
（
無
料
）
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、

個
々
人
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
実
現
し
て
い
る
。

実
際
、
情
報
社
会
に
な
り
、
デ
ー
タ
流
通
量
は
驚
く
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

２
０
１
６
年
に
お
け
る
日
本
の
デ
ー
タ
流
通
量
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
移
動
体
通
信
を
合
わ
せ
た
総
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
前
年
同
月
比
35
％
増
加
し
て
お
り
２
０
１
４
年
以
降
急
速
に
伸
び
て
い
る

（
１
）

。

世
界
的
に
も
同
様
の
動
き
で
、
調
査
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｃ
の
調
べ
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
に
は
全
世
界
の
デ
ー

タ
量
は
１
７
５
ゼ
タ
バ
イ
ト
（
ゼ
タ
゠
10
の
21
乗
）
に
な
り
、
２
０
１
９
年
の
41
ゼ
タ
バ
イ
ト
の
４
倍
以
上
、

２
０
１
０
年
の
２
ゼ
タ
バ
イ
ト
の
80
倍
以
上
ま
で
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。
ま
さ
に
、
指
数
関
数
的
に

デ
ー
タ
量
が
増
え
て
お
り
、
デ
ー
タ
社
会
が
訪
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
デ
ー
タ
利
活
用
は
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
情
報
社
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

業
種
を
問
わ
ず
到
来
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
波

こ
の
「
デ
ー
タ
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
競
争
力
を
決
定
づ
け
る
」
と
い
う
波
は
、
業
種
を
問
わ
ず
到
来
し
て
い

る
。
従
来
型
の
製
造
業
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
製
品
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
そ
の
デ
ー

タ
が
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
質
の
向
上
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
２
０
１
１
年
に
発
表
さ
れ

た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
（
第
四
次
産
業
革
命
）
の
構
想
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
製
造
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
、
生
産
・
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
狙
い
が
あ
る
が
、
主
に
①
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
制
御
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
、
②
製
造
現
場
の
人
間
と

機
械
が
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
最
適
に
機
能
し
、
低
コ
ス
ト
と
省
エ
ネ
生
産
を
実
現
、
③
す
べ
て
の
情

報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
処
理
と
生
産
に
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
デ
ー
タ
反
映
、
が
あ
る

（
３
）

。
特
徴
と
し

て
は
、
「
考
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
製
造
ラ
イ
ン
を
流
れ
て
い
る

組
み
立
て
中
の
製
品
が
自
分
に
足
り
な
い
部
品
は
何
か
と
考
え
た
り
、
在
庫
の
減
り
具
合
を
考
慮
し
て
自

動
で
メ
ー
カ
ー
に
発
注
作
業
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
を
実
現
し
て
い
く
。
こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、
ま
さ

に
デ
ー
タ
分
析
で
あ
る
。

ま
た
、
最
も
自
然
に
近
い
産
業
で
あ
る
農
業
で
す
ら
、
近
年
で
は
急
速
な
Ｉ
Ｔ
化
と
デ
ー
タ
利
活
用
が

進
ん
で
い
る
。
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う
単
語
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト

農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
な
ど
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を
推
進
し
て
い
る
農
業
の
こ
と
を
指
す
。
作
業
記
録
の
収
集
・
共
有
、
画
像
認
識
技
術
と
デ
ー
タ
分
析
に

よ
る
病
害
虫
の
発
生
検
知
、
農
業
機
械
の
自
動
運
転
化
な
ど
が
す
で
に
実
現
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
北
海
道
の
き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
と
北
見
Ｇ
Ｐ
Ｓ
研
究
会
で
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
全
球

測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
）
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
で
、
測
位
精
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
２
セ
ン
チ

の
ト
ラ
ク
タ
ー
誘
導
走
行
を
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
種
作
業
時
間
が
65
～
80
％
に
短
縮
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
精
度
の
高
い
均
平
作
業
に
よ
り
湿
害
の
発
生
を
軽
減
し
、
品
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。
ま

た
、
兵
庫
県
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で
は
、
稲
作
に
お
い
て
水
管
理
シ
ス
テ
ム
・
セ
ン
サ
ー
「
Ｍ
Ｉ
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
（
ミ
ハ
ラ
ス
）
」
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
を
圃ほ

じ
ょ
う場

に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
労
働
時
間
の
約
半
分
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
水
管
理
作
業
に
つ
い
て
、
圃
場
見
回
り
回
数
が
セ
ン
サ
ー

導
入
前
の
３
分
の
１
に
減
少
し
た

（
４
）

。

こ
の
よ
う
な
農
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
効
果
を
分
析
す
る
た
め
、
筆
者
ら
の
研
究
チ
ー
ム
で
４
５
０

名
の
稲
作
従
事
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
生＊

１

産
関
数
を
推
定
す
る
こ
と
で
、

稲
作
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
用
の
生
産
性
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｉ

Ｔ
導
入
に
よ
っ
て
生
産
性
が
32
・
５
％
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
５
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
利
活
用
は
す
で
に
多
種
多
様
な
領
域
で
そ
の
成
果
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
デ
ー

タ
利
活
用
は
一
部
の
ネ
ッ
ト
企
業
で
の
話
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
今
す
ぐ
取
り

組
む
べ
き
戦
略
と
い
え
る
。

デ
ー
タ
利
活
用
で
き
な
い
日
本
企
業
と
そ
の
要
因

し
か
し
、
日
本
で
は
デ
ー
タ
利
活
用
が
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
世
界
的
に
見
て
も
大
き
く
後
れ
を
取
っ

て
い
る
と
い
う
現
状
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
デ
ー
タ
社
会
に
お
け
る
日
本
企
業
の
戦
略
を
検
討

す
る
た
め
、
２
０
１
８
年
に
会＊

２

社
員
（
正
社
員
・
役
員
）
約
１
万
名
を
対
象
に
し
た
大
規
模
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
デ
ー
タ
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
分
か
っ
た
こ
と
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
現
在
し
て
い
る
企
業
は
わ
ず
か
36
％
し
か
存
在
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
半
数
以
上
の
企
業
は
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
検

討
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
だ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と
い
う
文
化
は
、
日
本
企
業
に
は
根

付
い
て
い
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
結
果
は
、
三
菱
総
合
研
究
所
が
２
０
１
７
年
に
発
表
し
た

調
査
で
も
示
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。

情
報
社
会
が
進
展
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
日
本
で
は
デ
ー
タ
利
活
用
が
進
ん

で
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
デ
ー
タ
分
析
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
か
ら
価
値
を
得
る
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
「
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
費
用
対
効
果
が
分
か
り
に
く

い
」
な
ど
の
知
識
不
足
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
検
証
す
る
た
め
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
利
活
用
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
要
因
に
つ
い
て
主
観
的
な
評
価
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
表
１

で
あ
る
。
図
表
１
を
見
る
と
、
「
分
析
す
る
人
材
・
知
識
が
不
足
し
て
い
る
」
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
割
合
で
、
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「
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
、
経
営
方
針
・
戦
略
が
具
体
的

に
定
ま
っ
て
い
な
い
」
が
あ
り
、
な
ん
と
半
分
程
度
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
デ
ー
タ
活
用

に
つ
い
て
具
体
的
に
何
を
ど
う
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

何
が
得
ら
れ
る
の
か
が
不
透
明
な
の
で
、
手
が
つ
け
ら

れ
て
い
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
が
、
実
は
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
筆
者
が
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
し
て
研
究
や
意
見

交
換
を
す
る
中
で
よ
く
聞
く
も
の
と
し
て
、
「
上
司
か
ら

『
と
り
あ
え
ず
デ
ー
タ
を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
』
と

言
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
上
司
は
お
そ
ら
く
、
昨
今

の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
流
行
り
を

勉
強
し
て
、
乗
り
遅
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
姿

勢
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
「
デ
ー

タ
分
析
は
手
段
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
目
的
を
持
っ
て
デ
ー
タ
を
適
切
に
収
集
し
、
そ
れ

を
適
切
な
知
識
と
手
法
で
精
緻
な
分
析
を
し
た
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
要
素
と
掛
け
合
わ
せ
な
が

ら
解
釈
し
て
初
め
て
価
値
を
生
み
出
す
。
「
大
量
の
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
何
か
分
析
し
て
み
て

く
れ
」
と
い
う
の
で
も
何
か
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
大
き

な
価
値
を
生
み
出
す
可
能
性
は
低
い
。
結
局
、
デ
ー
タ
収
集
の
設
計
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
事

前
調
査
か
ら
デ
ー
タ
分
析
と
い
う
も
の
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
情
報
社
会
に
お
い
て
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
「
デ
ー
タ
分
析
を
手
段

の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
適
切
な
経
営
方
針
・
戦
略
を
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
最
低
限
の
デ
ー
タ
分
析
に
関
す
る
知
識
（
ど
う
い
う
デ
ー
タ
分
析
を
す
る
と
ど

う
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
か
と
い
う
方
向
性
・
特
徴
に
関
す
る
知
識
）
と
、
定
量
的
に
何
か
を
見
る
統
計
・

数
理
マ
イ
ン
ド
、
そ
し
て
明
確
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
２
番
目
に
高
い
割
合
と
な
っ
た
「
分
析
す
る
人
材
・
知
識
が
不
足
し
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
、

実
は
日
本
に
お
い
て
デ
ー
タ
分
析
人
材
が
足
り
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
が
２
０
１
１
年
に
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト

（
７
）

に
よ
る
と
、
日
本
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
人
材
は
、
米
国
や
中
国
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
く
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
比
べ
て
も

か
な
り
少
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
分
析
の
訓
練
を
受
け
た
大
学
卒
業
生
の
人
数

も
日
本
は
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
た
め
、
デ
ー
タ
分
析
人
材
の
差
は
２
０
２
０
年
に
な
っ

て
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
日
本
特
有
の
問
題
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
人
材
・
デ
ー
タ
分
析
人
材
を
外
部
に
出
し
、
基
本
的
に
受

託
契
約
に
よ
っ
て
開
発
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
経
済
産
業
省
が
発
表
し
て
話
題

49%

23%

31%

10%

17%

13%

10%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

データ活用について、

経営方針・戦略が具体的に定まっていない

データ活用に必要な投資が十分でない

分析する人材・知識が不足している

データ活用に対して、

経営層や上司からの理解が得にくい

社内に必要なデータがない、

既存のデータが整理されていない

個人情報保護への対応が難しい

他社と連携する体制を作るのが難しい

その他



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

に
な
っ
た
「
２
０
２
５
年
の
崖
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト

（
８
）

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
欧
米
で
は
Ｉ
Ｔ
人
材
は

Ｉ
Ｔ
以
外
の
企
業
に
も
多
く
（
６
割
程
度
）
存
在
す
る
一
方
で
、
日
本
で
は
３
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
示
し
て
い
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ
以
外
の
企
業
で
は
ほ
と
ん
ど
Ｉ
Ｔ
人
材
を
抱
え
込
ま
ず
、
Ｉ
Ｔ
系
の
仕

事
は
多
く
を
外
部
に
発
注
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
デ
ー
タ
分
析
人
材
に
絞
っ
た
統
計
デ
ー
タ
は

な
い
の
で
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
Ｉ
Ｔ
人
材
と
デ
ー
タ
分
析
人
材
は
そ
も
そ
も
接
続
す
る
も
の
で
あ

り
、
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
状
況
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
受
託
契
約
と
な
る
た
め
、

Ｉ
Ｔ
や
デ
ー
タ
分
析
に
精
通
し
て
い
る
受
託
企
業
が
、
そ
の
よ
う
な
知
識
に
乏
し
い
委
託
企
業
の
要
望
に

沿
っ
た
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
は
難
し
い
。

そ
し
て
、
デ
ー
タ
分
析
を
外
部
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
個
人
デ
ー
タ
の
扱
い
が
非
常
に
難

し
く
な
る
。
人
々
の
記
憶
に
深
く
残
っ
て
い
る
事
件
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
乗
降
履
歴
を
日
立
製
作
所

に
販
売
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
上
が
っ
た
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
あ
の
事
件
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
大
企
業
で
何
万
人
も

社
員
を
抱
え
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
、
乗
降
履
歴
を
適
切
に
分
析
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人
材
が

豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
第
三
者
提
供
な
ど
と
い
う
リ
ス
ク
を
と
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
は
「
協
調
」「
創
造
」
を
重
視
す
る
企
業
文
化

情
報
社
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
適
切
に
戦
略
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
デ
ー
タ
分
析
人
材
・
知
識
」
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
企
業
文
化
が
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
最
近
の
研
究
で
分
か
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
研
究
成
果
を
話
す
前
に
、
生
産
性
・
創
造
性
と
企
業
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
と

思
う
。
グ
ー
グ
ル
が
２
０
１
２
年
か
ら
着
手
し
た
労
働
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「P

ro
je
c
t	A

risto
tle

（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
」
に
よ
る
実
証
実
験
で
は
、
心＊

３

理
的
安
全
性
が
生
産
性
を
高
め
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
筆
者
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
オ
フ
ィ
ス
メ
ー
カ
ー

の
イ
ト
ー
キ
と
共
同
で
実
証
分
析
し
た
際
に
は
、
心
理
的
安
全
性
や
組
織
風
土
が
、
個
人
や
チ
ー
ム
の
創

造
性
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
心
理
的
安
全
性
が
高
い
方

が
チ
ー
ム
の
創
造
性
は
高
く
な
り
、
強
制
的
・
統
制
的
な
組
織
で
あ
る
と
創
造
性
は
低
く
な
っ
て
い
た

（
９
）

。

そ
の
よ
う
な
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
企
業
の
デ
ー
タ
利
活
用
行
動
に
対
し
て
、
売
り
上
げ
規
模

や
設
立
か
ら
の
年
数
な
ど
の
企
業
の
客
観
的
な
属
性
と
、
組
織
風
土
の
二
つ
の
要
素
が
影
響
を
与
え
る
と

す
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
定
量
的
な
分
析
を
行
っ
た
。
用
い
た
デ
ー
タ
は
、
先
ほ
ど
の
就
労
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
デ
ー
タ
の
中
で
、
詳
細
な
質
問
を
行
っ
た
約
３
０
０
０
名
か
ら
収
集
し
た
回
答
結
果
で
あ
る
。
た

だ
し
、
本
研
究
で
用
い
た
組
織
風
土
と
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
（K

im
	C
a
m
e
ro
n

）
氏

ら
が
作
成
し
た
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｉ
（O

rg
a
n
iz
a
tio

n
a
l	C

u
ltu

re
	A

sse
ssm

e
n
t	In

stru
m
e
n
t

）
と
呼
ば
れ
る
指



図表 2　日本企業の組織文化

出所：調査データから筆者作成
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標
で
あ
る
。
こ
の
指
標
で
は
、
組
織
に
は
「
協＊

４

調
（
ク

ラ
ン
文
化
）
」
「
創＊

５

造
（
ア
ド
ホ
ク
ラ
シ
ー
文
化
）
」
「
競＊

６

合
・
競
争
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
文
化
）
」「
統＊

７

制
（
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

文
化
）
」
の
四
つ
の
文
化
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
に
は
１
～
５
点
の
尺
度
が
６
問
ず
つ
存

在
し
、
各
問
に
対
す
る
回
答
結
果
の
平
均
値
（
１
～
５
点
）

が
、
各
文
化
の
点
数
と
な
る
。

ま
ず
、
日
本
企
業
全
体
の
実
態
を
つ
か
む
た
め
に
、

各
組
織
文
化
ポ
イ
ン
ト
の
平
均
値
を
見
た
と
こ
ろ
、
「
競

合
」
や
「
統
制
」
と
い
っ
た
文
化
は
高
い
一
方
で
、「
協
調
」

や
「
創
造
」
と
い
っ
た
文
化
は
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図

表
２
）
。
統
制
的
・
官
僚
的
な
文
化
や
、
競
争
を
重
視
す

る
文
化
が
日
本
企
業
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
組
織
文
化
が
デ
ー
タ
利
活
用
行
動
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
定
量
的
な
分
析
を
し
た
結
果
、
組
織

文
化
と
デ
ー
タ
利
活
用
に
興
味
深
い
関
連
性
が
見
ら
れ

た
。
ま
ず
、
「
デ
ー
タ
利
活
用
を
や
れ
る
か
ど
う
か
」
に

つ
い
て
は
、
「
統
制
」
文
化
の
強
い
組
織
の
方
が
良
い
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
は
た
だ
デ
ー
タ

利
活
用
を
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
っ
て
効
果
が
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
の
関
連
性
を
見
た
結
果
、
「
協
調
」
「
創
造
」
文
化
で
あ
れ
ば
効
果
的
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
統
制
」
的
組
織
に
す
る
と
デ
ー
タ
利
活
用
が
進
む
面
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
組
織
に
利
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
を
し
た
い
な

ら
ば
、
「
協
調
」
「
創
造
」
を
重
視
す
る
文
化
と
し
、
皆
で
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
た
り
、
新
し
い
こ
と

や
開
発
を
重
視
し
た
り
す
る
組
織
文
化
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
企
業
に
足
ら
な
い
こ

れ
ら
の
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ー
タ
社
会
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

デ
ー
タ
利
活
用
に
お
け
る
「
三
本
の
矢
」

こ
れ
ま
で
、
日
本
企
業
の
デ
ー
タ
利
活
用
に
つ
い
て
、
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
実
態
を
見
て
き
た
。
ま
と

め
る
と
、
日
本
企
業
が
今
後
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
次
の
３
点
が
必

要
だ
と
い
え
る
。

① 

デ
ー
タ
分
析
人
材
の
育
成
と
内
製
化

デ
ー
タ
分
析
人
材
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
世
界
中
で
人
材
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
日

本
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
深
刻
で
あ
る
。
日
本
は
、
経
営
判
断
や
政
策
判
断
な
ど
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

て
デ
ー
タ
よ
り
も
経
験
則
を
重
視
す
る
文
化
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
分
析
人
材
を
求
め
て
こ
な
か
っ

た
た
め
に
、
デ
ー
タ
分
析
に
携
わ
ろ
う
と
い
う
若
者
も
多
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
近
年
、
急
速
に
そ
の
マ
イ
ン
ド
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
筆
者
が
教
え
て
い
る
中
で
も
デ
ー
タ
分

析
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
デ
ー
タ
分
析
や
統
計
学
を
学
ぶ

こ
と
は
、
た
だ
デ
ー
タ
分
析
人
材
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
仮
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
「
数

値
で
も
の
を
考
え
る
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
そ
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
政
府
や
教
育

機
関
は
、
引
き
続
き
こ
の
流
れ
を
加
速
し
て
デ
ー
タ
分
析
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
同
時
に
、

企
業
も
そ
う
い
っ
た
人
材
を
適
切
な
待
遇
と
役
割
で
迎
え
入
れ
、
デ
ー
タ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
く
体
制
を
整
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
と
り
わ
け
デ
ー
タ
を
使
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
際
に
は
、
デ
ー
タ
の
扱
い
が
非
常
に
重
要
に
な

る
。
デ
ー
タ
の
扱
い
を
誤
っ
た
た
め
に
批
判
が
集
中
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
な
く
な
っ
た
例
は
数
知
れ
な

い
。
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
自
社
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
は
自
社
で
完
結
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
。
デ
ー
タ
分
析
を
外
に
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、
自
社
内
で
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
お
く
の
が
、

リ
ス
ク
軽
減
に
も
価
値
創
造
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

② 

経
営
者
が
ビ
ジ
ョ
ン
と
知
識
を
持
つ

デ
ー
タ
分
析
は
あ
く
ま
で
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
情
報
社
会
に
お
い
て
適
切
な
経
営
戦
略
・
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
デ
ー
タ
分
析
は
生
き
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
「
デ
ー
タ
で
何
か
で
き
な
い
か
」
は
愚

問
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め
に
は
、
経
営
者
も
デ
ー
タ
分
析
に
関
す
る
知
識
と
、
そ

の
う
ま
い
解
釈
が
で
き
る
よ
う
な
多
角
的
な
視
点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
経
営
者
が
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
誤
解
す
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
い
。
デ
ー
タ
分
析
と
い
う
の
は
、
大
き
く
「
デ
ー
タ
収

集
の
設
計
」
「
デ
ー
タ
分
析
手
段
の
選
択
」
「
デ
ー
タ
分
析
結
果
の
解
釈
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
重
要

な
の
は
、
そ
れ
ら
の
手
法
の
特
徴
や
結
果
の
見
方
を
正
し
く
理
解
し
て
お
き
、
幅
広
い
経
営
的
視
野
か
ら

適
切
に
選
択
と
解
釈
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
と
り
わ
け
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
は
そ
の
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

日
本
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
立
ち
上
が
り
に
く
く
、
出
資
を
募
る
の
も
難
し
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
環
境
を
変
え
、
よ
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
産
業
構
造
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
求
め
ら
れ
る
。

③ 

組
織
文
化
を
変
革
す
る

伝
統
的
な
「
統
制
」
的
な
組
織
文
化
を
変
え
、
「
協
調
」
「
創
造
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
す
る

――
文
字

に
す
る
と
簡
単
そ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
取
り
組
む
と
な
る
と
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

ま
ず
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
を
こ
こ
で
述
べ
る
。

第
一
に
、
リ
ス
ク
を
許
容
し
、
創
造
性
を
評
価
す
る
よ
う
な
人
事
評
価
制
度
に
す
る
。
日
本
の
大
企
業

で
は
、
売
り
上
げ
が
短
期
的
に
大
き
く
立
ち
そ
う
に
な
い
も
の
や
、
リ
ス
ク
の
大
き
い
も
の
に
対
し
、
承

認
プ
ロ
セ
ス
の
ど
こ
か
で
却
下
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
創
造
的
な
組
織
に
す
る
に
は
、
リ
ス
ク
が
高
く
て

も
将
来
性
の
あ
る
も
の
を
見
極
め
、
適
切
に
承
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
創
造
性
を
評
価
す
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る
と
な
る
と
、
単
純
な
量
だ
け
で
は
測
れ
な
い
も
の
も
多
い
。
人
材
の
特
色
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適

切
な
評
価
制
度
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
社
員
の
新
陳
代
謝
を
良
く
し
、
組
織
全
体
と
し
て
保
守
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
終
身

雇
用
シ
ス
テ
ム
の
場
合
で
も
、
単
純
な
年
功
序
列
を
や
め
、
そ
の
ぶ
ん
新
人
の
待
遇
を
良
く
す
る
こ
と
で
、

質
の
良
い
新
人
を
常
に
採
用
し
続
け
、
新
陳
代
謝
を
良
く
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
部
署
間
や

他
企
業
と
の
交
流
も
新
陳
代
謝
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
新
陳
代
謝
を
良
く
す
る
こ
と
が
、
創

造
的
な
組
織
文
化
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

第
三
に
、
適
切
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
チ
ー
ム
・

組
織
に
お
け
る
協
調
性
や
創
造
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
た

だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
と
ろ
う
と
会
議
ば
か
り
し
て
も
効
果
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
目
的
を

明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
心
理
的
安
全
性
を
確
保
し
て
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
自
由
に
発
言

で
き
る
空
気
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
組
織
に
い
る
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
た
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
適
切
な
量
と
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
社
会
は
こ
れ
か
ら
「
始
ま
る
」

読
者
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
・
ド
リ
ブ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
も
い
え
る
よ
う
な
時
代
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
革
新
的
技
術
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
ハ＊

８

イ
プ
・
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
、

も
う
10
年
も
し
た
ら
落
ち
着
く
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い

う
用
語
は
、
日
本
に
お
け
る
ハ
イ
プ
・
サ
イ
ク
ル
（
２
０
１
８
年
版
）
の
幻
滅
期
に
入
り
、
「
安
定
期
に
達

す
る
前
に
陳
腐
化
し
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
用
語
の
陳
腐
化
で
あ
り
、
デ
ー
タ
利
活
用
そ
の
も
の
は
確
実
に
そ

う
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
デ
ー
タ
は
情
報
社
会
に
お
け
る
「
駆
動
力
」

で
あ
り
、
時
代
時
代
を
築
き
上
げ
て
き
た
「
駆
動
力
」
は
中
長
期
的
に
生
産
・
消
費
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

歴
史
が
証
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

分
か
り
や
す
い
例
で
、
産
業
社
会
に
お
け
る
「
駆
動
力
」
で
あ
っ
た
石
炭
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
ワ
ッ

ト
が
１
７
０
０
年
代
後
半
に
蒸
気
機
関
を
改
良
し
た
こ
と
に
よ
り
、
工
場
の
動
力
源
の
他
、
蒸
気
機
関
車

や
蒸
気
船
、
発
電
な
ど
多
く
の
分
野
で
石
炭
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
石
炭

は
ま
さ
に
産
業
革
命
を
支
え
る
存
在
と
な
っ
た
。
石
炭
消
費
量
の
デ
ー
タ
が
古
く
か
ら
確
認
で
き
る
米
国

を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
１
８
０
０
年
頃
か
ら
盛
ん
に
石
炭
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
５
年
で
１
・
５
～

２
倍
の
成
長
を
遂
げ
な
が
ら
、
指
数
関
数
的
に
消
費
量
は
増
え
て
い
っ
た
（
図
表
３
）
。

図
表
３
を
見
る
と
、
１
８
０
０
年
代
初
頭
か
ら
同
じ
よ
う
に
５
年
で
１
・
５
倍
～
２
倍
の
成
長
を
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ピ
ー
ク
と
比
べ
る
と
あ
ま
り
に
極
小
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
動
き
を
目

視
で
き
な
い
レ
ベ
ル
で
左
の
方
で
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
１
８
０
０
年
代
初

頭
の
石
炭
消
費
量
は
、
１
９
９
０
年
の
お
よ
そ
０
・
０
０
０
１
倍
で
あ
る
。
１
９
０
０
年
代
に
入
る
と
石
油

の
登
場
に
よ
り
成
長
が
鈍
化
す
る
が
、
米
国
で
は
１
９
０
０
年
代
後
半
か
ら
ま
た
消
費
量
が
増
加
し
始
め
、

２
０
０
０
年
ご
ろ
ま
で
増
加
し
続
け
た
（
近
年
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
）
。

（
10
）



図表 3　米国における石炭消費量の推移（1990 年の消費量を 1 としている）

出所：Mitchell（1998）      より筆者作成

図表 4　世界のデータ生産量（ZB）

出所：Reinsel, et al（2018）     より筆者作成
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さ
て
、
同
じ
よ
う
に
情
報
社
会
に
お
け
る
「
駆
動
力
」

で
あ
る
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ
う
。
冒
頭
で
も
取
り
上
げ

た
Ｉ
Ｄ
Ｃ
の
調
査
結
果
か
ら
、
世
界
に
お
け
る
デ
ー
タ

生
産
量
（
２
０
１
９
年
以
降
は
予
測
）
を
描
く
と
図
表

４
の
よ
う
に
な
る
。
や
は
り
こ
ち
ら
も
、
指
数
関
数
的

に
生
産
量
が
増
加
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
時
代
時
代

の
駆
動
力
は
、
黎
明
期
に
は
指
数
関
数
的
に
増
加
し
て

い
く
法
則
が
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
図
表
４
の
横
軸
は
、
た
っ
た
15
年
（
２
０
１
０

～
２
０
２
５
年
）
し
か
表
示
し
て
い
な
い
。
情
報
社
会

の
駆
動
力
も
産
業
社
会
の
駆
動
力
と
同
様
の
軌
跡
を
た

ど
る
と
す
る
と
、
図
表
３
で
「
シ
ナ
リ
オ
①
」
と
書
か

れ
た
と
こ
ろ
ま
で
し
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
え
る
。
つ

ま
り
、
１
０
０
年
後
２
０
０
年
後
に
我
々
が
情
報
社
会

を
振
り
返
っ
た
際
に
は
、
「
ピ
ー
ク
と
比
べ
る
と
あ
ま
り

に
極
小
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
動
き
を
目
視
で

き
な
い
レ
ベ
ル
で
左
の
方
で
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

と
い
わ
れ
る
地
点
に
し
か
、
ま
だ
我
々
は
い
な
い
の
で

あ
る
。
米
国
Ｇ＊

９

Ａ
Ｆ
Ａ
や
中
国
Ｂ
Ａ
Ｔ
の
躍
進
を
聞
い

て
い
る
と
、
「
デ
ー
タ
社
会
も
成
熟
し
て
き
た
」
と
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
を
踏
ま
え
る
と
ま

だ
ま
だ
黎
明
期
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
社
会
に

浸
透
し
て
デ
ー
タ
利
活
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
時
期

な
の
で
あ
る
。

な
お
、
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
１
年
間
で
１
・
５
倍
～
２

倍
の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
社
会
の
発

展
は
産
業
社
会
の
５
倍
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
２
０
２
５

年
時
点
で
図
表
３
の
シ
ナ
リ
オ
②
と
書
か
れ
た
地
点
と

な
る
。
こ
れ
も
可
能
性
が
な
く
は
な
い
が
、
デ
ー
タ
は

化
石
燃
料
と
異
な
り
制
約
が
小
さ
く
て
際
限
な
く
生
産

可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
デ
ー
タ
利
活
用
が
や
っ
と
Ｉ
Ｔ

企
業
以
外
に
も
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
シ

ナ
リ
オ
②
の
可
能
性
は
低
い
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
場
合
で
も
２
０
５
０
年
頃
ま
で
は
デ
ー
タ
量
は
増

え
続
け
、
２
０
２
５
年
時
点
で
も
ピ
ー
ク
時
の
10
％
以

下
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
デ
ー
タ
利
活
用
が
本
格
的
に
話

＊
10
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題
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
日
本
が
そ
の
競
争
に
お
い
て
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
頃
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ー
タ
が
競
争
力
を
決
定
づ
け
る
時
代
の
始
ま
り
に
す
ぎ

な
い
。
社
会
全
体
で
デ
ー
タ
利
活
用
に
取
り
組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
も
、
社
会
的
に
も
、
こ
れ
か
ら
新
た

な
時
代
を
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

註

*1.	 生産関数とは、資本や労働といった生産要素と、生産量の関係を表した関数である。

*2.	 ただし、売り上げのない企業の社員と公務員は除外している。

*3.	 ハーバード大学教授のエドモンドソン（Amy	C.	Edmondson）氏が提唱したもので、

チームメンバー１人ひとりが、不安や恐れを感じることなく気兼ねなく発言や質問

ができ、本来の自分をさらけだせるような場の状態や雰囲気のことを指す。

*4.	 意欲、品質、教育などの度合いを基準にして、協調性を重視。社員全員が同じ価値

観や目標を共有し、一体となっている。

*5.	 適応力や革新性がどのような状態なのかで組織が有効に機能しているかどうかを判

断する組織。未来に備えるための新商品や新サービスの開発を重視。

*6.	 利益、目標、効率などの度合いを基準にして、生産性や競争優位性重視。

*7.	 規則や方針によって問題を起こすことなくスムーズに仕事が進むことを重視する。

官僚文化。

*8.	 ガートナーが発表しているもので、新しく生まれたテクノロジーが、今後どのよう

に市場に受け入れられていくかを簡潔に示したもの。「黎明期」「過度な期待のピー

ク期」「幻滅期」「啓蒙活動期」「生産性の安定期」の五つに分類される。

*9.	 GAFA：Google,	Apple,	Facebook,	Amazon

*10.	 BAT：Baidu,	Alibaba,	Tencent
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デ
ー
タ
が
競
争
力
を
生
む
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
巨
万
の
富
は
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
広
告
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
お
金
に
変
換
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

自
動
車
の
自
動
運
転
の
開
発
は
走
行
デ
ー
タ
を
い
か
に
多
く
集
め
る
か
が
勝
負
で
あ
り
、
世
界
的
に
激
烈

な
デ
ー
タ
収
集
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
の
企
業
の
合
従
連
衡
も
激
し
い
。
グ
ー

グ
ル
が
健
康
ア
プ
リ
のF

itb
it

（
フ
ィ
ッ
ト
ビ
ッ
ト
）
を
買
収
し
た
の
は
健
康
管
理
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た

め
で
あ
り
、
日
本
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
と
ヤ
フ
ー
が
提
携
し
た
一
つ
の
理
由
は
デ
ー
タ
の
連
携
利
用

の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
日
本
政
府
も
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
向
け
て
政
策
を
試
み
は
じ
め
て
い
る
。

安
倍
首
相
が
と
な
え
る
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
（D

a
ta
	F
re
e
	F
lo
w
	w

ith
	T
ru
st

）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

以
外
に
も
各
省
庁
が
デ
ー
タ
利
活
用
を
意
識
し
た
研
究
会
や
審
議
会
を
動
か
し
て
い
る
。
政
策
と
し
て
デ
ー

タ
の
時
代
に
何
が
考
え
ら
れ
る
か
は
現
在
、
試
行
錯
誤
の
段
階
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
こ
の
課
題
に
次
の
２
点
か
ら
考
察
を
し
て
み
た
い
。
第
一
は
デ
ー
タ
時
代
に
競
争
は
維
持
で

き
る
の
か
、
第
二
は
日
本
で
デ
ー
タ
利
活
用
を
進
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
で
あ
る
。
前
者
は
Ｇ＊

１

Ａ

Ｆ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
念
頭
に
置
い
た
競
争
政
策
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
個

人
情
報
の
保
護
と
利
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
問
題
に
な
る
。
な
お
、
本
稿
は
Ｇ＊

２

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
六
本
木
会
議
の
「
デ
ー

タ
社
会
に
お
け
る
競
争
力
」
研
究
会
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
関
心
の
あ
る
方
は
そ
ち
ら
の
報

告
書
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

デ
ー
タ
社
会
に
競
争
は
維
持
で
き
る
か
？

独
占
の
危
惧
は
本
当
か

デ
ー
タ
が
競
争
力
に
な
る
時
代
と
い
う
と
き
、
デ
ー
タ
が
独
占
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が

出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
現
在
、
デ
ー
タ
収
集
で
圧
倒
的
な
量
を
蓄
積
し
て
い
る
の
が
、
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
中
国
の
企
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
元
々

が
高
い
市
場
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
デ
ー
タ
収
集
で
も
先
ん
じ
て
お
り
、
た
と
え
ば
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
世
界
で
20
億
人
以
上
の
個
人
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
し
、
ア
マ
ゾ
ン
の
顧
客
の
購
買

履
歴
は
世
界
の
ど
の
小
売
店
よ
り
巨
大
で
あ
ろ
う
。
人
口
14
億
人
に
迫
る
中
国
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
（
バ
イ
ド
ゥ
、

ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
デ
ー
タ
収
集
が
で
き
る
た
め
、

一
国
単
位
で
は
最
大
の
顧
客
ベ
ー
ス
を
持
っ
て
お
り
、
他
の
ど
の
国
も
か
な
わ
な
い
。
も
し
デ
ー
タ
の
蓄

積
量
が
競
争
力
を
生
む
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
む
他
の
国
の
企
業
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
そ
う
に
な
い
。

実
際
、
そ
の
よ
う
な
危
惧
あ
る
い
は
脅
威
を
暗
に
指
摘
す
る
記
事
は
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で

に
勝
負
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
危
惧
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
の
利
益
、
す
な
わ

ち
規
模
の
経
済
は
し
だ
い
に
逓
減
し
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。
顧
客
数
が
10
万
人
か
ら
１
０
０
万
増
え
て

１
１
０
万
人
に
な
る
と
、
デ
ー
タ
解
析
か
ら
得
ら
れ
る
推
定
精
度
は
上
が
る
。
が
、
同
じ
１
０
０
万
人
の

増
加
で
も
、
１
０
０
０
万
人
か
ら
１
１
０
０
万
人
に
増
え
る
と
き
の
推
定
精
度
の
上
昇
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
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一
般
に
推
定
精
度
は
平
方
根
（
ル
ー
ト
）
で
改
善
さ
れ
る
の
で
、
デ
ー
タ
数
が
２
倍
に
な
っ
て
も
推
定
精

度
の
向
上
は
ル
ー
ト
２
、
す
な
わ
ち
１
・
４
１
４
倍
に
留
ま
る
。
デ
ー
タ
数
増
加
の
効
果
は
、
し
だ
い
に
逓

減
す
る
の
で
あ
る
。
人
口
６
０
０
万
人
弱
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ら
国
内
デ
ー
タ
だ
け
で
は
確
か
に
規
模
不

足
で
あ
る
が
、
人
口
１
億
人
の
日
本
で
デ
ー
タ
が
不
足
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

第
二
に
、
デ
ー
タ
に
は
地
域
的
な
異
質
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
中
国
と
日
本
で
は
消
費
財
の
売
れ
筋
も

消
費
習
慣
も
異
な
る
た
め
、
中
国
で
３
億
人
の
購
買
履
歴
で
つ
く
っ
た
販
売
予
測
モ
デ
ル
が
、
日
本
で
そ

の
ま
ま
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
で
や
る
の
な
ら
、
ま
た
日
本
で
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
動
車
の
自
動
運
転
で
は
、
米
国
と
日
本
で
は
道
路
事
情
が
違
い
す
ぎ
て
、
米
国
で
開
発
さ
れ
た
自
動
運

転
車
は
日
本
で
は
走
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
米
国
の
道
路
は
広
く
、
交
差
点
の
見
通
し
が
良
い
の

に
対
し
、
日
本
の
交
差
点
は
狭
く
、
角
ま
で
建
物
が
あ
っ
て
見
通
し
が
悪
い
。
日
本
で
走
る
自
動
運
転
車

に
は
、
日
本
で
の
走
行
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
医
療
デ
ー
タ
の
よ
う
に
同
質
的
な
デ
ー
タ
も
あ
り
は
す

る
が
例
外
的
で
あ
り
、
た
い
て
い
の
デ
ー
タ
に
は
地
域
に
よ
る
異
質
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
地
域

で
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
も
国
境
を
越
え
た
競
争
力
が
直
ち
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
デ
ー
タ
独
占
に
よ
る
競
争
力
に
は
歯
止
め
が
か
か
る
。
す
で
に
莫
大
な
デ
ー

タ
を
蓄
積
し
た
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
あ
る
い
は
Ｂ
Ａ
Ｔ
に
は
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
勝
負
を
投
げ
る
に
は
ま
だ

早
い
。
放
っ
て
お
け
ば
彼
我
の
差
は
開
く
ば
か
り
で
あ
り
（
実
際
そ
の
可
能
性
は
あ
る
が
）
、
ま
だ
や
れ
る

こ
と
は
あ
る
。

危
惧
す
べ
き
は
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
独
寡
占

た
だ
し
、
将
来
を
見
た
と
き
、
独
占
の
危
惧
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
独
占
で
あ
る
。

デ
ー
タ
は
連
携
さ
せ
る
と
利
便
性
が
増
す
。
た
と
え
ば
購
買
履
歴
と
医
療
・
健
康
情
報
を
連
携
で
き
れ
ば
、

腕
時
計
セ
ン
サ
ー
の
血
圧
の
上
昇
を
察
知
し
て
購
買
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
「
最
近
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買

い
す
ぎ
で
す
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
購
買
履
歴
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ

が
あ
れ
ば
、
歩
い
て
い
る
と
「
近
く
の
○
○
で
、
あ
な
た
の
よ
く
買
う
×
×
が
在
庫
処
分
で
安
売
り
中
で

す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
自
動
車
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
連
携
す
れ
ば
、
物
陰
か
ら
歩
い
て
く
る
人
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
を
察
知
し
て
、
自
動
で
ブ
レ
ー
キ

を
踏
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
デ
ー
タ
連
携
の
便
益
は
、
無
数
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
連
携
の
た
め
に
は
企
業
間
で
連
携
す
れ
ば
よ
い
。
が
、
連
携
は
交
渉
と
調
整
に
時

間
が
か
か
る
う
え
に
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
は
、
企
業
を
ま
た
ぐ
デ
ー
タ
利
用
に
は
利
用
者
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
。
利
用
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
同
意
を
調
達
す
る
手
間
は
非
常
に
大
き
く
、
デ
ー
タ
連
携

の
壁
と
し
て
立
ち
ふ
さ
が
る
。
こ
こ
で
こ
の
制
約
を
一
挙
に
解
決
す
る
の
が
買
収
・
合
併
で
あ
る
。
デ
ー

タ
を
持
っ
て
い
る
企
業
を
買
収
し
て
一
つ
の
企
業
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
企
業
間
交
渉
と
調
整
は
不
要
で

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
統
合
す
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
同
意
を
と
る
手
間
も
大
幅
に
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
が
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
や
決
済
サ
ー
ビ
ス
、
保
険
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
手
掛
け
て
こ
な
か
っ
た
分

野
の
企
業
と
提
携
、
そ
し
て
買
収
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
も
ヤ
フ
ー
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
経
営
統
合
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
連
携
の
利
益
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
購
買
、
決
済
、
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健
康
、
旅
行
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
保
険
、
金
融
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
括
し
て
提
供

す
る
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
と
い
う
の
が
、
そ
の
具
体
的
な
表
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
が
進
む
と
独
占
化
の
恐
れ
が
出
て
く
る
。
購
買
と
健
康
二
つ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
、
購
買
、

健
康
、
決
済
、
旅
行
、
保
険
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ま
で
六
つ
が
連
携
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
が
あ
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー

は
後
者
を
選
ぶ
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
つ
の
企
業
に
吸
い
込

ま
れ
て
い
く
。
結
果
と
し
て
個
人
は
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
つ
の
企
業
の
デ
ー
タ
経
済
圏

に
、
い
わ
ば
「
住
む
」
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
中
国
で
は
ア
リ
バ
バ
と
テ
ン
セ
ン
ト
が
あ
ら
ゆ
る
業
務
の

企
業
を
買
収
し
て
傘
下
に
収
め
て
デ
ー
タ
経
済
圏
を
つ
く
り
つ
つ
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
に
最
も
近
い

位
置
に
い
る
。
結
果
と
し
て
中
国
は
、
２
な
い
し
３
社
の
完
全
な
寡
占
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
同
様
の

展
開
は
日
本
で
も
起
こ
り
得
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
独
寡
占
化
へ
の
危
惧
と
し
て
警
戒
す
べ
き
な
の
は
、

こ
の
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
独
寡
占
の
恐
れ
で
あ
る
。

デ
ー
タ
経
済
の
も
と
で
の
競
争
政
策

デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
独
寡
占
に
ど
う
対
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
独
占
禁
止
行
政
の
中
で
す
ぐ
に
思
い

つ
く
案
は
、
買
収
・
合
併
の
制
限
で
あ
る
。
企
業
結
合
審
査
と
し
て
公
正
取
引
委
員
会
に
は
長
い
伝
統
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
得
策
で
は
な
い
。
買
収
・
合
併
は
デ
ー
タ
連
携
に
便
益
が
あ
る
か
ら
こ
そ
起
き

て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
と
し
て
デ
ー
タ
連
携
の
便
益
を
失
う
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
ヤ
フ
ー
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
合
併
の
際
、
世
論
で
は
デ
ー
タ
独
占
を
心
配
す
る
声
よ
り
、

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
の
声
が
多
か
っ
た＊

３

の
は
そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

別
の
対
処
法
と
し
て
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
案
が
あ
る
。
デ
ー
タ
経
済
圏

が
で
き
て
も
、
そ
れ
が
複
数
あ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の
間
を
自
分
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
移
動
で
き
る
な
ら
、

デ
ー
タ
経
済
圏
の
間
の
競
争
は
維
持
で
き
る
。
か
つ
て
携
帯
電
話
３
社
の
間
で
競
争
促
進
策
と
し
て
番
号

ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
た
経
験
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
権
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州

連
合
）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
の
柱
の
一
つ
で
も
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
実
現
し
そ
う
に
な
い
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
は
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
デ
ー
タ
だ
け
切
り
離
さ
れ
て
も
利
用
価
値
は
乏
し
い
か

ら
で
あ
る
。
実
際
、
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
か
な
り
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
応
し
て
い

る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
デ
ー
タ
を
持
っ
て
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
競
合
す

る
他
社
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
グ
ー
グ
ル
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
デ
ー

タ
は
グ
ー
グ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
に
合
わ
せ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
他
社
で
は
簡
単
に
は
利
用
で
き
な
い
。
そ

れ
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
こ
と
は
も
う
一
つ
グ
ー
グ
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
等
し
く
、
そ
れ
は
あ

り
そ
う
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
医
療
デ
ー
タ
の
よ
う
な
標
準
化
さ
れ
た
デ
ー

タ
だ
け
に
留
ま
り
、
一
般
の
デ
ー
タ
に
は
広
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
競
争
維
持

を
期
待
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
。

新
た
な
調
査
研
究
の
必
要
性

企
業
結
合
審
査
も
ダ
メ
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
も
ダ
メ
だ
と
し
た
ら
、
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
独
寡

占
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
に
わ
か
に
答
え
は
出
せ
な
い
。
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れ
ば
、
大
き
な
経
済
圏
で
な
く
て
も
一
定
の
連
携
利
用
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
一
つ
の
企
業
に
す
べ
て

を
握
ら
れ
た
く
な
い
人
は
、
こ
の
よ
う
な
部
分
連
合
的
な
デ
ー
タ
連
携
を
使
え
ば
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
同

意
調
達
の
制
度
は
個
人
情
報
の
保
護
利
活
用
の
点
か
ら
も
意
味
が
あ
り
、
次
節
で
述
べ
た
い
（
そ
れ
は
一

種
の
集
中
管
理
制
度
で
あ
る
）
。

個
人
情
報
の
保
護
と
利
活
用

本
節
で
は
個
人
情
報
の
利
活
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

る
必
要
が
あ
り
、
保
護
と
利
活
用
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
現
状
の
保
護
が
弱
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
強
す
ぎ
る
と
い
う
水
準
が
問
題
な
の
で

は
な
い
。
問
題
な
の
は
人
に
よ
っ
て
求
め
る
最
適
点
が
違
い
す
ぎ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
山
口
・
佐
相
・
青
木

（
１
）

に
よ
れ
ば
、
お
金
を
払
っ
て
も
個
人
情
報
を
収
集
し
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
人
が
い
る
一
方
で
、
逆
に
お
金
を
払
っ
て
も
個
人
情
報
を
利
用
し
て
ほ
し
い
（
現
状
で
個
人
情

報
提
供
か
ら
十
分
な
便
益
を
得
て
い
る
）
と
考
え
る
人
も
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
前
者
は
個
人
情

報
の
保
護
を
重
視
す
る
保
護
派
で
あ
り
、
後
者
は
個
人
情
報
の
利
用
を
重
視
す
る
活
用
派
で
あ
る
。
保
護

派
は
中
高
年
に
多
く
全
体
の
３
分
の
２
を
占
め
、
一
方
、
活
用
派
は
残
り
の
３
分
の
１
程
度
で
若
年
層
に

多
い
。
ど
ち
ら
の
派
に
と
っ
て
も
、
現
在
の
個
人
情
報
の
保
護
と
利
活
用
は
最
適
で
は
な
い
。
順
に
見
て

み
よ
う
。

し
か
し
、
対
処
方
法
の
候
補
を
挙
げ
て
調
査
研
究
の
方
向
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
。
二
つ
対
策
の
候
補
を

挙
げ
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
買
収
・
合
併
に
よ
る
デ
ー
タ
経
済
圏
成
立
は
認
め
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
の
デ
ー
タ
の
利
用

の
仕
方
に
監
視
の
目
を
入
れ
る
と
い
う
手
が
考
え
ら
れ
る
。
個
人
デ
ー
タ
の
漏
洩
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た

ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
が
不
当
に
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
企
業
内
部
で
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
化
し
、

そ
の
ル
ー
ル
が
実
際
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
第
三
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
と
し
て
は
独
占
禁
止
行
政
で
の
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
援
用
し
て
も
よ
い
し
、
も
っ
と

踏
み
込
ん
だ
方
法
と
し
て
は
デ
ー
タ
監
査
の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
手
も
あ
る
。

後
者
の
デ
ー
タ
監
査
と
は
、
投
資
家
の
保
護
の
た
め
の
会
計
監
査
の
い
わ
ば
デ
ー
タ
版
で
あ
る
。
投
資

家
を
守
る
た
め
に
財
務
デ
ー
タ
の
正
し
さ
を
公
認
会
計
士
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
、
個
人
を
守
る
た
め

に
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
の
適
正
性
を
「
デ
ー
タ
監
査
人
」
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
ア
プ

リ
が
出
れ
ば
、
一
つ
の
企
業
が
購
買
、
健
康
、
移
動
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
、
決
済
、
金
融
、
保
険
、
旅
行
、
エ
ン
タ

メ
な
ど
個
人
の
私
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
握
る
の
で
、
ア
プ
リ
が
公
共
性
を
帯
び
て
く
る
。
そ
う
な

れ
ば
、
デ
ー
タ
監
査
へ
の
世
論
の
支
持
も
得
や
す
い
だ
ろ
う
。

第
二
の
方
法
と
し
て
、
企
業
を
ま
た
が
る
連
携
利
用
を
し
や
す
く
す
る
制
度
、
特
に
個
人
の
同
意
調
達

を
得
や
す
く
す
る
制
度
を
考
え
る
手
が
あ
る
。
買
収
・
合
併
が
起
こ
る
一
つ
の
理
由
は
、
企
業
を
ま
た
が

る
連
携
利
用
の
場
合
、
個
人
に
一
人
ず
つ
同
意
を
と
る
の
に
手
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
同
意
を
と
る
手
間
を
大
幅
に
減
ら
し
、
買
収
・
合
併
な
し
に
連
携
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
独
占
化
傾
向
へ
の
歯
止
め
に
な
る
。
独
立
し
た
企
業
が
簡
単
に
デ
ー
タ
連
携
で
き
る
よ
う
に
な



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
設
定
は
難
し
い
。
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
言
葉
づ
か
い
も
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

も
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、
慣
れ
た
人
で
も
戸
惑
う
。
そ
も
そ
も
「c

o
o
k
ie

（
ク
ッ
キ
ー
）
」
や
「
追
跡
」
な
ど

の
用
語
の
意
味
を
、
普
通
の
人
が
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。

事
業
者
か
ら
す
れ
ば
、「
オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
し
た
の
に
、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
は
な
い
か
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
利
用
者
か
ら
す
れ
ば
、
「
能
力
を

超
え
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
示
さ
れ
て
も
困
る
」
と
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
現
状
で
は
事
業
者
も
保
護
派
利
用
者

も
と
も
に
不
満
を
抱
え
た
ま
ま
、
情
報
収
集
だ
け
が
進
む
と
い
う
不
健
全
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

活
用
派
の
無
念

一
方
、
活
用
派
は
、
便
益
が
あ
る
な
ら
個
人
情
報
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
特

に
現
状
で
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
「
デ
ー
タ
提
携
」
に
よ
る
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
例
、

た
と
え
ば
「
血
圧
が
上
が
る
と
買
い
物
に
レ
コ
メ
ン
ド
を
く
れ
る
」
「
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
近
く
で
普
段

買
っ
て
い
る
商
品
の
在
庫
処
分
を
実
施
中
と
教
え
て
く
る
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
デ
ー
タ
提
携
し
て
初

め
て
実
現
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
便
益
を
得
る
た
め
に
連
携
利
用
を
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
が
活

用
派
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
連
携
利
用
は
簡
単
に
は
実
現
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
事
業
者
が
個
人
か
ら
連
携
利
用
へ
の

同
意
を
と
る
手
間
が
膨
大
だ
か
ら
で
あ
る
。
連
携
利
用
に
前
向
き
な
人
が
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

自
分
の
顧
客
の
中
で
ど
れ
く
ら
い
が
前
向
き
で
、
ま
た
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
探

し
て
同
意
を
と
る
の
は
大
変
な
手
間
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
見
る
と
、
連
携
利
用
し
て
ほ
し
く
て
も
、

保
護
派
の
不
満

保
護
派
は
、
個
人
情
報
の
収
集
を
で
き
る
だ
け
止
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
は
合
法
で
あ
る

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
も
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
「
彼
ら
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始
時
に
許
諾
契
約
で
情
報
収

集
に
同
意
し
た
は
ず
」
と
言
っ
て
も
無
駄
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
許
諾
契
約
を
読
ま
な
い
し
、
読
ん

だ
と
し
て
も
利
用
開
始
前
に
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
か
は
分
か
ら
ず
、
ど
ん
な
情
報
が
収
集
さ
れ
る
か
も
分

か
ら
な
い
の
で
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
も
そ
も
契
約
書
は
、
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
抽
象
的
に
し
か

書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
選
択
肢
が
利
用
開
始
と
拒
否
の
二
択
し
か
な
い
。
こ
の
状
態
で
判
断
し
ろ

と
言
わ
れ
て
も
無
理
が
あ
り
、
個
人
情
報
収
集
に
本
当
に
許
諾
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
保
護

派
は
個
人
情
報
収
集
に
不
満
を
感
じ
な
が
ら
も
、
し
か
た
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

ろ
う
。

彼
ら
の
要
望
を
か
な
え
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
は
、
事
業
者
が
個
人
情
報
の
収
集
の
程
度
を
選
べ
る
オ

プ
シ
ョ
ン
を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
情
報
収
集
の
度
合
い
を
ユ
ー
ザ
ー

が
設
定
で
か
な
り
選
べ
る
し
、
グ
ー
グ
ル
に
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド
が
あ
っ
て
情
報
収
集
を
し
な
い
利

用
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
が
こ
れ
ら
の
設
定
を
選
び
、
最
適
点
を
選
べ
ば
問
題
は
解

決
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
解
決
案
は
現
実
に
は
機
能
し
て
い
な
い
。
実
際
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
各
種
設
定
も
グ
ー

グ
ル
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
設
定
を
行
う

た
め
に
は
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
こ
ま
で
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
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そ
れ
を
事
業
者
に
伝
え
る
方
法
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

解
決
案
と
し
て
、
最
初
の
許
諾
契
約
の
中
に
「
連
携
利
用
を
し
ま
す
」
と
書
い
て
お
く
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
抽
象
的
な
記
述
で
は
同
意
と
は
言
い
難
く
、
後
か
ら
「
そ
ん
な
同
意
は
し
て
い
な
い
」
と
言
わ

れ
れ
ば
す
べ
て
ご
破
算
と
な
る
。
ヤ＊

４

フ
ー
の
信
用
ス
コ
ア
事
件
、
リ＊

５

ク
ル
ー
ト
の
内
定
辞
退
率
事
件
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
許
諾
な
し
に
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
し
ま
っ
た
失
敗
例
で
あ
る
が
、
解
釈
に
よ
っ
て
は
許
諾
契
約
の

中
に
そ
れ
を
許
諾
し
た
と
と
れ
る
文
言
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
と
ろ

う
と
も
、
具
体
的
な
連
携
利
用
に
利
用
者
か
ら
の
不
満
が
爆
発
す
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
事
件
は
、
抽
象
的
な
許
諾
契
約
は
許
諾
に
は
な
ら
ず
、
許
諾
は
具
体
的
な
連
携
ご
と
に
と
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
具
体
的
な
連
携
ご
と
に
一
つ
ず
つ
許
諾
を
と
る
手
間
は
巨
大
す
ぎ

る
。
勢
い
会
社
ご
と
買
収
し
て
し
ま
え
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
前
節
で
述
べ
た
買
収
・
合
併
が

起
こ
る
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。

買
収
・
合
併
は
デ
ー
タ
利
用
が
曲
が
り
な
り
に
も
進
む
と
い
う
点
で
、
ま
だ
マ
シ
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

日
本
企
業
は
そ
の
長
期
雇
用
体
質
か
ら
買
収
・
合
併
を
苦
手
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

企
業
は
買
収
・
合
併
も
せ
ず
、
デ
ー
タ
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
連
携
利
用
せ
ず
に
、
た
だ
立
ち
枯
れ
し
て
い

4

4

4

4

4

4

4

く4

可
能
性
の
方
が
む
し
ろ
高
い
。
そ
こ
に
買
収
・
合
併
を
得
意
と
す
る
外
資
が
入
っ
て
き
て
デ
ー
タ
ご
と

ま
と
め
て
企
業
を
買
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
、
一
つ
の
（
あ
ま
り
あ
り
が
た
く
な
い
）
将
来
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
ろ
う
。

現
状
で
は
、
デ
ー
タ
連
携
利
用
に
前
向
き
の
活
用
派
の
希
望
は
事
業
者
に
は
伝
わ
ら
ず
、
事
業
者
は
活

用
派
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
の
み
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
デ
ー
タ
利

用
に
つ
い
て
無
念
を
抱
え
た
ま
ま
立
ち
つ
く
す
こ
と
に
な
る
。

解
決
策
―
一
例
と
し
て
の
集
中
管
理
機
構

解
決
策
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
保
護
派
と
活
用
派
の
抱
え
る
問
題
は
逆
方
向
で
あ
る
が
、
実
は
二
つ
の
問

題
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
個
人
情
報
保
護
と
利
活
用
に
つ
い
て
の
意
図
（
同
意
・
非
同
意
）
を
、
利

用
者
と
事
業
者
と
が
共
有
す
る
方
法
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
同
意
調
達
の
効
率
的
な
仕

組
み
が
な
い
。
あ
る
い
は
同
意
・
非
同
意
と
い
う
情
報
を
や
り
取
り
す
る
取
引
費
用
が
巨
大
で
、
取
引
が

成
立
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
正
攻
法
の
対
策
は
、
効
率
的
な
同
意
調
達
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
思
考
実
験
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
集
中
処
理

の
仕
組
み
を
提
案
し
て
み
よ
う
。
題
し
て
、
「
個
人
情
報
保
護
利
活
用
集
中
管
理
機
構
（
仮
称
）
」
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。

ま
ず
、
個
人
情
報
の
保
護
と
利
活
用
の
水
準
を
、
（
細
か
く
言
え
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
）
思
い
き
っ
て

５
段
階
程
度
に
縮
約
す
る
。
た
と
え
ば
、
①
個
人
情
報
を
全
く
収
集
し
な
い
、
②
収
集
し
て
自
社
内
サ
ー

ビ
ス
で
の
み
使
う
、
③
広
告
と
レ
コ
メ
ン
ド
に
使
う
、
④
連
携
利
用
に
も
使
う
（
事
前
承
認
）
、
⑤
連
携
利

用
に
も
使
う
（
事
後
承
認
）
の
５
段
階
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
段
階
を
特
定
の
管
理
ア
プ
リ
で
一

括
集
中
処
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
管
理
ア
プ
リ
を
開
く
と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
楽
天
、

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
主
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
並
ん
で
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
個
人
情
報
保
護
の
利
活
用
の
水
準

を
設
定
で
き
る
。



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

こ
の
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
集
中
処
理
と
５
段
階
へ
の
単
純
化
で
あ
る
。
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い
人
で
も
５

段
階
に
ま
で
単
純
化
し
、
か
つ
集
中
処
理
す
れ
ば
保
護
水
準
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
よ
り
友
人

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
相
談
し
て
、
「
○
○
ア
プ
リ
ど
の
設
定
に
し
て
る
？
」
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
保
護
派

は
こ
れ
を
使
っ
て
、
心
配
な
ア
プ
リ
の
個
人
情
報
収
集
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
活

用
派
は
、
連
携
利
用
の
意
図
を
事
業
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
業
者
は
こ
の
ア
プ
リ
を
通
じ
て
、

自
社
の
ユ
ー
ザ
ー
の
誰
が
連
携
利
用
に
前
向
き
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
も
と
に
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
企
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ア
プ
リ
は
公
的
な
性
格
を
帯
び
る
の
で
、
あ
る
程
度
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

ア
プ
リ
を
供
給
す
る
個
人
情
報
保
護
利
活
用
集
中
管
理
機
構
（
仮
称
）
は
、
半
ば
公
的
機
関
と
す
る
の
が

よ
い
だ
ろ
う
。
機
構
に
は
法
的
な
裏
付
け
を
与
え
て
、
各
事
業
者
に
は
こ
の
ア
プ
リ
で
選
ば
れ
た
設
定
が

送
ら
れ
て
き
た
と
き
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
案
に
は
ひ
な
型
が
あ
る
。
集
中
処
理
は
、
株
式
市
場
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
（
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
）

で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
、
取
引
を
一
か
所
で
集
中
処
理
す
る
こ
と
で
取
引
費
用
を
大
幅
に
節
約
し
、

資
金
調
達
あ
る
い
は
著
作
権
処
理
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
節
約
し
た
。
株
式
市
場
あ
っ
て
こ
そ
企
業
は
急
成

長
で
き
る
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
あ
っ
て
こ
そ
カ
ラ
オ
ケ
産
業
が
立
ち
上
が
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
著
作
権

収
入
を
得
る
こ
と
で
き
た
。
ま
た
、
少
数
の
段
階
に
単
純
化
し
て
縮
約
す
る
例
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
債

券
の
信
用
度
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
の
星
の
数
、
介
護
保
険
の
要
介
護
度
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
情
報
を

数
段
階
に
縮
約
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
た
個
人
情
報

保
護
利
活
用
集
中
管
理
機
構
（
仮
称
）
は
、
こ
の
二
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
個
人
情
報
の
保
護
と
利
活
用
に

も
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
案
は
一
つ
の
案
に
す
ぎ
ず
、
他
の
案
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
大
事
な
の
は
個
人
間
の
相
違
、

す
な
わ
ち
保
護
派
と
活
用
派
の
要
求
を
と
も
に
満
た
す
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
律
に

保
護
水
準
を
強
め
る
こ
と
は
活
用
派
の
利
益
を
侵
し
、
日
本
経
済
全
体
の
不
効
率
を
引
き
起
こ
す
。
一
方
、

一
律
に
保
護
水
準
を
緩
め
る
こ
と
は
保
護
派
の
利
益
を
侵
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
い
う
重
大

な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
望
ま
し
く
な
い
。
一
律
で
は
な
い
解
決
策
を
求
め
る
な
ら
、

多
様
な
個
人
の
要
求
に
応
じ
る
何
ら
か
の
仕
組
み
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
た
保
護
利
活

用
集
中
管
理
機
構
は
そ
の
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

終
わ
り
に
―
新
た
な
調
査
研
究
の
必
要
性

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
デ
ー
タ
が
競
争
力
を
持
つ
社
会
で
の
経
済
政
策
は
新
し
い
挑
戦
に
直
面
し
て
い

る
。
独
占
へ
の
危
惧
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
独
占
は
、
経
済
学
に
な
じ
み
の
あ
る
言
葉

で
言
え
ば
、
範
囲
の
経
済
に
よ
る
独
占
で
あ
る
。
し
か
し
範
囲
の
経
済
に
よ
る
独
占
は
、
経
済
学
で
は
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
問
題
に
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
通
常
は
異
な
る
二
つ
の
事
業
、
た
と
え
ば
自
動
車
と
金
融
、

あ
る
い
は
自
動
車
と
小
売
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
）
な
ど
を
一
体
化
す
れ
ば
、
利
益
も
あ
る
が
不
利
益
も
あ
り
、

独
占
の
危
惧
と
い
う
ほ
ど
の
一
方
的
な
優
位
は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
回
、
こ
れ
が
独
占
の
危
惧
を

生
ん
だ
の
は
、
「
デ
ー
タ
は
連
携
す
れ
ば
価
値
が
出
る
」
と
い
う
新
し
い
現
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
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註

*1.	 GAFA：Google,	Apple,	Facebook,	Amazon

*2.	 GLOCOM 六本木会議：GLOCOM では政策提言を念頭において有識者を集めた研究会

を組織している。それが六本木会議で、テーマ別に複数の研究会が同時並行で進み、

これまでセキュリティ、教育について政策提言を行ってきた。本稿でとりあげたデー

タ社会での経済政策についても研究会が組織されており、すでに報告書（参考文献２）

が出ている。

*3.	 たとえば、以下を参照。読者から寄せられるコメントの多くは肯定的な評価である。

NewsPicks	2019 年 11 月 18 日「ヤフーと LINE　経営統合で基本合意と正式発表」

	 <https://newspicks.com/news/4392128/>

*4.	 信用スコア事件：ヤフーがユーザーの信用度を指数化した値をユーザーに知らせな

いままに作成した事件である。指数はヤフー上の公開情報のみを使って作成し、す

ぐには使わないなど法的に見れば一定の配慮はしていたようであるが、ユーザーの

明確な同意がないまま作成したので、批判にさらされることになった。

*5.	 内定辞退率事件：リクルート社が自社サイトを利用した学生が内定辞退する確率を

計算し、それを内定先企業に提供していた事件である。契約上は合法といえる部分

もあったともいわれるが、それ以前に仮に合法でもモラル的に問題とされ、社会問

題化した。

参考文献

1.	 山口真一・佐相宏明・青木志保子（2019）「プラットフォーム事業者のデータの収集・

活用に対する人々の評価―CVM による支払い意思額の推計―」GLOCOM	Discussion	

Paper	Series	19-002

	 	<http://www.glocom.ac.jp/discussionpaper/dp14>

2.	 GLOCOM 六本木会議「データ社会における競争力」研究会中間報告書「データが競

争力を生みだす社会での経済政策」2019 年 12 月 17 日

	 	 	 	 	 <https://roppongi-kaigi.org/wp-content/uploads/2019/12/WG_Data-Society-

Competitiveness_Midterm_Report2019.pdf>

新
し
い
現
実
は
、
経
済
理
論
的
に
も
実
証
分
析
的
に
も
新
た
な
対
応
を
迫
っ
て
い
る
。

個
人
情
報
の
保
護
と
利
活
用
で
は
、
デ
ー
タ
自
体
が
財
と
し
て
扱
う
に
は
特
殊
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
が

つ
い
て
ま
わ
る
。
デ
ー
タ
は
現
在
の
石
油
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
石
油
の
価
値
は
あ
る
妥
当
な
範
囲
に
収

ま
る
の
に
対
し
、
デ
ー
タ
の
価
値
は
極
端
に
変
動
し
、
一
瞬
で
ゼ
ロ
に
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
特
定
の
人

に
と
っ
て
は
巨
大
な
価
値
を
持
つ
よ
う
に
変
貌
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
石
油
は
同
質
財
で
あ
る
が
、
デ
ー

タ
は
極
め
て
異
質
性
が
高
く
、
そ
も
そ
も
量
的
に
測
り
に
く
い
。
個
人
情
報
に
即
し
て
言
え
ば
、
個
人
情

報
を
渡
し
た
く
な
い
と
い
う
保
護
派
と
、
渡
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
活
用
派
が
い
て
、
い
わ
ば
プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
共
存
す
る
。
「
自
分
の
個
人
情
報
を
人
に
渡
す
に
は
い
く
ら
も
ら
え
ば
引
き
合
う
か
」

を
聞
く
と
、
数
十
円
の
人
か
ら
百
万
円
の
人
ま
で
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
性
質
は
通
常
の
財
で
は
あ
ま
り
見

ら
れ
ず
、
財
に
な
ぞ
ら
え
て
デ
ー
タ
利
活
用
を
分
析
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
経
済
分

析
は
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
新
た
な
調
査
研
究
の
必
要
性
を
列
挙
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
本
稿
で
で
き
る
の
は
こ
こ

ま
で
で
あ
り
、
自
他
と
も
に
含
め
て
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

な
お
、
本
稿
で
言
い
残
し
た
問
題
と
し
て
、
産
業
デ
ー
タ
の
利
用
、
医
療
デ
ー
タ
の
特
殊
性
の
論
点
が

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
六
本
木
会
議
の
報
告
書

（
２
）

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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第 7 章

日本流パーソナルデータ
利活用の実現に向けた
企業変革
プライバシー保護とイノベーションの
トレードオンを目指して

株式会社 日本総合研究所

リサーチ・コンサルティング部門 上席主任研究員

一般社団法人 データ流通推進協議会 理事

若目田 光生
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ニ
ュ
ー
オ
イ
ル
が
生
み
出
す
新
た
な
社
会
課
題
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」

２
０
１
１
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
に
て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
は
新
し
い
オ
イ
ル
（
石
油
）
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
の
方
向
が
示
さ
れ
た＊

１

。
そ
し
て
、
高
度
な
加
工
技
術
に
よ
り
石
油
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
付
加
価
値
製
品
が

生
み
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
加
工
技
術
の
進
化
に
よ
り
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
は
新
た
な
経
済
的
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
石
油
が
近
代
社
会
に

公
害
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
社
会
課
題
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
と
い
う
新
し
い
資

源
の
乱
獲
は
、
人
間
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
さ
ら
に
は
差
別
や
排
除
な
ど
、
デ
ー

タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
負
の
象
徴
と
も
い
え
る
新
た
な
社
会
課
題
を
生
み
出
し
た
。

２
０
１
２
年
に
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
が
取
り
上
げ
た
、
米
小
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト

社
の
「
妊
娠
予
測
ス
コ
ア
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド＊

２

は
、
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
可
能
性
」
と
同
時
に
、
「
父
親
で
も

気
づ
か
ぬ
娘
の
妊
娠
の
兆
候
が
、
知
ら
ぬ
間
に
購
買
履
歴
か
ら
分
析
さ
れ
る
こ
と
へ
の
怖
さ
」
と
い
う
負

の
側
面
を
世
に
知
ら
し
め
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
３
年
の
ス
ノ
ー
デ
ン
事
件
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、

政
府
に
よ
る
大
規
模
監
視
、
２
０
１
８
年
に
明
る
み
に
出
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
が
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に

活
用
さ
れ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
問
題
な
ど
を
契
機
に
、
世
界
規
模
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ

や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
り
、
新
た
な
社
会
課
題
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で

は
こ
の
課
題
を
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
で
表
現
し
た
い
。

我
々
人
類
は
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
た
債
務
で
あ
る
気
候
変
動
に
対
し
、
国
連
の
枠
組
み
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）
な
ど
、
地
球

規
模
の
ス
キ
ー
ム
で
策
を
講
じ
つ
つ
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
の
克
服
は
、
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
趣
旨
に
も
合
致

し
、
18
番
目
の
目
標
を
掲
げ
る
と
す
れ
ば
、
私
は
こ
の
テ
ー
マ
を
提
案
し
た
い
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
資
本
主
義
と
相
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
責
任
投
資
原
則
）

に
基
づ
い
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
投
資
な
ど
、
む
し
ろ
資
本
主
義
的
活
動
と
目
的
が

一
体
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
稿
は
、
国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
法
制
度
や
ル
ー

ル
な
ど
社
会
規
範
の
論
点
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
基
づ
く
国
や
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
と
い
う
義

務
的
な
論
点
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
合
致
し
た
経
済
活
動
と
い
う
企
業
戦
略
的
視
点
で
述
べ
た

い
。

デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
社
会
課
題
解
決
の
ジ
レ
ン
マ

本
来
、
デ
ー
タ
活
用
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
の
健
康
や
福
祉
、
平
等
で
公
正
な
社
会

の
実
現
、
地
球
規
模
の
最
適
化
や
効
率
化
な
ど
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
送
金
・
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
Ｍ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ａ
（
エ
ム
ペ
サ
）
」
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
グ
ラ
ミ
ン
グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、
新
興
国

に
お
け
る
成
功
モ
デ
ル
は
、
世
界
中
の
多
く
の
問
題
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ー
タ
で
解
決
で
き
る
こ
と
を
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証
明
し
た
。
し
か
し
、
世
界
を
揺
る
が
す
個
人
デ
ー
タ
の
流
出
、
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
へ
の
活
用
、
監

視
社
会
に
よ
る
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
想
起
な
ど
、
自
身
の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
不

満
が
、
結
果
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
た
目
標
達
成
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
な
ん
と
も
皮
肉
で
あ
る
。

ダ
ボ
ス
会
議
で
予
見
さ
れ
た
と
お
り
、
日
本
に
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
ブ
ー
ム
は
訪
れ
た
。
そ
し
て

２
０
１
３
年
は
、
日
本
に
お
い
て
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
光
と
影
が
交
差
し
た
象
徴
的
な
年
で
あ
る
。

日
本
の
大
手
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
は
競
い
合
っ
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
専
門
組
織
を
立
ち
上
げ
、
華
々
し
く
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
体
系
を
打
ち
出
す
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
「S

u
ic
a

事
案
」
が
発
生
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
乗
降
履
歴

を
日
立
製
作
所
に
販
売
す
る
こ
と
に
対
す
る
「
気
持
ち
悪
い
、
何
だ
か
嫌
だ
」
と
い
う
利
用
者
か
ら
の
反

発
は
、
合
法
か
否
か
の
議
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
重
要
性
を
事
業
者
に
痛
感
さ
せ
た
。

そ
の
後
間
も
な
く
、
情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
「
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」
に
お
い
て
、

カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
デ
ー
タ
取
得
と
顔
識
別
技
術
を
活
用
し
た
人
流
解
析
を
行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
行

動
を
ト
レ
ー
ス
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
関
す
る
懸
念
が
噴
出
し
、
延

期
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
れ
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
「
情
報
漏
洩
」
が
メ
デ
ィ
ア
や
国
民
の
関
心
事
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、

明
ら
か
に
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
懸
念
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
時
に
そ
れ
ら
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
炎
上
」
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
、
経
済
合
理
性
を
追
求
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
ビ
ジ

ネ
ス
の
弱
点
を
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
報
道
が
過
熱
す
る
こ
と
に
比
例
し
、
伝
統
的
な

日
本
企
業
を
中
心
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
活
用
を
過
度
に
躊
躇
す
る
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
た
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
デ
ー
タ
活
用
は
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
ケ
ー
ス
は
、
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
等
の
安
全
対
策
の
検
討
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
人
の
流
れ
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
検
証＊

３

」
と
い
う
公
共

性
の
高
い
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
結
果
的
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
へ
の
不
安
や
、
事
業
者
が
躊
躇
す

る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

当
時
私
は
、
日
本
電
気
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
全
社
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
事
業
を
統
括
す
る
立

場
だ
っ
た
が
、
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
案
件
で
あ
っ
て
も
、
炎
上
防
止
と
い
う
企
業
リ
ス
ク
の
側

面
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
ざ
る
を
得
な
い
時
が
あ
り
、
ジ
レ
ン
マ
を
抱
い
て
い
た
。

社
会
価
値
と
経
済
価
値
を
両
立
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
は
新
し
い
オ
イ
ル
」
と
報
告
さ
れ
た
ダ
ボ
ス
会
議
が
開
催
さ
れ
た
２
０
１
１
年
、

時
を
同
じ
く
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
教
授
は
、
新
し
い

経
営
モ
デ
ル
で
あ
る
「
共
通
価
値
の
創
造
」
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
゠C

re
a
tin

g
	S
h
a
re
d
	V

a
lu
e

）
を
提
唱
し
た
。
従

前
の
ア
メ
リ
カ
型
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
社
会
価
値
と
経
済
価
値
は
二
律
背
反
（
ト
レ
ー
ド
オ
フ
）
の

関
係
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
社
会
課
題
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
で
競
争

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
価
値
の
向
上
（
経
済
の
成
長
）
と
持
続
的
な
社
会
が
両
立
で
き
る
と
、
ポ
ー

タ
ー
は
説
い
た
。
従
前
か
ら
あ
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（C

o
rp
o
ra
te
	S
o
c
ia
l	R

e
sp
o
n
sib

ility

）
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
と
し
て
、
義
務
的
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
的
な
活
動
を
指
す
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
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は
社
会
価
値
と
経
済
価
値
を
両
立
す
る
戦
略
と
し
て
、

本
業
に
連
動
す
る
こ
と
が
違
い
で
あ
る
（
図
表
１
）
。

日
本
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
研
究
に
お
け
る
第
一
人
者
で

あ
り
、
ポ
ー
タ
ー
と
も
親
交
の
深
い
、
一
橋
大
学
大
学

院
経
営
管
理
研
究
科
の
名
和
高
司
教
授
は
、
２
０
１
４

年
、
経
営
改
革
を
目
指
す
日
本
企
業
を
集
め
「
Ｃ
Ｓ
Ｖ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
主
宰
し
、
日
本
型
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
Ｊ
‐
Ｃ

Ｓ
Ｖ
）
の
姿
を
模
索
し
た
。
折
し
も
、
先
に
述
べ
た
パ
ー

ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
活
用
の
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
た
時
に
、

幸
い
に
も
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
学
ぶ
機
会
を
得
た
。

ポ
ー
タ
ー
が
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
提
唱
し
た
と
ほ
ぼ
同
時
に
萌

芽
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
進
展
に
伴
う
リ
ア
ル
社
会
の
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
の

増
大
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
の
進
化
や
５
Ｇ
時
代
も
見
据
え
、

ま
さ
に
「
デ
ー
タ
の
世
紀
」
と
称
さ
れ
る
時
代
に
突
入

し
た
。
今
改
め
て
、
新
た
な
社
会
課
題
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」

の
克
服
と
、
そ
れ
を
通
じ
た
競
争
優
位
性
の
確
保
と
い

う
ト
レ
ー
ド
オ
ン
の
道
筋
を
考
え
て
み
た
い
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
成
功
事
例
と
ス
パ
イ
ラ
ル
成
長
モ
デ
ル

「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
発
生
以
前
に
も
、
企
業
の
経
済
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
生
み
出
し
た
が
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
り
、
そ
れ
ら
社
会
課
題
の
解
決
と
自
社
事
業
の
成
長
を
両
立
し
た
成
功
事
例
も
存
在
す
る
。

自
動
車
の
発
明
、
普
及
は
人
の
移
動
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
が
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
や
、

交
通
事
故
と
い
っ
た
深
刻
な
社
会
課
題
を
生
み
出
し
た
。
食
品
会
社
や
飲
料
会
社
は
、
「
お
い
し
さ
や
食
の

楽
し
さ
」
を
追
求
し
、
生
活
の
質
を
変
革
し
た
が
、
肥
満
や
糖
尿
病
、
あ
る
い
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
い
っ

た
人
の
健
康
を
損
な
う
新
た
な
社
会
課
題
を
生
み
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
全
く
予
期
で
き
な
い
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
シ
ェ
ア
の
寡
占
化
や

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
成
功
に
よ
り
経
済
価
値
が
最
大
化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
顕
在
化
す
る
こ
と
が
多
い
。

社
会
課
題
の
過
小
評
価
や
打
ち
手
の
遅
れ
が
、
企
業
と
市
民
社
会
と
の
価
値
観
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
広
げ
、
批

判
や
不
買
に
よ
る
収
益
減
や
株
価
下
落
な
ど
経
済
価
値
の
棄
損
を
生
む
。
一
方
で
、
成
功
企
業
は
、
コ
ア

事
業
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
成
功
に
安
住
せ
ず
、
連
鎖
的
に
社
会
課
題
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
経
営
戦
略
に
よ
り
、
持
続
的
に
成
長
し
て
き
た
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
こ
の
社
会
課
題
の
連
鎖
へ
適
合
し
つ
つ
持
続
的
に
成
長
す
る
こ
と
を
「
Ｃ

Ｓ
Ｖ
ス
パ
イ
ラ
ル
発
展
モ
デ
ル
」
と
称
し
、
事
例
研
究
を
行
っ
た
。
自
動
車
の
例
で
い
え
ば
、
ト
ヨ
タ
は

環
境
対
策
車
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
結
果
、
世
界
で
最
も
早
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
量
産

に
成
功
し
、
す
で
に
１
０
０
０
万
台
以
上
を
出
荷
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
効
果
は
約
７
７
０
０
万
ト
ン
と
、
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経
済
価
値
と
社
会
価
値
の
両
立
を
実
現
し
た
。
飲
料
の
例
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
多
発
と
い
う
社

会
課
題
に
対
し
、
キ
リ
ン
は
い
ち
早
く
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
を
開
発
、
ビ
ー
ル
と
遜
色
な
い
味
を
実

現
し
ヒ
ッ
ト
商
品
を
打
ち
出
し
た
。
糖
質
ゼ
ロ
で
脂
肪
の
吸
収
を
抑
え
る
史
上
初
の
特
保
コ
ー
ラ
「
メ
ッ

ツ	
コ
ー
ラ
」
も
、
コ
ー
ラ
は
体
に
悪
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
１
８
０
度
覆
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
と
ペ
プ
シ
の
寡
占
状
態
に
風
穴
を
開
け
た
。

こ
れ
ら
の
成
功
モ
デ
ル
は
、
法
制
度
や
社
会
規
範
、
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
義
務
的
な

取
り
組
み
で
は
な
く
、
本
業
に
関
わ
る
事
業
戦
略
と
し
て
社
会
課
題
に
向
き
合
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
場
合
は
、
奥
田
碩
社
長
（
当
時
）
が
、
「
打
倒
ト
ヨ
タ
」
を
宣
言
し
セ
ル
フ
・

デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け
て
い
た
過
程
で
、
「
初
代
プ
リ
ウ
ス
」
が
高
い
完
成
度
で
世
に
送
り
出
さ
れ

た
。
キ
リ
ン
は
日
本
で
初
め
て
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
名
に
冠
し
た
組
織
を
作
り
、
ト
ッ
プ
以
下
全
社
で
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
取

り
組
む
旨
を
宣
言
し
て
い
る
。
両
社
と
も
、
間
接
的
に
で
も
本
業
が
社
会
課
題
に
加
担
し
て
い
る
と
い
う

負
の
側
面
か
ら
逃
げ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ

そ
し
て
現
在
、
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
主
役
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
効
果
に
よ
り
、
伝
統
的
な
工
業
製
品
な
ど
に
比
べ
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や
寡
占
化
ま
で
の
速
度
が
劇
的

に
速
い
。
結
果
的
に
、
新
た
な
社
会
課
題
が
生
み
出
さ
れ
る
速
度
も
速
く
な
り
、
「
成
長
ス
パ
イ
ラ
ル
」
の

周
期
は
短
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
経
済
価
値
の
追
求
に
よ
る
新
た
な
社
会
課
題
の
発
生
（
社
会
価
値
の
棄

損
）
」
と
「
新
た
な
社
会
課
題
へ
の
対
応
（
社
会
価
値
の
創
出
）
に
よ
る
新
た
な
経
済
価
値
の
獲
得
」
と
が
、

切
れ
目
な
く
高
速
に
切
り
替
わ
る
環
境
へ
の
適
合
こ
そ
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
」
の
在
り
方
で
あ
り
、

持
続
的
成
長
を
可
能
と
す
る
企
業
変
革
の
方
向
性
と
な
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
ク
レ
イ
ト
ン
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
教
授
の
名
著
『
イ＊

４

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
』
は
「
一
度
成
功
し
た
イ
ノ
ベ
ー
タ
は
、
次
は
格
下
と
思
っ
て
い
た
相
手
に
倒
さ
れ
る
」

と
い
う
危
機
感
を
伝
統
的
企
業
に
抱
か
せ
た
。
教
授
は
、
「
シ
ェ
ア
を
有
す
る
企
業
は
既
存
の
顧
客
の
評
価

基
準
に
応
え
る
た
め
に
『
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
を
目
指
す
が
、
異
な
る
基
準
で
評
価
さ
れ
る
環
境

の
変
化
が
『
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
を
生
み
出
し
、
そ
の
企
業
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
」
と
、
そ
の

要
因
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
ス
パ
イ
ラ
ル
発
展
モ
デ
ル
」
に
て
導
出
し
た
、
「
シ
ェ
ア
獲
得
、

寡
占
化
と
い
う
自
社
サ
ー
ビ
ス
の
成
功
の
陰
で
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
社
会
課
題
」
は
、
教
授
が
指
摘
を

し
た
「
異
な
る
基
準
で
評
価
さ
れ
る
環
境
の
変
化
」
の
ト
リ
ガ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
う
る
。

「
新
た
な
評
価
基
準
」
が
迅
速
に
醸
成
さ
れ
る
背
景
に
は
、
消
費
者
の
社
会
的
価
値
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
や
消
費
行
動
の
変
化
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
拡
大
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
浸
透
に
よ
る
資
本
市
場

の
変
化
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
影
響
力
の
拡
大
と
い
っ
た
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
。
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
に
対
し
て
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
へ
の
影
響
を
論
点
と
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
課
題
提
起
や
不
買
運
動
な
ど
の
ア
ク
シ
ョ

ン
が
世
界
で
発
生
し
て
い
る
（
図
表
２
）
。
そ
れ
に
対
し
、
現
実
に
、「
予
測
精
度
や
認
識
率
の
向
上
」
と
い
っ

た
評
価
基
準
か
ら
、
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
と
い
う
評
価
基
準
へ



図表２　技術による人権侵害に対する NGO の指摘

出所：『ウォール・ストリート・ジャーナル』『MIT テクノロジーレビュー』

『朝日新聞 Globe+』などを参考に筆者作成

図表３　ネスレの CSV 経営の全体像

出所：ネスレホームページ　<https://www.nestle.co.jp/csv>
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と
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

で
は
、
市
場
の
評
価
基
準
が
螺
旋
的
に
変
化
し
続
け

る
時
代
に
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に
対
峙
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。
「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
我
々

は
事
例
研
究
を
通
じ
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

・
未
来
に
発
生
し
う
る
新
た
な
社
会
課
題
や
価
値
観

の
変
化
を
洞
察
す
る
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

・
自
ら
の
成
功
事
例
に
対
す
る
セ
ル
フ
・
デ
ィ
ス
ラ

プ
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け
る
組
織
や
プ
ロ
セ
ス
構
築

・
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
継
続
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・
「
本
業
」
の
ず
ら
し
や
異
結
合
の
検
討
な
ど
、
積

極
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
展
開

こ
う
考
え
る
と
、
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
実
践
は
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ

ン
（
Ｐ
ｂ
Ｄ
）
」
の
原
則
に
掲
げ
る
「
事
前
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

や
「
デ
ザ
イ
ン
へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
組
込
み
」
に
通

じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る

Ｃ
Ｓ
Ｖ
推
進
の
三
つ
の
レ
バ
ー

ポ
ー
タ
ー
が
２
０
１
１
年
の
論
文
で
紹
介
し
、
現
在

も
な
お
徹
底
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
に
取
り
組
み
、
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
と
さ
れ
る
企
業
が
ネ
ス
レ
で
あ
る
。
ポ
ー

タ
ー
が
掲
げ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
実
現
す
る
三
つ
の
レ
バ
ー
、

「
自
社
の
強
み
を
活
か
し
た
社
会
課
題
の
解
決
に
役
立
つ

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
」
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
生
産
性
の
改
善
」
「
地
域
生
態
系
の
構
築
」
、
ネ
ス
レ

は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
真
摯
に
実
践
し
続
け
、
社
会
価
値
、

経
済
価
値
と
も
高
い
レ
ベ
ル
で
生
み
出
し
続
け
て
い
る

（
図
表
３
）
。
ネ
ス
レ
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
て
、
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
を
考
え
て
み
よ
う
。
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① 

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
「
科
学
に
基
づ
く
栄
養
と
健
康
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

ネ
ス
レ
は
自
ら
の
本
業
を
、「
食
品
」
と
い
う
手
段
か
ら
「
栄
養
」
と
い
う
目
的
へ
と
、
大
き
く
定
義
し
直
し
、

定
量
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
。
栄
養
価
値
が
高
く
、
健
康
に
良
い
製
品
を
作
る
こ
と
は
事
業
の
根
幹
で
あ
り
、

た
と
え
ば
、「
乳
児
、
子
ど
も
、
妊
娠
中
や
出
産
後
の
女
性
向
け
の
栄
養
の
あ
る
新
製
品
の
開
発
数
」
と
い
っ

た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
目
標
を
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
社
会
に
対
し
何
が
で
き
る

か
（
パ
ー
パ
ス
）
」
を
主
軸
に
考
え
、
共
通
価
値
を
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
で
、
本
業
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
社
会
課
題
の
解
決
に
直
結
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
置
き
換
え
れ
ば
、
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
」
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
る
。
思

え
ば
、
デ
ー
タ
あ
り
き
で
「
何
か
に
使
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
目
的
の
後
付
け
、
も
し
く
は
「
せ
っ

か
く
だ
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
使
い
た
い
」
と
い
っ
た
目
的
が
変
化
す
る
ケ
ー
ス
が
い
か
に
多
い
こ

と
か
。
日
本
に
お
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
た
と
え
ば
「
認
知
症
の
予
防

方
法
の
開
発
」
「
そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢
者
に
最
適
化
さ
れ
た
栄
養
の
摂
り
方
や
筋
肉
の
衰
え
を
防
ぐ
た
め
の
提

案
」
と
い
っ
た
パ
ー
パ
ス
と
共
通
価
値
の
明
確
化
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
に
関
す
る
生
活
者
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
や
す
い
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
の
保
護
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も
、
Ｃ
Ｓ

Ｖ
の
取
り
組
み
と
し
て
期
待
し
た
い
。
従
前
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
強
化
技
術
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ｓ
）
と
呼
ば
れ
、

匿
名
化
や
暗
号
化
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
法
的
な
義
務
や
責
任
の
緩
和
と
組
み
合
わ
せ
て
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
受
け
身
的
、
免
罪
符
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
な
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
の
根
底
に
は
、
不
平
等
、
不
安
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
「
不
」
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の

根
本
的
な
解
消
こ
そ
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ネ
ッ
ト
上
の
み
な
ら
ず
実
社
会

に
お
け
る
セ
ン
シ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ス
（
顔
照
合
や
行
動
情
報
）
の
可
否
を
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
究
極
の
「D

o
	N

o
t	T

ra
c
k

」
機
能
、
あ
る
い
は
、
ど
れ
だ
け
転
々
と
流
通
し
て
も
、
自
身
の
デ
ー
タ
が

誰
に
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
わ
れ
、
結
果
的
に
何
に
貢
献
し
た
か
を
、
い
つ
で
も
棚
卸
し
で
き
る
究
極
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
。
突
き
詰
め
る
と
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
お
け
る
「
不
」
の
解
消
と
は
、
人

間
の
基
本
的
な
権
利
を
担
保
し
て
く
れ
る
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

② 

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
「
持
続
可
能
な
水
資
源
」

ネ
ス
レ
は
自
社
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
、
「
持
続
可
能
な
水
利
用
」
を
推
進

し
て
い
る
。
商
品
の
原
材
料
と
し
て
水
を
扱
う
世
界
最
大
の
企
業
で
あ
り
、
工
場
で
の
利
用
、
カ
カ
オ
や
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
栽
培
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
水
資
源
に
関
わ
る
利
用
効
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、
事
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
基
本
的
要
件
で
あ
る
。

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
資
源
は
、
迷
う
こ
と
な
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
し
て
「
持

続
可
能
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
活
用
」
と
は
、
「
デ
ー
タ
主
体
で
あ
る
個
人
と
の
信
頼
に
基
づ
き
、
目
的
の

達
成
に
資
す
る
最
適
な
デ
ー
タ
を
最
適
な
状
態
で
取
得
し
、
デ
ー
タ
主
体
の
豊
か
な
生
活
、
お
よ
び
社
会

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
定
義
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
明
確
な
目
標
設
定
と
、
そ
れ
に
対

し
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
真
摯
な
努
力
、
言
い
換
え
れ
ば
「
信
頼
と
共
感
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
重

要
と
な
る
。
逆
に
、
技
術
的
、
経
済
的
な
関
心
の
み
が
先
行
す
る
デ
ー
タ
の
取
得
、
活
用
は
、
資
源
の
乱
獲
、

乱
用
に
等
し
い
行
為
と
考
え
、
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
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ネ
ス
レ
は
、
共
同
作
業
を
必
要
と
す
る
世
界
規
模
の
課
題
と
認
識
し
、
ウ＊

５

ォ
ー
タ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
の
推
進
も
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
掲
げ
て
い
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
は
、
Ａ
Ｉ
と
の
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
経
済
価
値

が
絶
大
な
ゆ
え
、
政
府
は
自
国
の
都
合
か
ら
ど
う
し
て
も
抜
け
切
れ
ず
、
国
家
間
の
ル
ー
ル
の
枠
組
み
に

は
ス
ピ
ー
ド
、
拘
束
力
、
実
効
性
に
制
約
が
生
じ
る
。
本
来
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
市
民
社
会
へ
の
期
待
が
大

き
い
が
、
残
念
な
こ
と
に
現
時
点
で
は
、
「
技
術
（
産
業
界
）
vs	

人
権
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
」
と
い
う
対
立
軸
が
目

立
つ
。
「
持
続
可
能
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
活
用
」
と
い
う
共
通
課
題
に
対
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
し
、
新
た

な
秩
序
の
構
築
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
企
業
戦
略
で
あ
る
。

③ 

生
態
系
の
構
築
「
農
業
・
地
域
開
発
」

ネ
ス
レ
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
農
業
・
地
域
開
発
」
を
重
要
視
し
て
お
り
、
「
ネ
ス
レ	

カ
カ
オ
プ

ラ
ン
」
の
取
り
組
み
は
特
に
有
名
で
あ
る
。
農
業
従
事
者
が
直
面
す
る
課
題
に
対
峙
し
、
彼
ら
の
生
産
性

と
収
入
の
向
上
を
支
え
、
長
期
的
に
良
質
な
カ
カ
オ
豆
の
確
保
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
過
程

で
は
、
農
村
に
お
け
る
児
童
労
働
の
排
除
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
「
責

任
あ
る
調
達
」
は
、
人
権
、
環
境
な
ど
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
適
合
性
の
厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
と
し
て
、

各
国
の
法
制
度
以
上
に
強
力
な
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る＊

６

。

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
主
体
（
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
本
人
）
と
デ
ー
タ
取
得
者
（
活

用
者
）
と
い
う
二
者
間
の
関
係
か
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
加
工
、
取
引
市
場
な
ど
の
機
能
を
経
由
し
、
第
三

者
が
価
値
創
出
す
る
、
デ
ー
タ
流
通
（
デ
ー
タ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
、
デ
ー

タ
主
体
の
保
護
に
関
す
る
法
規
制
は
あ
る
が
、
伝
統
的
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
「
責
任
あ
る
調
達
」

に
相
当
す
る
「
責
任
あ
る
デ
ー
タ
調
達
」
と
い
う
仕
組
み
は
、
ま
だ
議
論
が
成
熟
し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
「
購
入
し
た
デ
ー
タ
が
、
実
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
、

あ
る
い
は
「
購
入
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
、
人
権
に
問
題
が
あ
る
デ
ー
タ
か
ら
生
成
さ
れ
て
い
た
」
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
。
こ
れ
ら
が
公
知
と
な
っ
た
際
に
は
、
「
自
分
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
」
と
は
い
え
、
「
人
権
侵

害
へ
の
加
担
」
に
相
当
し
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
社
会
的
責
任
の
追
及
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
棄
損

は
免
れ
な
い
。
魅
力
あ
る
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
、
取
得
の
過
程
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
侵
害
に

懸
念
が
あ
る
場
合
は
、
調
達
を
辞
退
す
る
姿
勢
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
社
の
リ
ス
ク
観
点
の
み
な
ら
ず
、

デ
ー
タ
を
取
得
す
る
事
業
者
の
健
全
化
を
促
し
、
そ
の
地
域
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
の
保
護
に
つ
な
が

る
。ま

た
、
デ
ー
タ
取
得
時
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
配
慮
に
つ
い
て
、
技
術
的
支
援
や
教
育
な
ど

の
人
的
支
援
を
通
し
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
で
「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
の
発
生
を
回
避
す
る
取
り
組
み
も
推

奨
し
た
い
。
カ
カ
オ
プ
ラ
ン
の
農
村
支
援
と
同
様
、
高
品
質
な
デ
ー
タ
の
安
定
的
な
確
保
と
い
う
経
済
価

値
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
実
現
す
る
組
織
や
人
材

日
本
企
業
が
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
や
人
材
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
実
践
し
た
私
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。



図表４　データ流通戦略室の役割

出所：筆者作成
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データ智場 #

123

Web 用
データ

顔
照
合
な
ど
の
画
像
解
析
技
術
や
Ａ
Ｉ
を
強
み
と
す

る
同
社
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
両
立
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
双
方
を
担

う
専
門
組
織
と
し
て
「
デ＊

７

ー
タ
流
通
戦
略
室
」
を
立
ち

上
げ
た
。
国
の
検
討
会
の
議
論
や
、
机
上
の
検
討
で
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
型
の
大
企
業
」
に
お
い
て
実

践
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
多
少
な
り
と
も
参
考
に
な

る
点
は
あ
る
と
考
え
る
（
図
表
４
）
。

ト
ッ
プ
の
関
与

ま
ず
、
経
営
ト
ッ
プ
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
事
業
企
画
の
両
面
を
担
う
専
門
組
織
の
立
ち
上
げ

方
針
が
早
々
に
決
定
し
、
多
く
の
関
連
部
門
の
円
滑
な

調
整
に
つ
な
が
っ
た
。

基
本
ポ
リ
シ
ー
の
構
築

今
後
、
連
鎖
的
に
発
生
す
る
「
技
術
進
化
と
人
権
課
題
」

に
対
応
す
る
た
め
の
価
値
観
の
共
有
が
究
極
の
目
標
で

あ
り
、
そ
れ
を
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、
全
社
員
へ
浸
透
さ
せ
、
社
外
に
も
発
信
す
る
た
め
に
、「
グ＊

８

ル
ー

プ
基
本
ポ
リ
シ
ー
」
の
策
定
を
重
要
な
役
割
と
し
た
。

新
組
織
の
配
置
場
所
、
分
掌
役
員

新
組
織
は
「
攻
め
」
と
「
守
り
」
の
役
割
を
担
う
た
め
、
法
務
・
リ
ス
ク
管
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

新
事
業
開
発
、
経
営
企
画
な
ど
、
組
織
を
配
置
す
る
ラ
イ
ン
お
よ
び
分
掌
役
員
に
関
し
多
く
の
選
択
肢
が

あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
時
点
は
、
Ｐ
ｂ
Ｄ
の
原
則
に
基
づ
き
、
よ
り
上
流
に
位
置
す
る
新
事
業
開
発
ユ
ニ
ッ

ト
（
Ｃ＊

９

Ｍ
Ｏ
が
分
掌
）
の
中
に
組
織
を
設
置
し
た
。

事
業
部
門
と
の
関
係

審
査
や
チ
ェ
ッ
ク
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
倫
理
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
（
駆
け
込
み
寺
的

機
能
）
と
し
て
門
戸
を
開
い
た
。
よ
っ
て
「
法
に
抵
触
す
る
か
否
か
」
の
判
断
よ
り
も
、
「
市
民
社
会
か
ら

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
獲
得
の
た
め
の
処
方
箋
」
を
重
視
し
た
。
結
果
、
炎
上
防
止
と
と
も
に
、
多
く
の
事
例

や
悩
み
が
集
約
で
き
た
。

法
務
部
門
と
の
役
割
分
担

ミ
ッ
シ
ョ
ン
遂
行
に
は
、
技
術
、
事
業
デ
ザ
イ
ン
、
法
務
ス
キ
ル
の
す
べ
て
が
不
可
欠
。
課
題
解
決
型

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
に
お
け
る
要
件
定
義
、
ル
ー
ル
や
社
会
規
範
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
新
時
代
の
法
務
人
材
の

育
成
に
関
し
、
法
務
部
門
の
賛
同
を
得
て
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
社
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
、
政
府
や
業
界
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
、
ま
ず
は

ビ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
（
可
視
性
）
を
高
め
る
こ
と
に
注
力
し
た
。
関
連
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
キ
ル
が

社
内
に
分
散
し
て
お
り
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
兼
務
に
よ
り
集
約
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
継
続
に

よ
り
、
常
に
自
社
施
策
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
内
教
育

全
社
員
対
象
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、
役
員
や
外
部
有
識
者
が
登
壇
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
ま
た
、

「
駆
け
込
み
寺
機
能
」
に
よ
り
ハ
ン
ズ
オ
ン
で
実
案
件
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
業
部
に
核
と
な

る
人
材
が
育
成
さ
れ
た
。

専
門
人
材
育
成
、
外
部
専
門
ス
キ
ル
と
の
連
携

専
門
人
材
は
、
先
に
紹
介
し
た
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
マ
ル
チ
ス
キ
ル
化
を
軸
に
育
成
を
目
指

し
た
が
、
判
断
に
迷
う
ケ
ー
ス
な
ど
は
、
随
時
社
外
の
有
識
者
か
ら
な
る
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
実
施
し
対
応
し
た
。

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
に
対
す
る
法
学
的
な
検
討
を
行
っ
た
。

日
本
流
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
利
活
用
に
お
け
る
今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
企
業
戦
略
と
し
て
、
「
自
社
事
業
が
デ
ジ
タ
ル
公
害
に
関

与
す
る
リ
ス
ク
の
回
避
」
を
目
的
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
終
始
せ
ず
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
基
づ
き
、
「
自
社
事

業
を
通
じ
た
デ
ジ
タ
ル
公
害
と
い
う
社
会
課
題
の
克
服
」
を
目
指
す
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
成
長

に
つ
な
げ
る
べ
き
と
提
案
し
、
成
功
事
例
や
自
身
の
経
験
か
ら
具
体
策
を
考
え
て
き
た
。
最
後
に
、
今
後

に
向
け
、
自
身
が
感
じ
て
い
る
課
題
を
述
べ
た
い
。

正
解
や
、
１
０
０
％
を
求
め
る
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
の
脱
却

デ
ー
タ
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
、
企
業
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
反

対
意
見
よ
り
も
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
充
実
」
を
求
め
る
声
が
多
い
。
日
本
企
業
の
伝
統
的
な
強
み
で
あ
る

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
」
が
、
技
術
と
法
制
度
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生
じ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

へ
の
対
応
力
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
企
業
の
過
度
な
減
点
主
義
に
よ
る
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
対
応
の
意
味
の
取
り
違
え
と
も
言
え
よ
う
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
異
な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
環
境
や
個
人
に
よ
り
受
け
止
め
方
は
変
化
す

る
。
ま
た
、
「
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５
段
階
説
」
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
、
上
位
に
相
当
す
る
欲
求
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
（
図
表
５
）
。
よ
っ
て
、
新
し
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
全
員
納
得
、
１
０
０
％
賛
成
と

な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
少
数
意
見
の
傾
聴
な
ど
、
そ
の
状
況
で
受
容
性
を
高
め
る
努
力
こ
そ
ア
カ
ウ
ン

＊
10



図表５　情報セキュリティとプライバシーの違い

出所：筆者作成

智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

タ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
差
別
化
要
素
で
あ
る
。

行
き
過
ぎ
た
形
式
主
義
の
リ
ス
ク

各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
、
「
個
人
情
報
保
護

方
針
」
が
み
な
似
通
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
対
応
に
つ
い
て
も
、
単
純
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
延
長
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同

様
の
形
式
主
義
に
陥
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
外
部
有
識
者
に
よ
る
委
員
会
に
つ
い
て
、

本
来
、
外
部
に
求
め
る
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
は
企
業
ご
と

に
異
な
る
は
ず
だ
が
、
知
名
度
や
形
式
要
件
だ
け
で
、

と
り
あ
え
ず
委
員
を
選
定
し
て
い
る
」
、
あ
る
い
は
「
Ａ

Ｉ
ポ
リ
シ
ー
策
定
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
他
社
の
ポ
リ

シ
ー
を
並
べ
た
比
較
表
を
作
成
し
、
最
大
公
約
数
的
な

項
目
を
と
り
あ
え
ず
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
と
い
っ
た

対
応
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
私
も
策
定
に
参
加
し
た
「
カ

メ
ラ
画
像
利
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
も
多
く
の
企
業
に

参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
通
知
方
法
に
関
し
「
カ

メ
ラ
の
近
く
に
貼
り
紙
を
す
れ
ば
よ
い
」
と
形
式
的
な

理
解
を
招
い
て
い
る
こ
と
に
、
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
応
を
含
む
企
業
の
倫
理
感
や
ポ
リ
シ
ー
は
、
そ
れ
自
体
が
差
別
化
要
素
で
あ
る
。
同

じ
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
「
こ
の
企
業
な
ら
変
な
使
い
方
は
し
な
い
」
と
い
う
信
頼
が
ア
セ
ッ
ト
に
な
る
時
代
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
課
題

あ
る
技
術
に
つ
い
て
、
１
社
の
不
適
切
な
活
用
事
案
の
発
生
は
、
そ
の
技
術
全
体
の
受
容
性
を
低
下
さ

せ
、
普
及
の
妨
げ
に
な
る
。
ま
た
、
自
社
の
技
術
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
し
た
顧
客
が
、
そ
の
技
術

で
人
権
侵
害
を
発
生
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
提
供
元
も
社
会
的
責
任
を
免
れ
な
い
。
さ
ら
に
前
述
の
と
お
り
、

「
責
任
あ
る
調
達
」
は
、
デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
も
問
わ
れ
る
べ
き
責
務
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
人
権
課
題
は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
縦
の
連
携
、
業
界
と
い
う
横
の
連
携
な
ど
、
全
体
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
完
結
し
な
い
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
評
価
基
準
策
定
や
市
民
社
会
と
の

連
携
な
ど
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
戦
略
を
、
当
初
か
ら
事
業
企
画
に
組
み
込
む
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

疲
弊
す
る
企
業

デ
ー
タ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
技
術
の
進
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
社
会
の
多
様
性
な
ど
に
よ
り
、

対
応
す
べ
き
規
範
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
国
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
府
省
が
そ
れ
ぞ
れ
の
縄
張
り
で

デ
ー
タ
関
連
の
法
制
度
の
検
討
を
進
め
、
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
デ
ー
タ
に
関
す
る
規
定
が
含
ま
れ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ ＊

11



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

（
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
な
ど
各
国
の
デ
ー
タ
関
連
の
法
制
度
、
さ
ら
に

国
連
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」
な
ど
の
国
際
規
範
に
つ
い
て
も
、
企
業
は
意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
目
線
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
各
社
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
規
定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
グ
ル
ー

プ
企
業
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
整
備
な
ど
、
日
々
必
死
に
対
応
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ

部
門
の
負
荷
の
み
な
ら
ず
、
社
内
教
育
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
応
な
ど
、
現
場
の
負
荷
も
増
大
す
る
。
さ
ら

に
働
き
方
改
革
の
浸
透
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
労
働
時
間
に
お
い
て
創
造
的
な
ワ
ー
ク
が
制
限
さ
れ
、
結
果

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
阻
害
さ
れ
る
と
い
っ
た
負
の
循
環
が
懸
念
さ
れ
る
。
政
府
に
は
、
こ
の
実
情
も
理
解

し
た
う
え
で
、
ル
ー
ル
メ
ー
キ
ン
グ
を
進
め
て
ほ
し
い
。

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
デ
ザ
イ
ン
へ
の
期
待

前
記
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
根
本
的
な
解
決
策
を
探
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
人
権
対
応
を
、
サ
ー
ビ
ス
設
計
の
要
件
と
し
て
事
業
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
込
む
こ
と
は
、
一
つ
の
解

に
な
る
と
考
え
る
。

そ
の
際
に
は
、
国
が
「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
」
に
て
整
備
を
進
め
て

い
る
「S

o
c
ie
ty
	5
.0

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
に
も
期
待
し
た
い
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
関

す
る
国
際
標
準
化
、
法
制
度
も
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
り
、
効
率
的
で
後
戻
り
の

な
い
要
件
定
義
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
社
が
事
業
開
発
に
採
用
し
始
め
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
ソ
ド

ロ
ジ
ー
や
ツ
ー
ル
自
体
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
の
要
素
を
組
み
込
む
こ
と
も
有
効
と
考
え
る
。
デ
ザ

イ
ン
が
事
業
開
発
フ
ェ
ー
ズ
に
使
用
さ
れ
る
状
況
と
な
り
、
「
デ
ザ
イ
ン
の
倫
理
」
に
つ
い
て
も
議
論
が
始

ま
っ
て
い
る
。
「
技
術
」
と
「
デ
ザ
イ
ン
」
が
共
に
高
度
な
倫
理
観
に
基
づ
き
、
一
つ
の
事
業
開
発
を
行
う

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
検
討
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

共
感
に
基
づ
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
流
通

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展
と
と
も
に
、
「
共
感
の
輪
」
を
広
げ
る
力
が
、
社
会
か
ら
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
獲
得
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き
た
。
社
会
性
の
高
い
目
的
と
、
明
確
な
共
通
価
値
に
対
し
て
は
、

「
自
身
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
そ
の
目
的
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
「
共
感
の
輪
」
が
広
が
る
。
「
共
感
に

基
づ
く
お
金
の
流
通
」
と
い
え
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
日
本
に
根
付
い
た
こ
と
か
ら
判
断
し
て

も
、
「
共
感
に
基
づ
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
流
通
」
は
「
日
本
型
デ
ー
タ
活
用
」
の
選
択
肢
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

特
に
、
高
齢
化
対
策
、
災
害
対
策
な
ど
、
日
本
が
世
界
に
先
駆
け
て
直
面
す
る
社
会
課
題
に
つ
い
て
は
、

共
感
と
と
も
に
国
境
を
越
え
、
地
球
規
模
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

で
「
信
頼
」
を
担
保
す
る
政
策
と
並
行
し
て
、
人
の
根
底
に
流
れ
る
「
共
感
」
を
価
値
に
変
え
る
取
り
組
み
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
点
で
も
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

＊
12



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

お
わ
り
に

「
デ
ジ
タ
ル
公
害
」
を
生
み
出
し
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
は
、
す
で
に
、
そ
れ
を
抜
本
的
に
克
服
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
、
あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
、
自
分
の
情
報
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

にA
p
p
le

製
品
を
設
計
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
信
じ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
で
す
。
」
と
ア
ッ
プ
ル
は
訴
求
す
る
。
ま
た
、
約
４
０
０
０
人
も
の
従
業
員
の
契
約

解
除
の
声
に
よ
り
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
の
取
引
を
や
め
た
グ
ー
グ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
は
、「D

o
n
't	b

e
	e
v
il

（
邪

悪
に
な
る
な
）
」
と
い
う
創
業
か
ら
の
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
の
浸
透
を
感
じ
る
。

実
は
こ
の
原
稿
は
中
国
深
圳
で
書
い
て
い
る
。
本
日
訪
問
し
た
テ
ン
セ
ン
ト
（T

e
n
c
e
n
t

）
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
対
す
る
考
え
方
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
担
当
者
は
「
個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
我
々
の
生

命
線
で
あ
る
」
と
断
言
し
た
。
ま
た
、
米
輸
出
管
理
規
定
の
規
制
リ
ス
ト
対
象
と
な
っ
た
セ
ン
ス
タ
イ
ム

（S
e
n
se
T
im

e

）
は
、
社
内
倫
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
む
し
ろ
そ
れ
を
バ
ネ
に
人
権
保
護
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
と
話
し
て
く
れ
た
。
社
会
価
値
を
前
提
と
し
て
経
済
価
値
が
得
ら
れ
る
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
素
地

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
と
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
中
国
企
業
に
も
育
ま
れ
て
い
る
。

「
中
国
の
デ
ジ
タ
ル
企
業
は
、
何
の
縛
り
も
な
く
個
人
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
成
長
し
た
」
と
表
面

的
な
評
価
を
下
し
、
あ
る
い
は
日
本
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
環
境
を
悲
観
す

る
だ
け
で
は
、
日
本
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
未
来
は
拓
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
日
本
は
、「
三

方
良
し
」
の
価
値
観
に
示
さ
れ
る
高
い
社
会
性
、
も
し
く
は
「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
（
高
潔
さ
）
」
と
い
う
資

質
が
強
み
と
さ
れ
て
き
た
。
日
本
企
業
こ
そ
、
課
題
先
進
国
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
も
活
か
し
、
高
い
社
会

性
や
倫
理
観
を
武
器
に
し
、
い
ち
早
く
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
ド
オ
ン
」
を
証

明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

＊
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は
じ
め
に

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
は
、
今
や
わ
が
国
の
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
２
０
１
６
」
は
、
同
年
に
話
題
と
な
っ
た
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
（S

o
c
ie
ty
	5
.0

）

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「S
o
c
ie
ty
	5
.0

を
実
現
し
て
い
く
に
は
、
（
中
略
）
デ
ー
タ
利
活
用
を
広
範
か
つ
高
度
に
可
能
と
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
企
業
や
人
々
が
利
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
の
質
・
量
・
流
通
速
度
が
、
個
々
人
の
生
活

の
利
便
性
を
は
じ
め
、
企
業
や
国
の
競
争
力
に
直
結
す
る
と
の
認
識
の
下
、
個
人
情
報
保
護
を
前
提
と
し

つ
つ
、
様
々
な
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
・
流
通
等
を
円
滑
化
す
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る＊

１

」

本
稿
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
（
以
下
「
デ
ー
タ
流
通
」
と
い
う
）
を
重
視
す
る
わ
が
国
の
政

策
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
制
度
的
工
夫
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

デ
ー
タ
流
通
の
た
め
の
制
度
的
工
夫

本
節
で
は
、
デ
ー
タ
流
通
を
主
要
な
目
的
と
し
て
設
計
さ
れ
た
制＊

２

度
的
工
夫
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

⑴ 

匿
名
加
工
情
報

匿
名
加
工
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
法
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
。
以
下
「
法
」
と
い
う
）

の
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
改
正
で
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る＊

３

。

匿
名
加
工
情
報
は
、
「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
個
人
情
報
を
加
工
し
て
そ
の

個
人
情
報
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
も
の＊

４

」
で
あ
り
、
匿
名
化
し
た
安
全
な
状
態
で
パ
ー

ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

匿
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
は
、
適
正
に
加
工
し
て
作
成
す
る
義
務
や
作
成
時
に
ウ
ェ
ブ
上

で
公
表
す
る
義
務
な
ど
が
課
せ
ら
れ
る
が＊

５

、
個
人
情
報
に
関
す
る
義
務
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

本
人
の
同
意
な
く
第
三
者
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

安
全
性
と
有
用
性
の
双
方
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
性
格
上
、
加
工
に
は
高
度
な
手
法
が
要
求
さ
れ
、
普

及
す
る
か
ど
う
か
懸
念
の
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
表
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
適
正
な
利
活
用
の
在
り
方
に
関
す
る
動
向
調
査
（
平
成
30

年
度
）
報
告
書
」
は
、
匿
名
加
工
情
報
の
作
成
を
公
表
し
た
事
業
者
数
は
２
０
１
９
年
２
月
末
時
点
に
お

い
て
３
７
１
社
で
、
２
０
１
７
年
度
末
か
ら
の
伸
び
率
27
・
５
％
は
想
定
以
上
で
、
「
順
調
な
普
及
が
見
ら

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

⑵ 

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
が
、
そ
の
個
人
情
報
の
本
人
か
ら
の

請
求
を
受
け
て
、
本
人
が
他
の
用
途
で
利
用
し
や
す
い
電
子
的
形
式
で
、
本
人
（
ま
た
は
本
人
が
望
む
他
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の
事
業
者
等
）
に
個
人
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
い
う
。

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保

護
規
則
）
に
規
定
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
第＊

６

20
条
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
権
利
）
。
こ
の
規
定
の
標
題

か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
に
お
け
る
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
本
人
の
権
利
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
流
通
と
い
う
政
策
課
題
の
文
脈
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
傾

向
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
経
済
産
業
省
と
総
務
省
が
合
同
で
開
催
し
た
「
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
調
査
・
検
討
会
」
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
告
知＊

７

は
以
下
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
。

「
個
人
情
報
を
含
む
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
適
切
な
利
活
用
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
政
府
で
は
、
高
度

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
（
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
本
部
）
の
下
で
開
催
さ
れ
た
『
デ
ー
タ

流
通
環
境
整
備
検
討
会
』
に
お
い
て
、
本
人
が
提
供
し
た
官
民
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
、
再
利
用
し
や
す

い
形
で
本
人
に
還
元
又
は
他
者
に
移
管
で
き
る
『
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
』
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
、
本
年
３
月
に
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
を
促
す
か
を

明
ら
か
に
す
べ
く
、
我
が
国
の
主
要
分
野
（
医
療
、
金
融
、
電
力
等
）
に
お
け
る
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
、
本
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
。
」
（
傍
線
は
筆
者
）

仮
に
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
デ
ー
タ
流
通
の
た
め
の
産
業
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
し
て
も
、

事
業
者
に
対
し
て
こ
れ
を
法
的
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
①
事
業
者
の
負
担
が
増
す
、
②
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
は
本
人
に
渡
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
事
業

者
間
の
流
通
に
資
す
る
と
は
限
ら
な
い
、
③
自
力
で
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
投
資
意
欲
が
下
が
る

（
後
で
人
か
ら
も
ら
え
ば
い
い
）
な
ど
の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

法
の
い
わ
ゆ
る
「
３
年
ご
と
見
直
し
」
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
法
的
義
務
づ
け
が

論
点
と
な
っ
た
。
２
０
１
９
年
４
月
に
個
人
情
報
委
員
会
が
公
表
し
た
３
年
見
直
し
の
方
向
性
に
関
す
る

「
個＊

８

人
情
報
保
護
法　

い
わ
ゆ
る
３
年
ご
と
見
直
し
に
係
る
検
討
の
中
間
整
理
」
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
・
実
務
負
担
等
を
含
め
、
議
論
が
現
在
様
々

な
場
で
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
」
（
同

文
書
18
頁
）
と
い
う
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

個
人
情
報
保
護
委
員
会
は
、
２
０
１
９
年
12
月
に
、
３
年
ご
と
見
直
し
の
方
向
性
を
確
定
し
た
「
個＊

９

人

情
報
保
護
法　

い
わ
ゆ
る
３
年
ご
と
見
直
し
制
度
改
正
大
綱
」
（
以
下
「
制
度
改
正
大
綱
」
と
い
う
）
を
公

表
し
た
。
果
た
し
て
こ
こ
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
法
的
義
務
化
自
体
は
見
送
ら
れ
、

代
わ
り
に
「
開
示
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
開
示
請
求
の
際
に
、

①
本
人
が
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
の
提
供
を
含
め
、
開
示
方
法
を
指
示
で
き
る
よ
う
に
し
、
請
求
を
受
け

た
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
原
則
と
し
て
、
本
人
が
指
示
し
た
方
法
に
よ
り
開
示
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
、

②
た
だ
し
、
開
示
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
場
合
な
ど
に
は
書
面
に
よ
る
開
示
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
そ

の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑶ 

情
報
銀
行
と
情
報
銀
行
認
定
制
度

情
報
銀
行
と
は
、
本
人
か
ら
個
人
情
報
を
預
か
っ
て
第
三
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
当
該
第

三
者
か
ら
本
人
に
、
ポ
イ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
便
益
（
以
下
「
対
価
」
と
い
う
）
が
還
元
さ
れ
る
も
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の
を
い
う
。
典
型
的
な
情
報
銀
行
は
、
外
部
の
事
業
者
か
ら
の
対
価
の
オ
フ
ァ
ー
を
情
報
銀
行
の
ユ
ー
ザ
ー

で
あ
る
本
人
に
示
し
、
本
人
の
同
意
に
基
づ
い
て
本
人
か
ら
預
か
っ
た
個
人
情
報
を
こ
の
事
業
者
に
提
供

す
る
。
情
報
銀
行
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
規
律
す
る
法
律
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
民
間
の
情
報
銀
行
認
定

制
度
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
も
と
よ
り
認
定
を
受
け
な
く
と
も
、
情
報
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

情
報
銀
行
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
実
効
的
な
本
人
関
与
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
）
を

高
め
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
・
活
用
を
促
進
す
る
と
い
う
目
的
の
下
、
本
人
が
同
意
し
た
一
定

の
範
囲
に
お
い
て
、
本
人
が
、
信
頼
で
き
る
主
体
に
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供
を
委
任
す
る
と
い
う
も
の
」

の
よ
う
に
、
本
人
の
意
思
や
本
人
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
調
さ
れ
つ
つ
、
同
時
に
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー

タ
の
流
通
・
活
用
を
促
進
す
る
と
い
う
目
的
」
を
も
つ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
８
年
10
月
に
総
務
省
と
日
本
Ｉ
Ｔ
団
体
連
盟
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
情
報
銀
行
認

定
制
度
の
説
明
会
に
は
、
２
０
０
社
４
０
０
人
も
の
事
業
者
が
詰
め
か
け
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
機
能
に
対
す
る
期
待
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
人
に
よ

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
調
す
る
一
方
で
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
「
二

兎
を
追
う
」
も
の
で
あ
り
、
前
提
と
さ
れ
る
（
建
前
で
あ
る
）
本
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
る
リ
ス
ク
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

情
報
銀
行
認
定
制
度
は
民
間
に
よ
る
第
三
者
認
証
で
、
現
在
は
日
本
Ｉ
Ｔ
団
体
連
盟
が
認
定
団
体
と
し

て
、
消
費
者
保
護
の
機
能
を
十
分
に
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
銀
行
を
認
定
し
て
い
る
。
認
定
基
準
は
、

総
務
省
と
経
産
省
に
よ
る
検
討
会
で
策
定
し
た
「
情
報
信
託
機
能
の
認
定
に
係
る
指
針
」
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
（
現
在
はv

e
r2
.0

が
公
開
さ
れ
て
い
る
）
。
民
間
の
第
三
者
認
証
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

が
認
定
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
「
二
兎
を
追
う
」
情
報
銀
行
が
デ
ー
タ
流
通
に
偏
す
る
こ
と
を
防
止
し

う
る
点
で
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

⑷ 

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
銀
行
法
改
正

Ａ
Ｐ
Ｉ
と
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
略
で
あ
り
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
能
や
デ
ー
タ
を
他
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
呼
び
出
し
て
利
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
こ

と
を
い
う
。
ま
た
、
「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
」
と
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
等
を
他
の
企
業
等
に
公
開

す
る
こ
と
を
い
う
。

い
わ
ゆ
る
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
ユ
ー
ザ
ー
の
特
定
の
生

活
分
野
に
お
け
る
情
報
を
集
約
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
企
業
（
銀
行
法
の
下
で
は
、「
電
子
決
済
等
代
行
業
者
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
ユ
ー
ザ
ー

の
委
託
を
受
け
て
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
す
る
金
融
機
関
か
ら
安
全
か
つ
正
確
に
情
報
提
供
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
２
０
１
７
年
改
正
銀
行
法
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。
第
一
に
、
銀
行
は
、

電
子
決
済
等
代
行
業
者
と
の
契
約
の
締
結
に
係
る
基
準
を
作
成
・
公
表
し
、
こ
れ
を
満
た
す
電
子
決
済
等

代
行
業
者
に
つ
い
て
は
、
不
当
に
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
電
子
決
済
等
代

行
業
者
と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
銀
行
は
、
電
子
決
済
等
代
行
業
者
が
利
用
者
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
等
を
預
か
る
こ
と
な
く
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
接
続
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
努
力
義
務
を
負
う
。
特
に

後
者
は
、
利
用
者
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
な
く
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
情
報
連
携
を
極
力
拡
大

＊
10

＊
11

＊
12

＊
13

＊
14
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し
よ
う
と
の
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

⑸ 
小
括

以
上
に
述
べ
た
デ
ー
タ
流
通
の
た
め
の
制
度
的
工
夫
は
、
い
ず
れ
も
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
評

価
し
う
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
普
及
面
で
の
課
題
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ

る
価
値
を
達
成
す
る
た
め
に
運
用
の
改
善
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
デ
ー

タ
流
通
の
際
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
匿
名
加
工
情
報
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な

加
工
が
行
わ
れ
、
流
通
先
に
お
い
て
容
易
に
特
定
の
個
人
の
識
別
を
許
す
よ
う
な
事
態
が
生
じ
れ
ば
、
制

度
と
し
て
の
信
頼
性
は
失
わ
れ
、
制
度
の
利
用
は
か
え
っ
て
減
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
情
報
銀
行
認
定
制

度
に
つ
い
て
も
、
認
定
基
準
が
い
た
ず
ら
に
緩
和
さ
れ
、
消
費
者
保
護
の
機
能
が
不
十
分
な
も
の
と
な
れ
ば
、

情
報
銀
行
に
対
し
て
個
人
情
報
を
預
託
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

デ
ー
タ
流
通
の
限
界

⑴ 

ク
ッ
キ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
と
広
告

前
節
で
述
べ
た
制
度
的
工
夫
は
、
い
ま
だ
そ
の
成
否
は
不
明
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
す
で
に
大
き
な
成

功
を
挙
げ
た
デ
ー
タ
流
通
は
、
広
告
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
は
21
世
紀
の
石
油
で
あ
る
と
い
う
言

葉
は
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
価
値
の
実
現
は
も
っ
ぱ
ら
広
告
分
野
で
見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
二
つ
、
グ
ー
グ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
い
ず
れ
も
広
告
事
業
者
で
あ
り
、
グ
ー
グ

ル
に
つ
い
て
は
売
り
上
げ
の
約
85
％
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
実
に
98
％
以
上
が
広
告
で
あ
る
。

販
売
さ
れ
る
広
告
の
多
く
は
す
べ
て
の
閲
覧
者
が
同
じ
も
の
を
見
る
マ
ス
広
告
で
は
な
く
、
閲
覧
者
に
応

じ
て
適
切
な
広
告
を
表
示
す
る
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
で
あ
る
。
こ
の
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告

こ
そ
が
両
者
の
収
益
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
広
告
に
よ
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
事
業
者
は
、
ウ
ェ
ブ
の
閲
覧
履
歴
を
収
集
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
閲
覧
者
に

応
じ
た
広
告
を
出
し
分
け
る
仕
組
み
を
築
い
て
い
る
。
収
集
さ
れ
た
閲
覧
履
歴
は
分
析
さ
れ
、
ブ
ラ
ウ
ザ

等
を
識
別
す
る
一
意
の
ク
ッ
キ
ー
（c

o
o
k
ie

）
や
広
告
Ｉ
Ｄ
に
紐
づ
け
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ

Ｐ
（D

a
ta
	M

a
n
a
g
e
m
e
n
t	P

la
tfo

rm

）
と
呼
ば
れ
る
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
Ｄ
Ｍ
Ｐ

を
想
定
し
て
論
ず
る
が
、
こ
こ
で
は
単
に
Ｄ
Ｍ
Ｐ
と
い
う
）
を
用
い
て
、
広
告
事
業
者
は
、
媒
体
を
閲
覧

す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
等
を
識
別
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｐ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
閲
覧
者
の
特
性
、
す
な
わ
ち
性
別
、
年
齢
、

趣
味
・
嗜
好
、
し
ば
し
ば
閲
覧
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
傾
向
な
ど
か
ら
、
閲
覧
者
に
ふ
さ
わ
し
い
広
告
を
配

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
の
閲
覧
履
歴
を
収
集
し
、
広
告
に
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

上
の
懸
念
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
個
人
情
報
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
事
実
上
容
認
さ
れ
て
き
た
。

＊
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＊
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⑵ 

行
き
過
ぎ
た
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
利
用

こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
が
、
リ
ク
ナ
ビ
の
事
件
で
あ
る
。
事
件
の
詳
細
に
つ
い

て
は
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
が
２
０
１
８
年
度
の

就
活
生
の
ス
コ
ア
を
、
就
活
生
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ク
ッ
キ
ー
に
紐
づ
け
て
顧
客
企
業
に
提
供
し
た
こ
と
が
問

題
で
あ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
が
本
件
で
利
用
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
情
報
は
、
通
常
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
に
と
っ
て
個
人
情
報
で
は
な
か
っ
た
が
、
顧
客
企
業
に
対
し
て
提
供
し
た
後
、
顧

客
企
業
の
下
で
個
人
情
報
と
な
り
、
個
々
の
就
活
生
の
ス
コ
ア
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
提
供
元
で
個
人
情

報
で
な
い
も
の
が
提
供
先
で
個
人
情
報
と
な
る
場
合
に
、
個
人
情
報
保
護
法
23
条
の
規
制
を
適
用
す
る
か

に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
、
提
供
先
で
個
人
情
報
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、

こ
れ
を
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供
と
し
て
扱
わ
な
い
理
由
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑶ 

ク
ッ
キ
ー
に
関
す
る
法
規
制
と
自
主
規
制

①	

日
本
‐
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
大
綱
も
、
「
こ
こ
数
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ

の
収
集
・
蓄
積
・
統
合
・
分
析
を
行
う
、『
Ｄ
Ｍ
Ｐ
（D

a
ta
	M

a
n
a
g
e
m
e
n
t	P

la
tfo

rm

）
』
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
中
で
、
ク
ッ
キ
ー
等
の
識
別
子
に
紐
付
く
個
人
情
報
で
は
な
い

ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
を
、
提
供
先
に
お
い
て
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
情
報
と
さ
れ
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
知
り
な
が
ら
、
他
の
事
業
者
に
提
供
す
る
事
業
形
態
が
出
現
し
て
い
る
」
と
し
て
、
問
題

状
況
の
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、
「
提
供
元
で
は
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
し
な
い
も
の
の
、
提
供
先
に
お
い
て

個
人
デ
ー
タ
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
情
報
に
つ
い
て
、
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
を
制
限
す
る
規
律

を
適
用
す
る
」
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

②	

Ｅ
Ｕ
‐
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ

日
本
と
異
な
り
、
欧
州
で
は
ク
ッ
キ
ー
は
そ
れ
自
体
個
人
情
報
と
し
て
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
の
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
で
は
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
識
別
子

も
個
人
デ
ー
タ
と
し
て
保
護
対
象
と
さ
れ
、
事
業
者
が
こ
れ
を
収
集
・
利
用
・
提
供
す
る
場
合
は
、
本
人

の
同
意
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
違
法
に
な
る
。

日
本
で
は
前
記
の
と
お
り
、
ク
ッ
キ
ー
は
単
体
で
は
個
人
情
報
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
法
改
正
で
よ
う
や
く
、

提
供
先
で
個
人
情
報
に
変
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
法
23
条
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
が
、
欧
州
の
場
合
は
、
こ
の
点
が
大
き
く
異
な
る
。
本
人
の
「
同
意
」
に
つ
い
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
で
は
「
同

意
」
が
、
①
自
由
な
同
意
、
②
特
定
さ
れ
た
同
意
、
③
事
前
説
明
を
受
け
た
同
意
、
④
不
明
瞭
で
は
な
い

表
示
に
よ
る
同
意
、
⑤
明
ら
か
に
肯
定
的
な
行
為
に
よ
る
同
意
、
と
い
っ
た
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ

ば
有
効
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
。
最
近
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ー
タ
保
護
当
局
が
い
わ
ゆ
る
「
ク
ッ
キ
ー
ウ
ォ
ー

ル
」
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
原
則
に
反
す
る
と
見
解
を
公
表
す
る
な
ど
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
「
ク
ッ

キ
ー
ウ
ォ
ー
ル
」
と
は
、
サ
イ
ト
利
用
の
際
に
ク
ッ
キ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
表
示
さ
れ
、
同
意
を
拒
否
す
る
と
ア
ク
セ
ス
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
な
運
用
を
い
う
。
サ
イ
ト
の

利
用
を
「
人
質
」
に
さ
れ
て
は
ク
ッ
キ
ー
の
利
用
を
拒
否
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
で
は
①
自
由
な
同
意
と

言
え
な
い
、
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

＊
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Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
は
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
基
本
法
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
こ
の
ほ
か
、
特
定
の
分
野
に
お
け
る
ル
ー

ル
も
定
め
て
お
り
、
そ
の
一
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
た
め
の
ル
ー
ル
「
ｅ
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
指
令
」
で
も
、
ク
ッ
キ
ー
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
指
令
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
者
の
情
報
端

末
に
保
存
さ
れ
た
情
報
、
つ
ま
り
ク
ッ
キ
ー
に
紐
づ
け
ら
れ
た
閲
覧
履
歴
や
端
末
情
報
な
ど
に
ア
ク
セ
ス

す
る
場
合
、
利
用
者
の
明
示
的
な
同
意
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ｅ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
指
令
は

現
在
、
規
則
に
格
上
げ
す
る
形
で
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

③	

自
主
規
制
‐
Ｉ
Ｔ
Ｐ

上
記
の
よ
う
な
法
規
制
の
傍
ら
で
、
ク
ッ
キ
ー
に
よ
り
、
広
告
事
業
者
等
が
ウ
ェ
ブ
閲
覧
履
歴
の

観
測
を
行
う
こ
と
を
自
主
的
に
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｐ
（In

te
llig

e
n
t	T

ra
c
k
in
g
	

P
re
v
e
n
tio

n

）
と
は
、
ア
ッ
プ
ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
で
あ
るS

a
fa
ri

（
サ
フ
ァ
リ
）
に
お
い

て
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ク
ッ
キ
ー
を
制
限
す
る
試
み
で
あ
る
。

⑷ 

小
括

以
上
の
と
お
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
の
最
大
分
野
で
あ
っ
た
ウ
ェ
ブ
の
閲
覧
履
歴
の

流
通
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
懸
念
か
ら
法
規
制
・
自
主
規
制
を
受
け
て
縮
小
す
る
動
向
を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
閲
覧
数
の
多
い
メ
デ
ィ
ア
を
自
ら
保
有
し
て
い
る
企
業
は
、
そ
の
閲
覧
履
歴
を
利
用
し
て
行

動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
自
ら
メ
デ
ィ
ア
を
保
有
し
な
い
広
告
事
業

者
は
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ク
ッ
キ
ー
を
利
用
し
て
、
ウ
ェ
ブ
閲
覧
履
歴
を
収
集
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
資
す
る
面
を
有
す
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
優
位
性
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
得
る
。
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
と
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
滞
留
時
間
と
そ
の
デ
ー

タ
を
囲
い
込
む
状
況
は
、
「
ウ
ォ
ー
ル
ド
ガ
ー
デ
ン
」
（W

a
lle

d
	G

a
rd
e
n

゠
壁
で
囲
わ
れ
た
庭
）
と
例
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

デ
ー
タ
流
通
と
デ
ー
タ
利
活
用

デ
ー
タ
利
活
用
の
あ
る
べ
き
方
向
性

本
節
で
は
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
状
況
を
前
提
に
、
今
後
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

前
提
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
る
法
規
制
や
自
主
規
制
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
容
認
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ク
ッ
キ
ー
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
流
通
等
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
膨
大
な
「
自
前
」
の
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
履
歴
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
方
策
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、「
デ
ー
タ
流
通
の
た
め
の
制
度
的
工
夫
」
で
紹
介
し
た
新
た
な
デ
ー
タ
流
通
の
制
度
的
工
夫
は
、

今
後
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
安
全
性
と
利
便
性
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
面
が
あ

＊
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る
が
、
前
者
を
軽
く
す
る
方
向
で
の
制
度
変
更
は
、
そ
の
意
図
に
反
し
て
、
結
果
的
に
は
利
活
用
を
進
め

る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
保
護
と
利
活
用
の
両
立
を
標
榜
す
る
こ
れ
ら
の
仕
組
み
に
お
い
て
、

保
護
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
の
社
会
的
受
容
性
は
低
く
、
問
題
事
例
の
炎
上
等
に
よ
り
利
用
の
萎
縮
に
つ
な

が
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
各
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
者
は
、
無
自
覚
に
ウ
ェ
ブ
の
閲
覧
履
歴
を
外
部
に
提
供
す
る
運
用

を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
に
よ
る
マ
ネ
タ
イ
ズ
が
重
要
な
媒
体
に
つ
い
て
は
、
「
拡
散
」
に
よ
り

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
を
増
や
す
こ
と
の
必
要
性
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
閲
覧
履
歴
を

外
部
提
供
す
る
合
理
的
理
由
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
運
用
は
ユ
ー
ザ
ー
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
危
険
に
さ
ら

す
と
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
強
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
多
様
な

コ
ン
テ
ン
ツ
と
多
数
の
閲
覧
者
を
有
す
る
媒
体
（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
の
新
聞
等
）
は
、
連
合
し
て
自
ら
広
告

配
信
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
今
後
の
デ
ー
タ
利
活
用
は
、
事
業
者
が
互
い
に
デ
ー
タ
を
融
通
し
あ
う
デ
ー
タ
流
通
よ
り
も
、

「
自
前
」
デ
ー
タ
の
利
用
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
自
前
」
の
デ
ー
タ
を
獲
得
す

る
た
め
に
は
、
面
白
い
コ
ン
テ
ン
ツ
や
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
し
か
方
途
が
な
い
と
い
う
当
然
の

理
が
再
度
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
制
度
環
境
の
整
備
が
強

く
望
ま
れ
る
。

政
府
の
重
要
課
題
と
し
て
規
制
緩
和
が
掲
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
進
捗
は
決
し
て
芳
し
い
も

の
で
は
な
い
。
２
０
１
８
年
の
著
作
権
法
改
正
は
、
所
在
検
索
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
可

能
に
し
た
点
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
改
正
が
こ
こ
ま
で
遅
れ
た
こ
と
が
問

題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
楽
曲
検
索
は
、
権
利
者
に
と
っ
て
も
確
実
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
改
正
ま
で
は
不
適
法
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
間
に
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
は
す
べ
て
海
外
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
め
ぐ

る
状
況
も
同
様
で
あ
る
。

第
四
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
寡
占
化
を
警
戒
す
べ
き
で
あ
る
。
デ
ー
タ
利
活
用
が
「
自
前
」
型
に
な
る
以
上
、

強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
み
が
多
く
の
デ
ー
タ
を
獲
得
し
う
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
近
時
政

府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
ゼ
ロ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
か
つ
て
ゼ
ロ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

回
線
事
業
者
が
増
大
す
る
デ
ー
タ
フ
ロ
ー
に
対
応
す
る
設
備
投
資
を
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
も
負
担
さ

せ
る
方
策
と
し
て
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
い
て
は
も
は
や
そ
の
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。

む
し
ろ
回
線
事
業
者
が
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
訴
求
の
目
的
で
ゼ
ロ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
の
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
も
と
も
と
優
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
し
て
お
り
、
競
争
上
有
利
で
あ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ゼ
ロ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
自
由
化
に
よ
り
、
多
数
の
キ
ャ
リ
ア
が
同
じ
人
気
コ
ン
テ

ン
ツ
を
ゼ
ロ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
対
象
と
す
る
と
、
コ
ン
テ
ン
ツ
間
の
競
争
優
位
が
固
定
化
す
る
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
は
、
同
時
に
デ
ー
タ
利
活
用
に
お
け
る
彼
ら
の
競
争
優
位
を
も
固
定
化
す
る
の
で
あ
る
。

総
括デ

ー
タ
流
通
と
デ
ー
タ
利
活
用
は
同
義
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
利
活
用
が
国
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
な
ら

＊
22

＊
23

＊
24
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ば
、
現
在
の
環
境
下
で
は
、
「
自
前
」
デ
ー
タ
の
確
保
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
面
白
い
コ
ン
テ
ン
ツ
、
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
こ
そ
が
合
理
的
な
手
段
で
あ
る
。
確
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
比

較
し
て
彼
我
の
格
差
は
あ
ま
り
に
大
き
い
が
、
強
引
な
デ
ー
タ
流
通
を
進
め
る
と
、
最
後
に
袋
小
路
に
入

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ウ
ェ
ブ
閲
覧
履
歴
の
流
通
に
対
す
る
法
規
制
と
自
主
規
制
が
、
多
く
の
広
告

事
業
者
を
退
場
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
教
訓
で
あ
る
。

　註

*1.	 内閣府「科学技術イノベーション総合戦略 2016」平成 28 年 5 月 24 日閣議決定、p.8		

<https://www8.cao.go.jp/cstp/sogosenryaku/2016/honbun2016.pdf>　

*2.	 本稿における「制度的工夫」とは、法制度のみならず民間の第三者認証なども含む

広い意味である。

*3.	 導入の経緯については、拙稿「パーソナルデータの匿名化を巡る議論（技術検討ワー

キンググループ報告書）」（『ジュリスト』2014 年 3 月号）を参照。

*4.	 法 2 条 9 項

*5.	 法 36 条および 37 条

*6.	 Article	20	Right	to	data	portability

*7.	 <https://www.meti.go.jp/press/2017/11/20171120003/20171120003.html>

*8.	 <https://www.ppc.go.jp/files/pdf/press_betten1.pdf>

*9.	 <https://www.ppc.go.jp/files/pdf/seidokaiseitaiko.pdf>

*10.	 2019（令和元）年 10 月に情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会が公

表した「情報信託機能の認定に係る指針 ver2.0」より。傍線は筆者。

	 <https://www.soumu.go.jp/main_content/000649152.pdf>	

*11.	「『情報銀行』説明会に 200 社　データ流通の枠組み始動」『日本経済新聞』2018 年	

10 月 19 日　<https://www.nikkei.com/article/DGXMZO36679600Z11C18A0EA6000/>

*12.	 上記 *10 に同じ。

*13.	 一般社団法人全国銀行協会「オープン API って何？」

	 <https://www.zenginkyo.or.jp/article/tag-g/9797/>

*14.	 井上俊剛（監修）（2018）『逐条解説　2017 年銀行法等改正』商事法務、p.6

*15.	 岩見旦「Apple、Google など世界を席巻する 5 大 IT 企業の収益構造をグラフ化して		

みたら、意外な違いが見えてきた」FINDERS、2019 年 4 月 2 日	

	 <https://finders.me/articles.php?id=866>

*16.	 クッキーや広告 ID はブラウザや端末を識別する ID であり、それがどこの誰のもの

であるかまでは通常分からない。

*17.	 以上については、若江雅子・吉井英樹・森亮二（2019）「オンライン広告におけるトラッ

キングの現状とその法的考察―ビッグデータ時代のプライバシー問題にどう対応す

べきか」（『情報通信政策研究』第 2 巻第 2 号、総務省）を参照。

*18.	 上記 *17 を参照。
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*19.	 上記 *9 に同じ。

*20.	 <https://jp.techcrunch.com/2019/03/11/2019-03-08-cookie-walls-dont-comply-with-gdpr-

says-dutch-dpa/>

*21.	 European	Commission	Directive	2002/58/EC	of	 the	European	Parliament	and	of	 the	

Council	of	12	July	2002	concerning	the	processing	of	personal	data	and	the	protection	

of	privacy	 in	 the	 electronic	 communications	 sector	 <https://eur-lex.europa.eu/

LexUriServ/LexUriServ.do?uri=CELEX:32002L0058:EN:HTML>

*22.	 検索エンジンで検索結果を表示する際、元の著作物の一部をサムネイル表示やスニ

ペット表示によって提供すること。

*23.	 特定のアプリ・コンテンツの利用に際し、それを使用データ通信料にカウントしな

い料金施策のこと。

*24.	 総務省「ネットワーク中立性に関する研究会・ゼロレーティングサービスに関する

ルール検討ワーキンググループ」の策定したガイドラインの案文は、この問題への

一定の配慮を示している。<https://www.soumu.go.jp/main_content/000661648.pdf>

第 9 章

『人々の生活を豊かにする
データ利活用エコシステム
とは何か』

         

対談

 庄司 昌彦
（武蔵大学社会学部 教授）

        ×
 渡辺 智暁

（国際大学 GLOCOM  教授・主幹研究員・研究部長）

 聞き手：山口 真一



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

情
報
社
会
に
お
い
て
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
少
子
高

齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
我
々
の
社
会
全
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
。
そ

こ
で
本
企
画
で
は
、
長
年
デ
ー
タ
利
活
用
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
諸
課
題
に
つ
い
て
官
民
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き
た
、
武
蔵
大
学
教
授
の
庄
司
昌
彦
氏
と
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
教
授
の
渡
辺
智
暁
氏

を
お
招
き
し
て
、
「
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に

対
談
を
実
施
し
た
。
対
談
で
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
・
マ
イ
デ
ー
タ
利
活
用
の
現
状
か
ら
、
日
本
に
お
い

て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
分
野
、
社
会
課
題
解
決
の
方
法
と
日
本
社
会
の
未
来
像
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
俯
瞰
的
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
広
が
り
と
活
用
の
実
態

――
ま
ず
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

庄
司　

最
近
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
関
す
る
仕
事
よ
り
も
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
、
よ
り
大
き
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
話
に
関
わ
る
仕
事
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
自
分
ご
と
と
し
て
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
必
要
性
を
語
る
人
が
出
て
き
て
、
一
歩
進
ん
だ
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
使
お
う
と
い
う
考
え
方

が
浸
透
し
、
成
果
も
出
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

渡
辺　

政
策
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
も
と
も
と
は
電
子
政
府
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
の
政
策
文
書

の
名
称
も
「
電
子
行
政
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
」
で
、
２
０
１
０
～
２
０
１
１
年
頃
の
会
議
体
の
名
称
も

「
電
子
行
政
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
電
気
不
足
か
ら
デ
ー
タ
の
役
割
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
安
倍
政
権
の
日
本
再
興
戦
略
の
中
で
、
デ
ー

タ
戦
略
の
一
環
と
し
て
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
民
主
党
政
権
か
ら
始
ま
り
、

政
権
交
代
し
て
も
維
持
さ
れ
、
年
々
重
要
な
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
が
り
を
後
押
し
し
た
の
は
、
２
０
１
６
年
12
月
施
行
の
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
で
、
全
都
道

府
県
は
官
民
デ
ー
タ
活
用
の
実
施
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
全
市
町
村
も
努
力
義
務
が
課
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に
全
自
治
体
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始
す
る
と
い
う
政
策
目
標

が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
広
ま
る
要
因
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
オ＊

１

ー
プ
ン
デ
ー
タ
・
デ
イ
も
、
３
年

目
く
ら
い
か
ら
は
各
地
で
自
発
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。

庄
司　

震
災
後
か
ら
広
が
っ
た
シ＊

２

ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は
草

の
根
的
な
広
が
り
が
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
・
デ
イ
の
開
催
都
市
数
も
、
世
界
１
、
２

位
を
ず
っ
と
維
持
し
て
い
ま
す
。

――
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
根
付
い
て
き
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
で
、
社
会
に
と
っ

て
ど
う
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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渡
辺　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
例
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
元
グ
ー
グ
ル
社

員
が
創
業
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（T

h
e
	C
lim

a
te
	C
o
rp
o
ra
tio

n

）
で
す
。

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
農
家
向
け
の
災
害
保
険
を
作
り
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
保
険
料
を
算
定
す
る
ほ
か
、
保

険
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
で
き
、
保
険
金
の
支
払
い
も
当
該
地
域
で
起
き
た
気
象
イ
ベ
ン
ト
の
デ
ー
タ
を

基
に
自
動
的
に
行
い
ま
す
。
こ
の
実
現
に
は
膨
大
な
量
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

作
物
デ
ー
タ
や
土
壌
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
員
が
創
業
し
た
ア
メ

リ
カ
のZ

illo
w

は
、
不
動
産
の
物
件
ご
と
に
、
適
正
価
格
「
ゼ
ス
テ
ィ
メ
イ
ト
（Z

e
stim

a
te

）
」
を
提
供

し
た
り
、
学
校
や
公
園
な
ど
の
地
域
情
報
を
提
供
し
た
り
し
て
お
り
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
公
共
デ
ー
タ

を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
事
業
の
コ
ア
に
使
っ
て
バ
リ
ュ
ー
を
出
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
大

成
功
す
る
こ
と
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
典
型
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
デ
ー
タ
の
使
わ
れ
方
は
多
様
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
メ
イ
ン
の
武
器
に
す
る
人
も
い
れ
ば
、

そ
う
で
も
な
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
繰
り
返
し
活
用
す
る
業
者
も
い
れ
ば
、
一
度
の
み
活
用
す
る
業
者

も
い
ま
す
。
企
業
が
統
計
デ
ー
タ
を
た
く
さ
ん
集
め
て
市
場
予
測
等
を
す
る
と
き
に
、
公
共
デ
ー
タ
が
ど

れ
く
ら
い
使
い
や
す
い
形
で
提
供
さ
れ
て
い
る
か
が
結
果
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ま
た
、
新
サ
ー
ビ
ス

を
作
る
と
き
も
、
市
場
規
模
推
計
を
ど
れ
だ
け
高
い
精
度
で
実
施
で
き
る
か
は
公
共
デ
ー
タ
の
質
に
影
響

さ
れ
ま
す
。
必
ず
し
も
継
続
的
に
事
業
を
成
り
立
た
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー

タ
の
質
で
生
産
性
は
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
考
え
る
と
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
は
か
な
り
広
い
用
途
が
あ
り
、
実
際
の
裾
野
は
相

当
広
い
は
ず
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
核
的
に
使
っ
て
い
る
ほ
う
が
分
か
り
や
す
く
、
表
に
出
て

き
や
す
い
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
も
そ
ち
ら
を
報
じ
が
ち
で
す
。

庄
司　

台
風
が
接
近
し
た
時
に
、
刻
一
刻
と
高
く
な
る
川
の
水
位
を
皆
が
気
に
し
て
い
た
の
で
、
ヤ＊

３

フ
ー

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
勧
め
ま
し
た
。
ヤ
フ
ー
は
、
各
地
の
国
土
交
通
省
の
事
務
所
が
出
し
て
い
る
デ
ー
タ

を
非
常
に
綺
麗
な
統
一
の
デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
が
事
務
所
の
管
轄
を
超
え

て
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
も
見
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
公
開
し
て
も
ヤ
フ
ー

の
収
益
に
は
あ
ま
り
な
ら
ず
、
明
ら
か
に
消
費
者
余
剰
が
大
き
い
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
参
加
し
て
い
る
店
舗
情
報
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
は
巨
大
な
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ

で
公
開
し
て
い
ま
し
た
が
、Z

a
im

（
ザ
イ
ム
）
が
ス＊

４

ク
レ
イ
ピ
ン
グ
を
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
、
後

に
公
式
に
デ
ー
タ
連
携
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
使
い
に
く
い
政
府
の
情
報
を
、
民
間
が
加
工
し
て
利
用
者
に

利
便
性
を
提
供
し
た
良
い
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
が
分
か
り
や
す
い
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
情
報
公
開
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
整
備
す
る
こ
と
に
似
て
い
ま

す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
１
ペ
ー
ジ
作
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
は
な
い
も
の
の
、
皆
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

作
る
こ
と
に
よ
る
効
果
は
明
ら
か
に
大
き
く
、
な
い
と
不
便
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
延
長
と
し
て
こ
の
現
象

を
と
ら
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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渡
辺　

比
較
的
実
感
し
や
す
い
の
は
、

最
近
普
及
の
著
し
い
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
（G

e
n
e
ra
l	T

ra
n
sit	F

e
e
d
	

S
p
e
c
ifi
c
a
tio

n

）
で
す
。
バ
ス
の
路
線
図
と
バ
ス
停
の
位
置
と
時
刻
表
を
共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
公
開
す
る

と
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
乗
換
案
内
ア
プ
リ
の
事
業
者
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ア
プ
リ
に
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
、
バ
ス
会
社
が
バ
ス
の
時
刻

表
ア
プ
リ
を
自
社
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
人
が
裨ひ

え

き益
し
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
は
世
の
中
に
す
で
に
あ
り
ま
す
。

庄
司　

バ
ス
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
位
置
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
一
昔
前
は
非
常
に
高
価
で
、
中
小

の
バ
ス
事
業
者
は
手
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
で
デ
ー
タ
を
公
開
す
れ
ば
他
者
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
小
さ
い
企
業
ほ
ど
救
わ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

渡
辺　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
よ
り
時
間
短
縮
や
精
度
向
上
と
い
っ
た
小
さ
な
メ
リ
ッ
ト
が
積
み
重
な
り
、

経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。Z

illo
w

や
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
目
立
つ
存
在
で

す
が
、
日
本
に
も
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
不
動
産
価
格
を
予
測
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｅ
Ｏ
（
ジ
ー
オ
）
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
側
の
情
報
量
と
不
動
産
業
者
の
情
報
量
の
間
を
埋
め
る
た
め
に
、
公
的
デ
ー

タ
を
た
く
さ
ん
使
い
、
適
正
価
格
を
算
定
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
作
り
、
そ
の
結
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
側
か
ら
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
よ
う
で
、
事
業
と
し
て
も
成
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
度
合
い
に
応
じ
て

認
証
方
法
を
変
え
る
べ
き

――
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
め
た
マ
イ
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
辺　

先
日
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の
Ｄ
Ｘ
の
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
話
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
研
究
で
得
た
知
見
と
彼
女
の
知
見
を
突
き
合

わ
せ
る
と
、
両
国
民
の
政
府
に
対
す
る
信
頼
度
に
差
を
感
じ
ま
し
た
。
彼
女
の
最
近
の
調
査
で
は
、
政
府

の
内
部
で
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
に
対
し
肯
定
的
な
人
の
割
合
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
73
％
も
あ
り
、
こ
れ

は
日
本
に
は
な
い
こ
と
で
す
。
「
国
民
が
政
府
に
ど
れ
だ
け
自
身
の
デ
ー
タ
を
使
わ
れ
て
良
い
と
思
う
か
」

と
い
う
こ
と
は
、「
国
民
が
政
府
を
ど
れ
だ
け
疑
う
か
」
と
い
う
こ
と
と
裏
表
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
対
テ
ロ
戦
争
な
ど
大
き
な
文
脈
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
政
府
の
監
視
を
歓
迎
す
る
か
は
人

に
よ
り
温
度
差
が
あ
り
、
日
本
に
も
似
た
よ
う
な
構
図
が
あ
り
ま
す
。
政
府
に
対
す
る
信
頼
性
が
な
い
と
、

デ
ー
タ
利
活
用
は
進
ま
な
い
で
し
ょ
う
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
や
リ
ク
ナ
ビ
な
ど
が
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国

だ
け
で
は
な
く
企
業
が
絡
む
と
こ
ろ
も
、
信
頼
関
係
が
な
い
と
デ
ー
タ
を
渡
し
た
く
な
い
し
、
使
わ
れ
た

く
な
い
と
思
う
の
は
同
じ
で
す
。
自
分
の
デ
ー
タ
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
社
外
か
ら
は
分
か
ら
ず
、
ど
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の
第
三
者
に
ど
う
い
う
形
で
提
供
さ
れ
て
い
る
か
も
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
障
壁
に
な
る
で
し
ょ
う
。

――
過
去
の
研
究
で
も
、
消
費
者
は
信
頼
感
が
高
ま
る
と
自
身
の
デ
ー
タ
を
出
し
て
い
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
韓
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
似
た
も
の
が
古
く
か

ら
あ
り
、
政
府
へ
の
不
信
感
は
日
本
以
上
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
韓
国
で
は
政
府
の
デ
ー
タ
利
用
は
ど
れ
く

ら
い
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

庄
司　

韓
国
は
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
と
て
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
韓
国
が
大
統
領
制

を
採
用
し
て
お
り
、
政
府
の
権
力
が
強
く
、
地
方
自
治
体
の
力
が
日
本
に
比
べ
て
と
て
も
弱
い
た
め
、
中

央
集
権
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
言
え
ま
す
。
ま
た
、
停
戦
中
と
は
い
え
、
戦
争
が
続
い
て
き
た
の
で
、

国
民
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
で
す
が
、
個
人
を
特
定
・
証
明
す
る
国
の
公
的
な
仕
組
み
と
し
て
、
必
ず
必

要
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
日
本
で
は
税
と
社
会
保
障
と
防
災
の
た
め
の
番
号
と
し
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、

他
の
こ
と
に
は
使
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
と
連
携
し
て
「
国
民
の
Ｉ
Ｄ
」

に
な
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
国
家
の
保
証
す
る
最
後
の
砦
と
な
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
紐
づ
く
情
報
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
う
場
面
を
限
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
政
府
内
で
連
携
さ
せ
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
民
間
と
の
連
携
は
そ
う
簡
単
に
は

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
個
人
の
Ｉ
Ｄ
は
分
け
て
使
う
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
た
い
て

い
の
こ
と
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｉ
Ｄ
連
携
で
問
題
な
い
は
ず
で
、
も
う
少
し
正
確
性
・
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
番
号
の
連
携
に
し
、
最
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
高
い
ま
れ
な
ケ
ー
ス
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
す
。

――
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る
う
え
で
期
待
で
き
る
分
野
は
何
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

庄
司　

政
府
の
い
ろ
い
ろ
な
Ｉ
Ｄ
が
連
携
・
統
合
さ
れ
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
年

末
調
整
が
デ
ジ
タ
ル
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
税
は
自
治
体
に
よ
っ
て
記
入

す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
異
な
る
た
め
、
経
理
の
人
が
大

変
な
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
で
一
度
入

力
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
対
応
し
た
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
で
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
現
在
は
対
応
で
き
る
税
の
種
類
を
増
や
し

て
い
る
段
階
で
す
。
地
味
で
す
が
、
政
府
が
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
の
面
で
情
報
の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

効
率
化
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
伴

い
、
国
民
生
活
も
企
業
の
事
務
部
門
も
効
率
化
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
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渡
辺　

よ
く
言
え
ば
伸
び
し
ろ
が
ま
だ
あ
り
、
悪
く
言
え
ば
初
歩
的
な
課
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で
、

地
味
で
も
や
れ
ば
成
果
が
出
る
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｉ
を
疑
い
、
Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る

庄
司　

な
る
べ
く
個
人
情
報
を
使
わ
な
い
世
界
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
日
食
べ
た
も
の
や
、

今
の
体
重
な
ど
を
分
析
し
て
そ
の
結
果
、
何
を
食
べ
る
べ
き
か
教
え
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
で
は
な
く
、
「
六
本
木

に
来
た
の
で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
」
と
決
め
た
ら
、
六
本
木
で
一
番
評
価
の
高
い
と
こ
ろ
や
、
空

い
て
い
て
評
価
が
高
い
と
こ
ろ
、
今
日
良
い
素
材
を
仕
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
手
に
入
れ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
自
分
で
何
を
食
べ
る
か
決
め
ら
れ
る
世
界
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

渡
辺　

ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
一
見
さ
ん
の
観
光
客
の
こ
と
に
つ
い

て
は
よ
く
知
ら
な
い
け
ど
、
地
元
の
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
何
で
も
答
え
ら
れ
る
と
い

う
。

庄
司　

そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
。
交
通
、
店
の
評
判
、
衛
生
状
況
、
今

日
の
仕
入
れ
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
存
分
に
活
用
す
れ
ば
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
れ
ま
す
。
今
後
は
、
Ａ

Ｉ
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
「
誰
の
た
め
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

に
な
る
か
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
國
領
二
郎
先
生
に
よ
れ
ば＊

５

、
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
サ
イ
ト
が
出
て
き
た

と
き
に
、
「
売
り
手
が
一
番
あ
ち
こ
ち
に
売
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
作
る
の
か
、
「
消
費
者
が
一
番

良
い
も
の
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
作
る
の
か
と
い
う
議
論
で
、
結
局
お
金
を
出
す

の
は
売
り
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
売
り
手
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
残
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

情
報
銀
行
な
ど
が
、
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
企
業
側
に
立
っ
て
個
人
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
レ
コ
メ
ン
ド
し

て
く
る
と
、
消
費
者
は
情
報
銀
行
を
信
用
し
に
く
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
か
ら
す
れ
ば
、
自
分

が
決
め
た
時
に
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
ほ
し
い
は
ず
で
す
。

――
庄
司
さ
ん
が
提
案
し
て
い
る
の
は
、
知
り
た
い
と
能
動
的
に
思
う
こ
と
に
つ
い
て
の
レ
コ
メ
ン
ド
で

す
が
、
レ
コ
メ
ン
ド
し
て
く
れ
る
ま
ま
に
行
動
す
る
受
動
的
な
ほ
う
が
楽
な
の
で
好
き
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
能
動
的
な
人
は
一
部
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
企
業
は
履
歴
を
分
析
し
、
レ

コ
メ
ン
ド
し
て
儲
け
て
お
り
、
レ
コ
メ
ン
ド
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
は
利
潤
最
大
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

能
動
的
な
レ
コ
メ
ン
ド
と
受
動
的
な
レ
コ
メ
ン
ド
で
、
消
費
者
の
反
応
の
変
化
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

能
動
的
な
レ
コ
メ
ン
ド
の
ほ
う
が
消
費
者
の
購
入
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
な
れ
ば
、
良
い
レ
コ
メ
ン
ド
と

言
え
、
消
費
者
の
満
足
度
が
上
が
り
、
企
業
も
儲
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
ま
す
か
。

渡
辺　

能
動
的
に
こ
だ
わ
り
た
い
分
野
は
、
人
や
時
に
も
よ
り
異
な
り
ま
す
。
自
分
の
履
歴
を
分
析
し
な
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く
て
い
い
か
ら
、
「
一
般
的
に
今
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
流
行
っ

て
い
る
も
の
」
や
「
こ
う
い
う
タ
イ
プ
の
人
は
こ
う
い

う
も
の
を
好
む
」
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
人
が
い
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
セ
レ
ブ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
な
ど
の
ペ
ル
ソ
ナ
を
つ
け
て
、
「
こ
の
人
み
た
い
な

ご
飯
を
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
、
こ

れ
ら
は
個
人
情
報
も
不
要
で
し
ょ
う
。

庄
司　

個
人
情
報
の
問
題
は
今
に
始
ま
っ
た
話
で
は
な

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ナ
チ
ス

の
経
験
を
踏
ま
え
て
個
人
情
報
保
護
の
考
え
方
が
出
て

き
ま
し
た
。
最
初
の
電
算
化
が
出
て
き
た
１
９
７
０
年

代
に
個
人
情
報
の
保
護
の
組
織
が
で
き
て
き
て
、
哲
学

的
に
深
い
問
題
で
す
。
リ
ク
ナ
ビ
問
題
で
も
、
人
生
の

大
事
な
決
断
を
誰
か
に
自
動
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が

人
権
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
論
の
立
て
方
を
、
法
律
家

は
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
Ａ
Ｉ
の
判
断
の
ま
ま
に
流
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
人
間
が
自
分
で
判
断

で
き
る
余
地
を
残
し
て
お
く
べ
き
で
、
そ
れ
が
何
か
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
領
域
に
個
人
情
報
の
問
題
は
入
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

リ
ク
ナ
ビ
問
題
に
関
連
し
、
就
職
活
動
に
関
し
て
い
う
と
、
そ
れ
は
Ａ
Ｉ
が
決
め
る
か
、
企
業
の

採
用
担
当
者
が
決
め
る
か
と
い
う
人
間
と
機
械
の
分
業
で
あ
り
、
就
活
生
側
が
決
め
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ

ン
の
話
は
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
。

採
用
し
た
い
側
が
ど
こ
ま
で
自
分
で
決
め
る
か
、
ど
こ
ま
で
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
か
で
す
。

庄
司　

リ
ク
ナ
ビ
の
事
件
は
、
内
定
辞
退
の
可
能
性
と
い
う
予
測
に
す
ぎ
な
い
情
報
を
本
人
の
意
思
に
反

し
て
企
業
に
提
供
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
り
、
そ
れ
が
企
業
の
決
断
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
推
測

で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
ま
ず
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

原
理
的
に
は
Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
個
別
の
事
例
を
見

る
と
、
警
戒
が
過
剰
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
採
用
に
あ
た
り
Ａ
Ｉ
を
使
う
と
、
女
性

が
不
利
に
な
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
人
間
も
差
別
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
採
用

担
当
者
が
ど
の
よ
う
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
判
断
し
て
い
る
か
は
Ａ
Ｉ
以
上
に
不
明
確
で
す
し
、
そ
の
人
の

経
験
も
偏
っ
て
い
る
の
で
参
考
に
す
る
デ
ー
タ
も
偏
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
採
用
に
Ａ
Ｉ
を
使
う
か
否
か

等
の
個
別
の
問
題
に
は
、
Ａ
Ｉ
を
社
会
で
活
用
す
る
際
の
根
本
の
問
題
と
は
違
う
問
題
が
結
構
入
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
個
々
の
問
題
を
考
え
る
と
、
Ａ
Ｉ
を
使
う
の
が
だ
め
、
人
間
が
よ
い
、
と
い
う
話
に
行
く

の
は
警
戒
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。
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庄
司　

Ａ
Ｉ
と
共
存
の
仕
方
を
探
せ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
気
づ
か
な
い
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
の
結
果
を
人
間
が
批
判
的
に
検
証
し
て
決
定
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

医
療
の
診
断
分
野
を
み
る
と
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
な
い
け
ど
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
明
ら

か
に
機
械
の
ほ
う
が
高
い
領
域
が
出
て
き
て
い
る
の
で
、
「
機
械
よ
り
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
い
医
師
を

選
び
ま
す
か
？
」
と
い
う
世
界
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
薬
学
の
世
界
で
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、

そ
の
薬
に
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
ど
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
効
く
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

つ
ま
り
、
経
験
則
は
あ
る
け
れ
ど
理
論
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｉ
は
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
も
な

い
し
、
透
明
性
も
理
論
も
な
い
か
ら
怪
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
Ａ

Ｉ
が
過
剰
に
怖
が
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

	庄
司　

レ
コ
メ
ン
ド
に
よ
っ
て
企
業
の
利
潤
を
最
大
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
間
軸
を
長

期
に
と
る
こ
と
を
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
を
使
っ
て
レ
コ
メ
ン
ド
し
て
く
る
相
手
が
、

短
期
に
利
潤
を
最
大
化
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
、
長
期
の
利
潤
を
最
大
化
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
の
か
に
よ
っ
て
、
相
手
へ
の
信
頼
度
が
違
っ
て
き
て
、
結
果
的
に
相
手
に
渡
す
デ
ー
タ
も
変
わ
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
１
回
限
り
し
か
行
か
な
い
旅
行
先
の
お
土
産
屋
さ
ん
と
は
異
な
り
、
毎
日

顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
店
は
１
回
で
利
潤
を
最
大
化
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
戦
略
は
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ベ
ネ
ッ
セ
や
リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
は
、
消
費
者
と
揺
り
か
ご
か
ら

墓
場
ま
で
付
き
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

彼
ら
は
今
の
世
代
の
客
に
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
次
の
世
代
の
集
客
も
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
１
回
限
り
で
回
収
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
と

は
戦
略
が
異
な
る
可
能
性
は
あ
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
長
期
的
に
幸
せ
に
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
短
期

的
に
幸
せ
に
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
て
、
ど
ち
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
言
う
こ
と
を
聞
く
か
と
考
え
る

と
難
し
い
勝
負
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
企
業
側
だ
け
で
は
な
く
消
費
者
側
の
知
恵
も
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

庄
司　

短
期
的
に
人
が
呼
べ
る
よ
う
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
内
容
の
サ
イ
ト
を
作
れ
ば
、
お
そ
ら
く
人

は
寄
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
は
信
頼
は
獲
得
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
長
期
に
わ
た
っ
て
関
係
を

と
も
に
す
る
存
在
で
あ
る
銀
行
が
運
営
す
る
情
報
銀
行
は
手
堅
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

渡
辺　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
青
木
志
保
子
研
究
員
に
指
摘
さ
れ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
デ
ー

タ
で
最
適
化
が
進
み
す
ぎ
る
と
、
セ＊

６

レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
が
な
く
な
る
と
い
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
生
み
出
す
た
め
に
は
効
率
化
と
は
全
く
違
う
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

庄
司　

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
東
浩
紀
さ
ん
が
『
弱＊

７

い
つ
な
が
り
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
。
い
ま
や
我
々

の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
グ
ー
グ
ル
な
ど
に
予
測
さ
れ
る
範
囲
内
と
な
り
が
ち
で
、
あ
え
て
そ
こ
か
ら
飛
び
出
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す
こ
と
で
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
ノ
イ
ズ
と
思
わ
れ
て
い

た
も
の
が
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
し
て
思
わ
ぬ
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
物
見
遊
山
で
旅
行
に
行

く
こ
と
を
批
判
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
気
軽
な
気
分
で
観
光
旅
行
に
出
て
、
旅
先
で
気
づ
い
た
こ

と
を
帰
宅
後
に
検
索
す
る
こ
と
で
、
知
ら
な
か
っ
た
世
界
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

渡
辺　

最
適
化
だ
け
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
社
会
は
貧
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
し
ょ
う
。

――
Ａ
Ｉ
が
レ
コ
メ
ン
ド
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
多
く
の
人
は
考
え
な
い
ほ
う
が
楽
な
の
で
、
Ａ
Ｉ
の
レ

コ
メ
ン
ド
結
果
を
支
持
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
下
し
た
判
断
に
対
し
て
、
批
判
す
る

仕
組
み
が
あ
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、「
答
え
が
出
て
い
る
か
ら
考
え
な
く
て
い
い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
情
報
社
会
に
お
い
て
は
、
人
は
Ａ
Ｉ
が
出
し
た
と
し
て
も
批
判
的

に
と
ら
え
る
視
点
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
教
育
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

Ａ
Ｉ
が
人
間
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
こ
と
と
、
完
璧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
別
の

こ
と
な
の
で
、
疑
い
を
持
っ
て
も
う
少
し
良
く
し
て
い
け
な
い
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

病
気
の
診
断
で
は
、
現
実
問
題
と
し
て
、
患
者
の
心
理
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
画
面
で
は
な
く
て
医
師
の
言

葉
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
医
師
か
ら
す
る
と
、
効
率
の
観
点
か
ら
Ａ
Ｉ
の
画
面
を
批
判
的
に
考
え

る
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
Ａ
Ｉ
の
主
張
の
ま
ま
を
伝
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

庄
司　

そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
医
学
で
も
プ
ラ
シ
ー

ボ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
同
じ
結
果
で
も
、
単
に
テ
キ

ス
ト
で
送
ら
れ
て
く
る
の
と
、
医
師
が
親
身
に
な
っ
て

聞
き
、
結
果
を
伝
え
る
の
と
で
は
、
同
じ
内
容
で
も
そ

の
後
の
経
過
が
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。	

地
方
交
通
か
ら
デ
ー
タ
活
用
を
進
め
る
べ
き

――
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
分
野
で
ど
の
よ
う

な
デ
ー
タ
利
活
用
が
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

庄
司　

デ
ー
タ
活
用
で
す
ぐ
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
そ
う

な
の
は
、
都
市
で
あ
り
交
通
で
し
ょ
う
。
都
市
へ
の
人

口
集
中
は
ま
だ
進
む
と
み
ら
れ
、
混
雑
に
ど
う
対
処
す

る
か
は
大
き
な
問
題
で
す
。
ジ＊

８

ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
オ＊

９

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

必
要
な
局
面
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
ハ
ー
ド
な
イ
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ン
フ
ラ
だ
け
で
は
な
く
デ
ー
タ
を
使
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
活
用
し
、
ま
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
車
の
走
行
可
能
エ
リ
ア
を
変
化
さ
せ
る
な
ど
、
運

営
面
で
都
市
の
価
値
を
高
め
る
の
は
面
白
い
と
思
い
ま

す
。日

本
で
は
、
都
心
は
私
鉄
が
多
く
あ
る
の
で
話
が
大

き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
地
方
都
市
の
県
庁
所
在

地
な
ど
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
と
私
鉄
２
社
程
度
な
の
で
、

彼
ら
と
自
治
体
が
組
み
、
地
域
密
着
で
多
角
経
営
し
て

い
る
有
力
企
業
（
地
方
豪
族
企
業
）
を
巻
き
込
め
ば
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

U
b
e
r

（
ウ
ー
バ
ー
）
やL

y
ft

（
リ
フ
ト
）
と
い
っ

た
今
ま
で
と
は
違
う
ユ
ビ
キ
タ
ス
な
乗
り
物
が
あ
る
の

か
な
い
の
か
で
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
価
値
は
だ
い
ぶ
違
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
も
デ
ー
タ
が
あ
っ

た
ほ
う
が
、
置
く
べ
き
拠
点
の
場
所
が
判
明
し
、
デ
ー

タ
が
流
通
す
れ
ば
よ
り
便
利
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

――
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
農
業
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
い
つ
ま

で
も
そ
れ
が
普
及
し
ま
せ
ん
。
そ
の
根
源
的
な
理
由
は
、
日
本
は
生
産
者
表
示
を
信
じ
て
お
り
、
危
険
な

育
て
方
を
し
て
い
る
農
家
が
い
な
い
の
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で

す
。

渡
辺　
「
デ
ジ
タ
ル
化
し
な
く
て
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
、
ま
だ
ア
ナ
ロ
グ
な
ま
ま
で
い
い
」
と
い
う

考
え
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
な
い
と
効
率
化
せ
ず
、
品
質
も
バ
ラ
バ
ラ
な
国
が
日
本

よ
り
も
先
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
、
食
用
で
は
な
い
ア
メ
リ
カ
の
競
走
馬
の
肉
が

他
国
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
り
流
通
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
そ
こ
で
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
日
本
で
も
食
品
の
産
地
偽
装
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
や
れ
ば
い
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
お
金
を
払
う
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
は
不
明
で
す
。
ス
ー
パ
ー
の
商
品
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、

富
裕
層
向
け
の
こ
だ
わ
り
と
し
て
や
単
価
の
高
い
通
販
の
商
品
で
は
可
能
で
し
ょ
う
。

庄
司　

農
業
に
限
ら
ず
、
測
っ
て
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
常
識
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
や
り

方
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
働
き
方
改
革
の
文
脈
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
に
つ
な
げ

た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
常
識
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
う
で
は
な
い
と
判
明
し
た
り
な
ど
、
面
白
い
領
域

だ
と
思
い
ま
す
。

＊
10

＊
11
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――
最
後
に
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
進
め
て
実
現
で
き
る
未
来
の
社
会
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
う

い
う
制
度
で
、
企
業
や
消
費
者
は
ど
う
考
え
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

批
判
的
な
思
考
や
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
の
仕
組
み
は
手
放
さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
ね
。
デ
ー

タ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
判
断
の
精
度
が
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
時
間
や
コ
ス

ト
の
削
減
、
収
益
の
向
上
が
見
込
め
る
と
い
う
の
が
全
体
的
な
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。

庄
司　

未
来
の
社
会
に
向
か
っ
て
、
人
間
が
や
る
必
要
が
な
い
仕
事
を
や
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ

と
や
、
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
な
ど
、
人
間
性
が
発
揮
で
き

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
効
率
化
・
細
分
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
未

来
の
社
会
は
デ
ー
タ
が
高
度
に
活
用
さ
れ
る
基
盤
の
上
で
、
「
人
間
」
ら
し
い
こ
と
に
専
念
で
き
た
り
、
能

力
を
発
揮
で
き
た
り
す
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　
「
人
間
は
自
分
の
姿
を
ま
と
も
に
見
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
触
れ
て
は
い
け
な
い
タ
ブ
ー
が
あ
り
、
デ
ー

タ
の
社
会
は
そ
れ
と
直
面
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
る
と
、
本
当
は
人
が
住
む
べ
き
で
は
な
い
エ
リ
ア
も
可
視
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
そ
ん

な
も
の
を
直
視
す
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら
見
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
社
会
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
う
い
う
領
域
の
多
い
社
会
ほ
ど
デ
ー
タ
の
活
用
は
進
ま
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
ダ
メ
な
現
状
で
あ
っ
て

も
、
受
け
入
れ
て
対
策
を
考
え
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
え
る
社
会
こ
そ
、
デ
ー
タ
活
用
が
進
む
社

会
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
日
本
に
関
し
て
そ
れ
を
楽
観
し
て
い
い
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

――
海
外
と
の
比
較
は
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、
原
発
の
安
全
神
話
を
考
え
る
と
、
日
本
は
完
全

に
前
者
で
す
よ
ね
。

渡
辺　

原
発
事
故
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
当
然
で
す
が
、
事
故
が
な
い
前
提
で
考
え
て
い
る

た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
先
に
進
ま
ず
、「
備
え
る
こ
と
も
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
不
安
に
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

庄
司　

我
々
の
社
会
は
「
見
て
し
ま
う
」
と
「
管
理
し
て
し
ま
う
」
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
社
会
主
義
み

た
い
な
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
取
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
も
っ
と
管
理
社
会

に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

渡
辺　

か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
学
校
で
、
先
生
ご
と
に
テ
ス
ト
ス
コ
ア
の
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー

の
比
較
を
し
、
公
開
し
た
と
こ
ろ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
い
と
さ
れ
た
先
生
が
自
殺
を
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
直
視
し
た
く
な
い
現
実
が
あ
る
の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

必
要
な
の
は
人
間
臭
い
社
会
や
文
化
の
面
に
対
応
す
る
ス
キ
ル
な
の
で
、
そ
の
ス
キ
ル
を
築
い
て
い
け
れ
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ば
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
良
い
社
会
を
作
っ
て
い
け
る
し
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
本
当
は
問
題
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
見
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
、
問
題
も
温
存
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

庄
司　

勉
強
の
面
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
の
、
生
徒
の
人
生
相
談
で
は
腕
が
立
つ
な
ど
良
い
面
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
の
使
い
方
を
人
間
の
側
が
洗
練
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

渡
辺　

人
は
測
れ
る
も
の
の
ほ
う
に
注
意
が
行
き
が
ち
で
、
本
当
に
測
る
べ
き
も
の
を
測
っ
て
い
る
か
を

忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ー
タ
社
会
推
進
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
０
１
９
年
11
月
13
日
、
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
に
て
収
録
）

註

*1.	 オープンデータを作成、使用、議論するイベントを世界で同日に開催する日。日本

でも多くの地域でイベントが開催されている。

*2.	 Civic（市民）と Technology（技術）をかけ合わせた造語で、市民自身が社会課題を

テクノロジーも用いて解決する取り組みを指す。

*3.	 <https://typhoon.yahoo.co.jp/weather/river/>

*4.	 外部サーバから情報を分析するためにデータを抽出すること。

*5.	 科 学 技 術 振 興 機 構 社 会 技 術 研 究 開 発 セ ン タ ー（2019）『Human-Information	

Technology	Ecosystem』Vol.03　<https://www.jst.go.jp/ristex/hite/topics/img/book-

vol3.pdf>

*6.	 偶然に見つけた良いこと。

*7.	 東浩紀（2014）『弱いつながり―検索ワードを探す旅』幻冬舎

*8.	 かつて低所得者層が居住していた地域に再開発がなされたことで、より高所得者層

が流入し、地価が高騰することでその地域の居住者の入れ替えが発生すること。

*9.	 観光地にその場所のキャパシティを超えた観光客が訪れること。

*10.	 料金を需要と供給の状況に合わせて動的に変化させる戦略。

*11.	 Mobility	as	a	Service（サービスとしての移動）の略で、交通機関を組み合わせて移

動そのものを一つのサービスとしてまとめた概念。
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近
年
、
国
内
外
で
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
議
論
が
非
常
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
議

論
は
多
く
の
場
合
、
法
律
と
企
業
活
動
、
政
府
の
視
点
で
理
論
的
に
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
他
国
の
政
策
を

参
照
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
変
化
が
速
く
、
複
雑
化
す
る
情
報
社
会
に
お
い
て
は
、
消
費
者
を
含

ん
だ
、
社
会
全
体
に
与
え
る
影
響
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
に
制
度

を
設
計
し
な
い
と
、
想
定
以
上
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
社
会
に
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
人
々
の
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
評
価
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
た

研
究
を
報
告
す
る
と
同
時
に
、
産
官
学
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
日

本
政
府
が
と
る
べ
き
デ
ー
タ
政
策
や
、
産
業
界
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
デ
ー
タ
利
活
用
戦

略
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。
議
論
の
結
果
、
日
本
企
業
の
強
み
が
発
揮
で
き
る
領
域
（
医
療
や
製
造
業
、

Ｂ
２
Ｂ
等
）
は
ま
だ
十
分
に
あ
る
一
方
で
、
デ
ー
タ
は
あ
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
描
け
な
い
と
い
う

経
営
的
課
題
の
存
在
や
、
Ｉ
Ｔ
人
材
を
外
に
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
等

が
指
摘
さ
れ
た
。
来
場
者
数
は
２
０
０
名
を
超
え
、
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
た
。

企
画
・
編
集
゠
山
口	

真
一
（
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
准
教
授
・
主
任
研
究
員
）

ラ
イ
タ
ー
゠
永
井	

公
成
（
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
概
要

［
日
時
］
２
０
１
９
年
７
月
29
日
（
月
）

［
会
場
］
イ
イ
ノ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ	

Ａ

［
主
催
］
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

［
後
援
］
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
］

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ	

１
「
人
々
に
と
っ
て
最
適
な
デ
ー
タ
利
活
用
と
は
何
か
」

　

基
調
講
演
「
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
人
々
の
評
価
と
日
本
の
未
来
」

　
　
　

山
口	

真
一

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
社
会
的
厚
生
を
最
大
化
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
」

　
　
　

ク
ロ
サ
カ	

タ
ツ
ヤ
／
古
谷	

由
紀
子
／
森	

亮
二
／
山
口	

真
一

　
　
　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
゠
田
中	

辰
雄

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ	

２
「
日
本
流
デ
ー
タ
活
用
・
流
通
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ
」

　

特
別
講
演
①
「
日
本
の
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　
　

渡
邊	

昇
治

　

特
別
講
演
②
「
日
本
に
お
い
て
デ
ー
タ
流
通
と
活
用
を
阻
害
し
て
き
た
要
因
と
今
後
の
活
路
」

　
　
　

楠	

正
憲

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
流
デ
ー
タ
活
用
・
流
通
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ
」

　
　
　

楠	

正
憲
／
庄
司	

昌
彦
／
中
川	

裕
志
／
沼
尻	

祐
未

　
　
　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
゠
渡
辺	

智
暁

			

※
肩
書
き
は
開
催
当
時
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
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Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

１

基
調
講
演
「
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
人
々
の
評
価
と
日
本
の
未
来
」

山
口 

真
一
（
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
講
師
・
主
任
研
究
員
）

デ
ー
タ
政
策
議
論
か
ら
抜
け
落
ち
る
「
消
費
者
視
点
」

近
年
、
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
21
世
紀
」
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
、
人
々
の
生
活
に
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
内
外
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
と
り
わ
け
デ
ー
タ
利

活
用
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
、
そ
の
議
論
に
お
い
て
「
消
費
者
」
と
い
う

視
点
が
、
驚
く
ほ
ど
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。
特
に
、
消
費
者
の
「
利
便
性
」
と
「
不
利
益
」
に
着
目
し
、

そ
れ
を
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
論
じ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
日
本
」
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
消
費

者
の
総
合
的
な
評
価
を
実
証
分
析
し
、
人
々
に
と
っ
て
適
切
な
デ
ー
タ
利
活
用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
に
は
二
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
約
６
０
０
０
人
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
分
析
で
、
も
う
一
つ
は
20
代
の
若
者
10
名
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
利
活
用
へ
の
考

え
方
な
ど
を
聞
い
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
す
。

不
安
に
思
う
人
は
多
い
が
、
利
便
性
も
評
価
し
て
い
る

ま
ず
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、

デ
ー
タ
収
集
・
活
用
と
も
に
認
知
し
て
い
る
人
は
約

75
％
で
あ
り
、
年
代
に
よ
る
傾
向
は
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
認
知
経
路
と
し
て
、

「
規
約
」
は
18
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
規
約
は
あ
ま
り

読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

続
け
て
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

を
調
査
し
た
結
果
、
74
％
の
人
が
不
安
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
他
方
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
も
た
ら
す
利
便
性

に
つ
い
て
、
「
①
完
全
に
ラ
ン
ダ
ム
な
お
す
す
め
表
示
」

「
②
売
れ
て
い
る
商
品
の
お
す
す
め
表
示
」
「
③
自
分
に

合
っ
た
商
品
の
お
す
す
め
表
示
」
の
三
つ
の
中
で
は
、
③

が
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
①
の
約
２
倍
の
人
が
、

そ
の
機
能
を
「
あ
っ
た
方
が
良
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
一
方
で
、

利
便
性
を
評
価
す
る
人
も
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
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90
％
の
人
は
「
無
料
を
志
向
」

さ
て
、
以
上
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
利
活
用
へ
の
評
価
を
経
済
的
に
測
定
し
て
い
き
ま
す
。
測
定
に
あ
た
っ

て
は
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
評
価
額
を
支
払
い
意
思
額
（
そ
れ
に
対
し
て
支
払
っ
て
も
良
い
最
大
の

金
額
）
で
測
定
す
る
仮
想
評
価
法
（C

V
M

：C
o
n
tin

g
e
n
t	V

a
lu
a
tio

n
	M

e
th
o
d

）
を
ベ
ー
ス
に
、
設
問

を
設
計
し
ま
し
た
。

分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、
国
内
で
使
わ
れ
て
い
る
主

要
20
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
測
定
す
る
の
は
、
「
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
利
益

（
不
利
益
）
」
分
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
価
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
質
問
設
計
を
工
夫
し
、
デ
ー

タ
利
活
用
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ば
支
払
い
意
思
額
は
プ
ラ
ス
に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
あ
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

分
析
し
た
結
果
、
ま
ず
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
実
に
85
～
97
％
の
利
用
者
は
支
払
い
意
思

額
が
０
円
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
不
安
感
と
利
便
性
は
打
ち

消
し
合
っ
て
お
り
、
支
払
っ
て
ま
で
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
な
く
し
た
り
、
こ
の
ま
ま
続
け
て
ほ
し
い
と
強

く
希
望
し
た
り
す
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
ま
す
。
次
に
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
月
額
の
平
均
支
払

い
意
思
額
を
見
る
と
、
支
払
い
意
思
額
の
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
絶
対
値
は
最
大
で
も
月
額
で
マ
イ
ナ
ス
８
・
４
円
と
、
非
常
に
小
さ
い
も
の
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
違
い
は
、
オ
ー
プ
ン
な
利
用
か
ど
う
か
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
た
と
え
ば
、

メ
ル
カ
リ
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
な
取
引
サ
ー
ビ
ス
で
は
デ
ー
タ
利
活
用
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
一
方
で
、
ア
マ
ゾ

ン
な
ど
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
通
販
サ
ー
ビ
ス
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク

（T
ik
T
o
k

）
な
ど
は
支
払
い
意
思
額
が
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
年
齢
層
が
関
係
し
て
い
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

若
者
と
中
高
年
の
大
き
な
乖か

い
り離

さ
ら
に
、
マ
ク
ロ
便
益
推
計
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
日
本
全
国
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
年
間

評
価
額
を
推
計
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
10
代
と
20
代
で
は
約
１
０
０
億
円
の
便
益
を
評
価
し
て
い
る
一

方
で
、
30
代
以
上
で
は
約
４
０
０
億
円
の
不
利
益
と
評
価
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
50
代
、
60
代
で
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
違
い
の
理
由
と
し
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
若
年
層
と
新
し
い
ツ
ー

ル
と
し
て
利
用
し
は
じ
め
た
中
高
年
以
上
で
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
認
識
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
若
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
へ
の
評
価
と
し
て
は
、
「
自
分
に

適
し
た
も
の
が
表
示
さ
れ
る
な
ら
良
い
（
21
歳
男
性
）
」
「
個
人
的
に
は
Ｏ
Ｋ
だ
し
、
ミ
ス
を
拾
っ
て
く
れ

て
助
か
る
と
感
じ
る
（
28
歳
男
性
）
」
と
い
っ
た
意
見
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、
こ
れ
ら
の
評
価
に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
要
素
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
の
分
析
を
、
支
払
い

意
思
額
決
定
要
因
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
行
い
ま
し
た
。
分
析
の
結
果
、
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
年

齢
で
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
し
て
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
人
や
メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
が
長
い
人
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
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Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

１

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
社
会
的
厚
生
を
最
大
化
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
」

古
谷 

由
紀
子
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
消
費
者
会
議 

代
表
）

ク
ロ
サ
カ 

タ
ツ
ヤ
（
株
式
会
社 

企 

代
表
取
締
役
）

森 

亮
二
（
弁
護
士
）

山
口 

真
一
（
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
講
師
・
主
任
研
究
員
）

田
中 

辰
雄
（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部 

教
授
）

消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
に

田
中　

個
人
情
報
の
利
活
用
に
つ
い
て
実
証
的
な
分
析
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
主
た
る
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
態
度
が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
パ
ネ
リ
ス
ト

の
皆
さ
ま
が
、
基
調
講
演
内
容
に
ど
う
い
う
感
想
を
持
っ
た
か
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。

森　

若
年
層
の
方
が
デ
ー
タ
利
活
用
に
理
解
が
あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題

は
、
一
社
が
取
得
し
た
情
報
に
外
部
か
ら
持
っ
て
き
た
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
若
年
層
が
本
当
に
理
解
を
し
た
う
え
で
判
断
し
て
い
る
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
漠
然
と
し
た
不
安
感
が
減
少
し
、
利
便
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

日
本
の
未
来
の
た
め
に
―
三
つ
の
政
策
的
含
意

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
三
つ
の
政
策
的
含
意
が
導
か
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
「
多
様
な
価
値
観
に
配

慮
し
た
制
度
設
計
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
す
る
評
価
は
多
様
で
、
こ
れ
か
ら

情
報
社
会
の
中
心
と
な
る
世
代
は
デ
ー
タ
利
活
用
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
一
律
の
デ
ー
タ
規
制
は
将
来
の
社
会
的
厚
生
を
下
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
悪
用
や
想

定
さ
れ
て
い
な
い
利
用
な
ど
に
は
断
固
と
し
た
態
度
で
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
利
便
性
と
不
利
益
双
方
を
考
慮
し
て
制
度
設
計
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
的
厚
生

を
最
大
に
す
る
に
は
、
双
方
を
さ
ら
に
調
査
し
た
う
え
で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
最
適
な
含
意
を
導
い

て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

三
つ
目
は
「
人
々
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
環
境
を
作
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
つ
い
て
オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
し
、
人
々
が
自
分
の
価
値
観
に
沿
っ
た

デ
ー
タ
利
活
用
レ
ベ
ル
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
実
際
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
グ
ー
グ

ル
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
実
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
切

な
選
択
の
た
め
に
、
規
約
を
読
み
や
す
く
工
夫
し
た
り
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
強
化
し
た
り
す
る
な
ど
、

認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
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消
費
者
が
主
体
的
に
選
択
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
観
点
が
足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
利
益
と
不
利
益
に
関
係
し
て
く
る
と
い
う
意
味
で
は
、
主
体
性
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
２
点

目
と
し
て
、
利
便
性
は
一
律
に
論
じ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
講
演
で
も
あ
っ
た
と

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
消
費
者
の
態
度
が
ば
ら
ば
ら
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
受
け
て
い
る
便
益

も
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

以
上
の
感
想
を
受
け
て
、
山
口
さ
ん
か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
。

山
口　

２
点
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
ク
ロ
サ
カ
先
生
の
「
信
頼
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
預
け
る

こ
と
が
増
え
て
い
く
中
で
、
消
費
者
の
企
業
に
対
す
る
信
頼
感
と
い
う
考
え
方
は
今
後
よ
り
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。
先
行
研
究
で
も
、
信
頼
性
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
は
、
消
費
者
の
デ
ー
タ
提

供
の
抵
抗
感
は
小
さ
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
谷
先
生
の
指
摘
で
あ
る
「
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
利
便
性
が
違
う
」
と
い
う
こ
と
は
同
意
見
で
、

今
回
は
総
合
的
な
評
価
を
取
得
し
た
に
す
ぎ
ず
、
利
便
性
や
不
利
益
に
種
類
が
あ
る
の
は
確
か
な
の
で
、

今
後
ぜ
ひ
詳
細
に
分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 の

で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

ク
ロ
サ
カ　

私
は
事
業
を
通
し
て
、
な
か
な
か
日
本
企

業
で
デ
ー
タ
利
活
用
が
進
ま
な
い
こ
と
に
大
き
な
課
題

を
感
じ
続
け
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
利
活
用
な
ど
で
重
要

な
の
は
、
「
そ
の
企
業
に
提
供
し
て
も
良
い
と
消
費
者
が

思
う
ほ
ど
信
頼
を
得
て
い
る
か
」
で
す
。
そ
し
て
、
企

業
が
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
は
、
産
業
構
造
の

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
視
点
ま
で
含
め
て
考
え
な
い
と
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

グ
ー
グ
ル
も
ア
マ
ゾ
ン
も
、
も
は
や
「
20
年
選
手
」
で
、

20
年
培
っ
て
き
た
経
験
や
信
頼
は
そ
れ
な
り
に
重
い
で

す
。
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な
信
頼
を
我
々
が
い
か
に
作
り

上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
真
剣
に
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
谷　

２
点
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
点
目
と
し
て
、
デ
ー

タ
の
利
活
用
に
つ
い
て
消
費
者
の
利
便
性
の
最
大
化
や

不
利
益
の
最
小
化
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
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匿
名
加
工
情
報
の
現
状

田
中　

個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
匿
名
加
工
情
報
（
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
個
人
情
報
を

加
工
し
、
当
該
個
人
情
報
を
復
元
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
情
報
）
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ク
ロ
サ
カ　

事
業
者
に
と
っ
て
匿
名
加
工
情
報
の
制
度
は
非
常
に
使
い
に
く
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
利
用

に
は
数
理
的
な
理
解
が
必
要
で
、
「
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
」
と
い
う
定
義
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
進
め
て

い
く
ほ
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
何
を
し
た
ら
匿
名
加
工
情
報
に
な
る
の
か
を
き
ち
ん
と

理
解
し
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
踏
み
込
め
る
企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

森　

匿
名
加
工
情
報
と
統
計
情
報
の
決
定
的
な
違
い
と
し
て
、
匿
名
加
工
情
報
は
第
三
者
提
供
す
る
と
き

に
個
人
識
別
性
を
提
供
元
基
準
と
し
ま
す＊

１

。
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
一
意
な
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
匿
名
加
工
情
報
の
意
義
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
同
意
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
目
的
外
利
用
す
る
時
、
第
三
者
提
供
す
る
時
、
要＊

２

配
慮
個
人
情
報
を
取
得
す
る
時
の
三
つ
の

み
で
あ
り
、
単
な
る
情
報
の
取
得
で
は
同
意
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

形
骸
化
す
る
「
同
意
」
と
そ
の
有
効
性

ク
ロ
サ
カ　

同
意
が
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
論
点
で
す
。
個
人
情
報
は
怖
い
か
ら

と
に
か
く
同
意
を
と
る
、
と
い
う
意
識
が
事
業
者
に
あ
る
よ
う
で
す
。
法
に
照
ら
し
た
場
合
、
同
意
が
い

ら
な
い
ケ
ー
ス
は
結
構
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
同
意
を
と
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
局
面
は
大
き
く
、
ま
た
、

同
意
が
形
骸
化
さ
れ
、
そ
こ
に
消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
同
意
が
本
当
に
成
立
し
た
の
か
疑
問
な
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

森　

消
費
者
の
「
同
意
」
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
実
装
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
無
効
に
な
る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
他
方
で
、
第
三
者
提
供
す
る
際
に
提
供
先
や
目
的
を
書
か
な
く
て
も
法
的
に
は
有
効
と

い
う
抽
象
的
な
同
意
も
許
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
谷　

消
費
者
が
自
分
の
デ
ー
タ
の
提
供
に
つ
い
て
主
体
的
に
選
択
す
る
た
め
に
十
分
な
情
報
を
企
業
が

提
供
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
企
業
自
身
が
整
理
で
き
て
い
な
い
の
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口　

４
点
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
と
し
て
、
消
費
者
の
主
体
的
選
択
が
重
要
で
す
。
消
費
者
が
活
用

さ
れ
る
デ
ー
タ
を
選
択
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
企
業
が
ど
れ
だ
け
情
報
を
出
し
て
も
、
消
費
者
が
主
体
的
に
選
択
し
よ
う
と
思
わ
な

い
状
況
だ
と
意
味
が
な
い
で
す
。
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
学
び
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
問
題
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で
す
。

二
つ
目
と
し
て
、
あ
る
イ
ギ
リ
ス
企
業
の
実
験
で
は
、
ア
プ
リ
の
規
約
を
読
ん
だ
人
は
２
万
２
千
人
に

１
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
規
約
が
あ
る
の
に
読
ま
な
い
の
は
重
要
な
論
点
で
す
。

三
つ
目
と
し
て
、
企
業
が
慎
重
に
な
り
す
ぎ
て
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
だ
け
で
な
く
企
業
側
の
学
び
も
重
要
で
し
ょ
う
。

四
つ
目
と
し
て
、
過
去
の
デ
ー
タ
や
、
過
去
に
契
約
し
た
人
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
と
な
っ
た
時
、

同
意
を
得
る
の
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
連
携
利
用
を
進
め
る
の
が
難
し
く
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
創
設
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
顧
客
全
員
に
同
意
を
と
っ
て
い
く
の
は

非
現
実
的
で
す
が
、
解
決
策
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

企
業
は
消
費
者
に
分
か
り
や
す
い
説
明
を

ク
ロ
サ
カ　

過
去
の
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
、
消
費
者
が
自
分
で
納
得
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。

「
納
得
」
と
は
何
な
の
か
、
企
業
は
き
ち
ん
と
考
え
て
お
く
べ
き
で
、
現
在
の
よ
う
な
過
渡
期
は
デ
ー
タ
を

何
に
、
誰
が
使
う
の
か
、
分
か
り
や
す
く
噛
み
砕
い
て
説
明
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
と
、
消
費
者
が
主
体
的
に
す
べ
て
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
際
に
信
頼
で
き
る
委
託
者
に
管
理
し
て
も
ら
う
と
い
う
発
想

が
、
い
ず
れ
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
い
か
に
そ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
に
向
か
い
合
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

森　

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
必
要
で
し
ょ
う
。
規
約
の
あ
り
方
し
か
り
、
同
意
の
あ

り
方
し
か
り
、
こ
れ
ま
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
問
題
が
、
今
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い
る
状
況
と

言
え
ま
す
。

古
谷　

主
体
的
選
択
が
理
想
で
あ
っ
て
も
、
現
実
的
に
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
教
育
や

情
報
提
供
は
必
要
な
も
の
の
、
政
策
的
な
方
向
も
必
要
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
利
活
用
以
外
の
世
界
で
は
消

費
者
が
自
立
し
て
選
択
で
き
る
よ
う
政
策
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
デ
ー
タ
利

活
用
の
世
界
で
も
枠
組
み
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
利
活
用
の
進
め
方
や
利
用
規
約
の

あ
り
方
を
と
も
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
者
・
企
業
双
方
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
必
要

田
中　

全
体
を
振
り
返
り
ま
と
め
ま
す
。
一
言
ず
つ
ど
う
ぞ
。

山
口　

一
つ
目
と
し
て
、
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
主
観
で
現
在
の
評
価
を
尋
ね
ま
し
た
。
彼
ら
が

利
便
性
も
不
安
感
も
真
に
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
少
し
で
も
そ

の
理
解
の
水
準
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
二
つ
目
と
し
て
、
自
分
の
情
報
を
管
理
す
る
機

能
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
数
十
も
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
設
定
す
る
の
は
非
現
実
的
で
す
。
そ



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

れ
を
一
括
で
管
理
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

森　

同
意
の
効
力
が
問
題
に
な
る
理
由
と
し
て
、
取
引
が
分
か
り
に
く
く
な
る
か
ら
、
そ
し
て
、
デ
ー
タ

の
提
供
や
連
携
を
前
提
と
し
た
利
活
用
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
一
次

取
得
者
と
し
て
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
次
取
得
す

る
た
め
に
は
皆
が
使
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
が
デ
ー
タ
利

活
用
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
サ
カ　

私
は
決
し
て
「
同
意
が
い
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
同
意
は
必
要
で
す
が
、

現
在
は
企
業
が
消
費
者
に
不
誠
実
な
状
態
を
強
い
て
お
り
、
結
果
的
に
消
費
者
の
契
約
行
為
で
は
な
い
と

判
断
さ
れ
、
リ
ス
ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
あ
え
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
を
高
く
し
、
他
社
が
追

随
で
き
な
い
よ
う
な
戦
略
を
と
る
企
業
も
い
ま
す
が
、
競
争
環
境
と
し
て
正
し
い
の
か
議
論
す
べ
き
で
す
。

消
費
者
に
加
え
、
企
業
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

古
谷　

デ
ー
タ
利
活
用
は
社
会
課
題
や
環
境
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
、
最
終
的
に
は
そ
れ
が
人
々
の
利

益
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
面
で
も
デ
ー
タ
利
活
用
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
な

企
業
や
消
費
者
、
行
政
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
た
め
の
法
基
盤
は
な
く
、
同
意
の
あ
り
方
に
関
し
て
も
分
か
り
に
く
く
、

ル
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
が
で
き
る
ま
で
待
っ
て
い
る
と
競
争
力
を
失
い
、

結
局
今
の
状
況
で
も
何
か
手
を
出
し
て
い
く
企
業
が
生
き
残
る
で
し
ょ
う
。
消
費
者
の
意
思
疎
通
が
簡
単

に
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
も
現
状
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
的
な
工
夫
を
し
て
解
決
す
る
状
態

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

註*1.　

つ
ま
り
、
デ
ー
タ
を
提
供
し
た
元
の
組
織
で
個
人
が
識
別
で
き
る
状
態
か
を
基
準
と
す
る
。

*2.　

本
人
に
対
す
る
不
当
な
差
別
、
偏
見
等
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
個
人
情
報
。

　Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

２　

特
別
講
演
①
「
日
本
の
デ
ー
タ
戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
に
つ
い
て
考
え
る
」

渡
邊 

昇
治
（
経
済
産
業
省 

大
臣
官
房
審
議
官
（
産
業
技
術
環
境
局
担
当
））

多
面
的
な
対
応
が
必
要
な
Ｉ
Ｔ
政
策

中
国
は
巨
大
な
市
場
が
あ
り
、
政
府
も
保
護
主
義
の
政
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
欧
州
も
同
様
で
、
自

国
の
産
業
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
特
徴
を
と
ら
え
て
政
策
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
米
国
は
民
間
が

元
気
な
の
で
下
手
な
施
策
を
打
た
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
中
欧
米
で
、
デ
ー
タ
利
活
用
戦
略
は
実
に
三
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ま
た
、
現
在
は
ク
ラ
ウ
ド
層
で
集
中
的
な
デ
ー
タ

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
が
進
む
と
、
応
答

速
度
な
ど
の
事
情
か
ら
エ
ッ
ジ
側
で
情
報
を
貯
め
た
り

フ
ォ
グ
層
と
い
う
国
内
の
小
規
模
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

で
処
理
し
た
り
と
い
う
分
散
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
日
本
は
省
エ
ネ
型
の
小
さ
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向

け
の
チ
ッ
プ
開
発
は
得
意
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
コ
ス
ト
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
観
点
か
ら
も
、
今
後
多
く
の
国
が
分
散
管
理
す

る
こ
と
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
日
本

が
ま
ず
や
っ
て
見
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
２
０
２
５
年
の
崖
」
と

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

今
の
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い

く
と
ど
ん
ど
ん
損
失
が
か
さ
み
、
２
０
２
５
年
に
は
最

大
年
間
12
兆
円
の
経
済
損
失
に
な
る
と
い
う
試
算
が
あ

り
ま
す
。
我
々
は
こ
れ
を
「
２
０
２
５
年
の
壁
」
と
呼

者
三
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
「
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
（D

a
ta
	F
re
e
	F
lo
w
	w

ith
	

T
ru
st

）
」
と
い
う
政
策
を
立
て
て
お
り
、
デ
ー
タ
は
な
る
べ
く
流
通
さ
せ
る
ほ
う
が
い
い
と
い
う
認
識
で

い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
政
策
は
多
面
的
で
、
不
用
意
に
デ
ー
タ
を
出
さ
な
い
よ
う
デ
ー
タ
や
知
財
の
保
護
を
す
る
一
方
で
、

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展
開
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
か
ら
入
っ
て
く
る
危
険
な
も
の
へ
対

応
す
る
た
め
、
そ
し
て
国
外
勢
に
負
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
国
内
の
技
術
力
の
向
上
が
必
要
で
あ

る
と
同
時
に
、
海
外
か
ら
の
投
資
や
研
究
者
な
ど
の
受
け
入
れ
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
日
本
の
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
は

日
本
の
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
が
今
後
世
界
で
戦
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（In

te
rn
e
t	

o
f	T

h
in
g
s

）
が
進
む
と
、
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
Ｉ
Ｔ
化
す
る
と
そ
こ
か
ら
情
報
が
取
れ
る
た
め
、
製
造

業
が
最
初
に
デ
ー
タ
を
手
に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
製
造
業
と
い
う
分
野
に
つ
い
て
、
日
本
企

業
は
世
界
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
大
き
な
デ
ー
タ
を
取
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は
一
つ
の
業
種
に
小
さ
な

会
社
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
難
し
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ

を
複
数
接
続
し
て
、
見
か
け
上
「
大
き
な
デ
ー
タ
」
と
し
て
使
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

政
府
で
は
「C

o
n
n
e
c
te
d
	In

d
u
strie

s

」
と
し
て
こ
れ
を
重
要
視
し
、
税
制
や
モ
デ
ル
事
業
、
標
準
化
で
支

援
し
て
い
ま
す
。
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ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
継
ぎ
足
し
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
の
で
そ
の
全
体
を
知
っ
て
い
る
人
が
お

ら
ず
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
際
に
ど
こ
が
原
因
か
究
明
が
難
し
い
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
解
決
に
は
、
業
務
自
体
の
見
直
し
も
必
要
と
な
り
、
こ
れ
を
い
か
に
実
行
す
る

か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
政
府
は
、
経
営
層
な
ど
に
よ
る
改
革
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
「
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
大
変
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
が
融
合
す
る
社
会
で
求
め
ら
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
全

体
像
を
「
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
し
て
公
表
し
て
い
ま

す
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）
が
、
情
報
共
有
の
た
め
に

J-C
S
IP

（
サ
イ
バ
ー
情
報
共
有
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
た
め
のJ-C

R
A
T

（
サ
イ
バ
ー

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
）
を
組
織
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
や
Ｉ
Ｔ
社
会
の
動
向
調
査
や
分
析
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

国
内
外
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
規
制
の
現
状

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
個
人
情
報
や
対
個
人
へ
の
規
制
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
厳
し
い
法

律
で
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
規
制
は
、
出
店
し
て
い
る
小
売
店
や
中

小
企
業
と
の
規
制
で
す
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
説
明
と
情
報
開
示
の
義
務
を
負
わ
せ
る

法
律
を
施
行
し
て
、
規
制
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
公
正
取
引
委

員
会
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
の
三
者
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
規
制
に
関
す
る
議
論
を
行
っ

て
基
本
原
則
を
出
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
い
る
こ
と
自
体
は
経
済
成
長
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
、
単
純
に
規
制
す
る
も

の
で
は
な
く
、
う
ま
く
活
用
し
つ
つ
問
題
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
改
善
さ
せ
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
政

策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
公
正
な
市
場
競
争
、
顧
客
保
護
や
企
業
保
護
が
で
き
れ
ば
、
自
由
に
競
争
さ

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
５
月
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
巡
る
取

引
環
境
整
備
に
関
す
る
検
討
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
検
討
会
の
報
告
書
を
出
し
ま
し
た
。

	Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

２

特
別
講
演
②
「
日
本
に
お
い
て
デ
ー
タ
流
通
と
活
用
を
阻
害
し
て
き
た
要
因
と
今
後
の
活
路
」

楠 

正
憲
（Japan Digital Design

株
式
会
社
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
は
何
か
―
歴
史
を
紐
解
く

デ
ー
タ
の
利
活
用
と
い
う
と
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
気
に
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
19
世
紀
末
く
ら
い
か
ら
で
、
当
時
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
が
あ
る
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
、
新
聞
報
道
や
乾
式
写
真
が
発
明
さ
れ
た
頃
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
発
達
し
、

そ
れ
ら
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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19
世
紀
末
の
も
う
一
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
パ
ン

チ
カ
ー
ド
で
す
。
米
国
で
は
か
つ
て
は
国
勢
調
査
を
10

年
に
一
度
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
の
増
加
と
と
も

に
集
計
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
手
作
業
で
処
理

す
る
の
に
13
年
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
パ
ン
チ
カ
ー

ド
で
や
る
と
２
年
で
終
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
入
さ
れ
て
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が

悪
用
し
ま
し
た
。
歴
史
的
に
み
て
、
人
の
生
き
死
に
に

影
響
を
与
え
た
ゆ
え
に
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
人
権
問
題
」

と
い
う
認
識
が
Ｅ
Ｕ
に
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な

背
景
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
は
戦
時
中
に
便
所
の
落
書
き
や
図
書
館

の
貸
し
出
し
履
歴
を
収
集
し
て
い
ま
し
た
。
国
内
に
反

政
府
勢
力
は
あ
ま
り
い
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
特
高
（
特

別
高
等
警
察
）
は
誰
か
を
悪
者
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
拷
問
を
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
そ
う
し
た
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
、
憲
法
で

通
信
の
機
密
を
認
め
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
も
日
本
で

も
戦
争
の
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ー
タ
競
争
は
90
年
代
か
ら
起
こ
っ
て
い
る

１
９
９
０
年
代
後
半
の
米
国
で
は
通
信
傍
受
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
分
析
対
象
が
多
す
ぎ
て
分
析
し

き
れ
な
か
っ
た
の
で
、
分
析
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
研
究
が
大
学
で
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
技
術
が
後
に
ド
ッ
ト
コ
ム
な
ど
産
業
に
結
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
デ
ー
タ
が
重
要
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
き
た
の
は
こ
の
５
年
く
ら
い
で
し
た
が
、
実
は
そ
の
前
哨
戦
は
90
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
わ
け

で
す
。
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
を
集
め
る
た
め
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
高
額
でH

o
tm

a
il

（
ホ
ッ
ト
メ
ー
ル
）

の
買
収
を
し
、
趣
味
嗜
好
に
合
っ
た
デ
ー
タ
を
集
め
る
コ＊

１

ラ
ボ
ラ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
企
業
も
買

収
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
０
０
年
前
半
に
な
る
と
、
９
・
11
を
契
機
に
、
電
話
か
ら
ネ
ッ
ト
で
の
デ
ー
タ
集
め
に

変
遷
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
音
声
そ
の
も
の
の
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
電
話
相
手
の
分
析
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
９
・
11
以
降
は
メ
ー
ル
の
中
身
を
盗
み
見
る
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
のP

R
IS
M

（
プ
リ
ズ
ム
）

が
走
り
、
よ
り
大
量
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
テ
ロ
リ
ス
ト
を
あ
ぶ
り
出
す
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。
「
デ
ー
タ

こ
そ
が
価
値
を
持
ち
、
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
人
こ
そ
勝
つ
」
と
喝
破
し
た
の
が
ウ
ェ
ブ
２
・
０
提
唱
者
で

も
あ
る
テ
ィ
ム
・
オ
ラ
イ
リ
ー
で
、
「
イ
ー
ベ
イ
（e

B
a
y

）
が
い
つ
の
日
か
オ
ラ
ク
ル
（O

ra
c
le

）
を
買
収

す
る
」
と
述
べ
て＊

２

、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
売
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
握
っ
て
い
た
会
社
を
ド
ッ
ト
コ
ム
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
飲
み
込
む
時
代
が
来
る
と
予
期
し
ま
し
た
。
実
際
に
は
少
し
異
な
る
も
の
の
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
が
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ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
な
り
、
デ
ー
タ
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

技
術
革
新
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
脅
威

日
本
で
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
頃
は
、
知
ら
な
い
人
か
ら
自
分
の
名
前
が
載
っ
た
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ホ
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
人
の
あ

ら
ゆ
る
情
報
が
ク
ラ
ウ
ド
上
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
用
い
て
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
10
年
で
の
大
き
な
変
化
で
す
。
企
業
が
多
く
の
情
報
を
持
ち

は
じ
め
て
ま
だ
10
年
も
経
っ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
脅
威
と
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
が
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

カ
メ
ラ
を
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
な
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
人
間
が
多
少

な
り
と
も
画
像
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
し
の
割
合
で
も
人
間
が
カ
メ
ラ
の
画
像
を
見
た
と
き
に
、

確
実
に
秘
密
保
持
の
た
め
に
忘
れ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
国
の
よ
う

に
国
家
戦
略
と
し
て
、
決
済
デ
ー
タ
や
監
視
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

国
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

足
り
な
い
の
は
魅
力
的
サ
ー
ビ
ス
と
社
内
Ｉ
Ｔ
人
材

デ
ー
タ
の
流
通
と
い
う
と
数
社
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
ネ
ッ
ト
広
告
の
世
界
で
は
、
広
告
主
か
ら
客
ま
で
１
対
１
の
デ
ー
タ
流
通
で
は
な
く
、
ま
た
た
く

間
に
５
社
10
社
を
通
り
抜
け
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
広
告
は
Ｂ
２
Ｂ
な
の
で
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
、
お
金
に
な
る
客
に
つ
な
い
で
い
き
、
デ
ー
タ
に
価
値
を
持
た
せ
て
収
益
を
発
生
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
は
「
オ
イ
ル
」
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
「
デ
ー
タ
が
な

い
か
ら
Ａ
Ｉ
の
研
究
が
進
ま
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
果
た
し
て
本
当
に
足
り
な
い
の
は
デ
ー

タ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
す
で
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
、
収
益
を
稼
い
で
い
ま
す
。
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
も
、
客
と
の
接
点
、
マ
ネ
タ
イ
ズ
の
仕
組
み
が
な

い
と
何
の
価
値
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
足
り
な
い
も
の
は
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
（
顧

客
と
の
接
点
）
や
顧
客
ベ
ー
ス
（
リ
ピ
ー
ト
顧
客
層
・
中
心
の
顧
客
層
）
、
そ
れ
を
生
む
た
め
の
魅
力
的
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
対
し
て
我
々
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
は
そ
こ
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
を
超
え
て
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
を
す
る
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
人
材
に
関
し
て
言
う
と
、
日
本
は
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
人
材
集
中
が
進
ん
で
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー

企
業
に
Ｉ
Ｔ
人
材
が
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
のS

u
ic
a

（
ス
イ
カ
）
問
題
の
問
題
点
は
、
第
三
者
提
供
し

て
は
い
け
な
い
デ
ー
タ
を
日
立
に
提
供
し
た
こ
と
で
す
が
、
大
本
の
問
題
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
自
分
た
ち
で

は
分
析
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
日
立
の
ベ
ン
ダ
ー
に
や
ら
せ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
、
米
中
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
発
展
し
て
き
て
い
る
の
は
事
前
に
大
規
模
な
投
資
を
し
、
事
前
に
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タ
ネ
を
蒔
い
た
の
が
収
穫
期
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
タ
ネ
を
蒔
か
ず
に
持
っ

て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
マ
ネ
タ
イ
ズ
で
き
る
と
考
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
甘
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ

う
。
今
後
、
デ
ー
タ
を
取
得
し
利
活
用
す
る
た
め
に
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
買
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

註*1.　

そ
の
個
人
の
追
加
情
報
を
予
測
す
る
た
め
に
、
当
該
個
人
の
行
動
・
嗜
好
と
似
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
合
う
別
の
個
人
と
を
比
較
す
る
こ
と
。

*2.　

た
と
え
ば
、
「In

te
rv
ie
w

：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
が
機
能
し
な
く
な
る
日
」
、
IT
メ
デ
ィ
ア
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
２
０
０
３
年
７

月
７
日	<

h
ttp

s://w
w
w
.itm

e
d
ia
.c
o
.jp

/e
n
te
rp
rise

/0
3
0
7
/0
7
/e
p
i0
1.h

tm
l>

Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

２

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
流
デ
ー
タ
活
用
・
流
通
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ
」

沼
尻 

祐
未
（
経
済
産
業
省 

商
務
情
報
政
策
局 
情
報
経
済
課 

課
長
補
佐
）

楠 

正
憲
（Japan Digital Design

株
式
会
社
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）

中
川 

裕
志
（
理
化
学
研
究
所
Ａ
Ｉ
Ｐ
グ
ル
ー
プ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

庄
司 

昌
彦
（
武
蔵
大
学
社
会
学
部 

教
授
）

渡
辺 

智
暁
（
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
教
授
・
主
幹
研
究
員
・
研
究
部
長
）

日
本
企
業
が
攻
め
る
べ
き
領
域
と
は

渡
辺　

デ
ー
タ
流
通
や
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に
促
進
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
に

照
ら
し
て
、
こ
れ
か
ら
伸
び
し
ろ
の
あ
る
領
域
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
、
そ
こ
で
デ
ー
タ
の
流
通
や
利
活

用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の
手
段
や
工
夫
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
、
実
現
に
あ
た
っ
て
阻
害
要
因

は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
聞
き
し
ま
す
。

庄
司　

私
の
専
門
で
あ
る
地
域
情
報
化
や
地
域
で
デ
ー
タ
活
用
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
重

点
を
置
い
て
話
し
ま
す
。
私
は
国
産
の
地
方
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
に
は
生
活
に
密
着
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
私
鉄
は
交
通
事
業
に
加
え
、
不
動
産
、
ス
ー
パ
ー
、
駅
ビ
ル
、
地
域
開
発
、
学
校
、
病
院

な
ど
も
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
連
携
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
が
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

と
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
生
活
レ
ベ
ル
で
の
豊
か
な
デ
ー
タ
活
用
が
実
現
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業
を
地
方
豪
族
企
業
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
現
状
、
彼
ら

は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
る
の
が
困
難
だ
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

中
川　

デ
ィ
ー
プ
デ
ー
タ
と
し
て
、
家
族
の
デ
ー
タ
に
着
目
し
て
お
話
し
ま
す
。
今
は
母
子
手
帳
や
介
護

の
デ
ー
タ
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
母
子
手
帳
は
保
健
所
で
必
要
だ
っ
た
り
、
ビ
ザ
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の
発
行
手
続
き
に
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
介
護
の
デ
ー
タ
に
は
健
康
情
報
や
既
往
症
、
親
族
に
つ
い
て
の

情
報
が
載
っ
て
お
り
、
介
護
保
険
等
に
有
用
で
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
こ
そ
Ａ
Ｉ
に
支
援
し
て
も
ら
う
べ
き
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
的
に
も
大
き
く
、
逆
に
そ
こ
に
失
敗
す
る
と
ロ
ス
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
Ａ
Ｉ
社
会
で
非
常
に
重
要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
米
国
や
欧
州
で
は
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
日
本
で
は
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
人

が
死
亡
し
た
時
や
認
知
症
を
発
症
し
て
経
済
資
産
が
把
握
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
は
資
産
が
塩
漬
け
に
な

り
、
大
き
な
損
失
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
管
理
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
伸
び
る
領
域
と
い
う
よ
り
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

楠　

一
つ
目
と
し
て
、
本
当
に
天
下
を
取
り
に
い
く
な
ら
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
る

べ
き
で
す
。
た
と
え
ば
医
療
デ
ー
タ
に
関
し
て
、
日
本
は
国
民
皆
保
険
な
の
で
全
国
民
の
デ
ー
タ
が
一
か

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
情
報
も
、
日
本
と
台
湾
く
ら
い
し
か
な
い
制
度
な
の
で
、
活
用
で
き
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
分
析
や
Ａ
Ｉ
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
が
彼
ら
に
有
利
な
ゲ
ー
ム
と
し
て
仕
掛
け
て
い

る
部
分
が
あ
る
の
で
、
勝
つ
こ
と
よ
り
負
け
な
い
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の
点
で
設
備
投
資
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
は
勝
て
な
い
の
で
、
提
供
さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
は
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
い
く
べ
き
で
、
そ

の
代
わ
り
本
当
に
守
る
べ
き
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
欧
州
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
決
め
て
守
ら
せ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

二
つ
目
と
し
て
、
日
本
は
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
に
遅
れ
て
い
る
の
で
、
振
り
落
と
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
は
雇
用
の
硬
直
性
と
Ｉ
Ｔ
産
業
の
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
起
因
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
で
の
デ
ー
タ
利
用
や
デ
ー
タ
取
得
を
前
提
と
し
た
事
業
計
画
を
立
て
て

い
な
い
の
が
実
情
な
の
で
、
人
材
を
再
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
以
外
の
デ
ー
タ
は
世
界
で
フ
ラ
ッ
ト
な
情
報
環
境
に

あ
る
の
で
、
そ
こ
に
着
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
持
つ
デ
ー
タ
を
社
会
に
還
元
さ
せ
る
た

め
の
税
制
優
遇
な
ど
、
政
策
誘
導
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

沼
尻　

ま
ず
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
が
取
っ
て
い
な
い
デ
ィ
ー
プ
な
個
人
デ
ー
タ
、
た
と
え
ば
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ

の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
や
皆
保
険
の
デ
ー
タ
を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
の
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
Ｂ
２
Ｂ
の
デ
ー
タ
で
す
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
顧
客
と
の
接
点
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー
タ
や
顧

客
デ
ー
タ
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
政
策
を
立
て
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
先
が
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
商
品
価
値
の
向
上
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
モ
ノ
売
り
か
ら
サ
ー
ビ
ス
化
へ
転
換
し
た
先
に

ど
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
立
て
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
世
界
的
な
勝
負
が
つ
い
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

技
術
を
持
っ
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
企
業
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
協
業
し
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
描
く
こ
と
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
で
もJ-S

ta
rtu

p

と
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
お

り
、
政
府
調
達
や
税
制
で
の
優
遇
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。



智場 #
123

Web 用
データ智場 #

123

Web 用
データ

Ｂ
２
Ｂ
デ
ー
タ
の
流
通
に
あ
た
っ
て
な
す
べ
き
こ
と

渡
辺　

Ｂ
２
Ｂ
系
の
デ
ー
タ
の
流
通
を
ど
う
や
っ
た
ら
促
進
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
阻
害
要
因

は
何
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
政
府
の
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。

楠　

短
期
的
に
Ｂ
２
Ｂ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
運
転
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
日
本
企
業
間
で
部
品
だ
け
で
な
く
デ
ー
タ
の
流
れ
に
つ
い
て
、
今
後
議
論
が
必
要
で
し
ょ
う
。
契
約

自
由
の
原
則
が
あ
る
の
で
、
国
は
な
か
な
か
介
入
し
に
く
い
で
し
ょ
う
が
、
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
公
益

性
の
高
い
部
分
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
の
共
有
を
無
理
や
り
促
す
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。
公
益
性
を
軸

に
し
て
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
の
開
示
を
促
す
制
度
設
計
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
国
内
外
で
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

庄
司　

ま
ず
、
企
業
と
企
業
が
連
携
し
て
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
が
未
熟
だ
と

思
い
ま
す
。
企
業
と
企
業
が
デ
ー
タ
を
連
携
す
る
と
き
に
、
ど
う
や
っ
た
ら
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
か
、
コ

ス
ト
が
低
い
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
と
し
て
、
業
界
団
体
に
よ
る
規
制
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
業

種
の
団
体
が
集
ま
る
と
各
社
の
力
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
た
め
、
国
が
口
を
出
す
べ
き
時
は
出
す
ほ

う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

三
つ
目
と
し
て
、
業
界
団
体
自
体
が
古
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
も
と
も
と
Ｉ
Ｔ
人

材
が
足
り
な
い
と
い
う
中
で
、
Ｉ
Ｔ
の
こ
と
を
業
界
内

で
考
え
る
と
い
う
の
は
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

結
局
、
業
界
の
外
か
ら
の
知
恵
も
必
要
で
し
ょ
う
。
デ
ー

タ
流
通
を
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
し
な
い
た
め
に
は
、
い
き
な

り
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
な
単
位
で
デ
ー
タ
流
通
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
も

や
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

中
川　

特
に
自
動
運
転
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
果
た
す

役
割
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
動
運
転
車
が
事

故
を
起
こ
し
た
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
責
任
追
及

の
や
り
方
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
た
と
え

ば
飛
行
機
だ
と
、
事
故
が
起
こ
っ
た
時
に
、
責
任
追
及

で
は
な
く
原
因
追
究
を
優
先
し
て
将
来
的
に
良
い
方
向

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
事
故
が
減
る
で

あ
ろ
う
自
動
運
転
で
も
原
因
追
究
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

で
、
そ
の
た
め
に
刑
法
や
道
路
交
通
法
を
変
え
て
い
く
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必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
政
府
に
は
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
う
な
る
と
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
に
お
い
て
情
報
の
流
通
が
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
は
、
車
を
作
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
情
報
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
の
ほ
う
が
支
配
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
す
で
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
化
さ
せ
る
べ
き
か

渡
辺　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
想
像
力
が
足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
突
破
す
る
た
め
の
工

夫
や
施
策
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

中
川　

主
役
交
代
の
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
20
歳
と
若
い
会
社
で

あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
会
社
は
50
～
80
歳
と
、
新
陳
代
謝
が
遅
い
と
言
え
ま
す
。
あ
る
種
の
主
役
交
代

を
意
識
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

楠　

そ
も
そ
も
グ
ー
グ
ル
も
、
広
告
で
そ
こ
ま
で
儲
か
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
彼
ら
に
そ
う

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
の
は
雇
用
流
動
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
し
、
内
製
で
商
品
を

作
っ
て
い
る
の
で
、
当
た
る
ま
で
試
行
錯
誤
で
き
ま
す
。
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
企
業
は
ベ
ン
ダ
ー
に
契
約
書

ベ
ー
ス
で
発
注
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
磨
き
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
日

本
で
は
使
い
は
じ
め
た
ら
発
展
し
な
く
な
り
、
こ
れ
が
駄
目
な
と
こ
ろ
で
す
。
契
約
ベ
ー
ス
で
は
な
く
コ

ス
ト
ベ
ー
ス
で
磨
き
続
け
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
変
わ
る
べ
き
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
日
本
は
戦
後
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
た
く
さ
ん

出
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
６
０
年
代
以
降
は
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
国
の
圧
力
が
入
る
ま
で

間
接
金
融
が
主
体
だ
っ
た
た
め
、
あ
る
時
点
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
社
会
に
対
し
て
非
常
に
強
い
影
響
力

を
与
え
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
固
定
化
さ
れ
、
そ
の
中
で
長
期
雇
用
や
高
度
成
長
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

電
電
公
社
の
民
営
化
や
経
済
の
ル
ー
ル
の
自
由
化
が
な
さ
れ
て
以
降
、
新
し
い
成
長
モ
デ
ル
が
で
き
な
い

ま
ま
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
の
政
策
に
よ
る
も
の
で
、
人
災
の
部
分
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
リ
カ
バ
リ
し
て
い
く
か
は
、
被
害
者
で
は
な
く
当
事
者
目
線
で
見
て
い
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

沼
尻　

ビ
ジ
ネ
ス
転
換
を
国
が
ど
う
促
す
か
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
ま
す
。
経
済
産
業
省
は
、
石
油
の
プ

ラ
ン
ト
の
保
安
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
高
圧
ガ
ス
保
安
法
を
所
管
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
プ
ラ
ン
ト
の
パ

イ
プ
を
１
年
に
１
回
は
開
放
し
て
、
腐
食
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
検
査
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で

す
。
こ
れ
を
実
際
に
行
う
と
、
プ
ラ
ン
ト
を
何
週
間
も
継
続
的
に
止
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
経
済
的
損
失

が
大
き
い
で
す
。
し
か
し
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
で
音
や
温
度
や
流
体
の
情
報
を
総
合
的
に
解
析
し
、
ど
れ
く

ら
い
で
腐
食
す
る
の
か
予
兆
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
４
年
に
一
度
、
８
年
に
一
度
な
ど
に
定
期
検
査
の

期
限
を
延
ば
し
て
よ
い
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
つ
け
ま
し
た
。
サ
ン
ク
コ
ス
ト
（
埋
没
コ
ス
ト
）
を
デ
ー

タ
利
活
用
で
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
規
制
が
大
き
く
絡
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
他
に
も
、
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イ
ン
フ
ラ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
お
い
て
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
促
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

庄
司　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
自
体
が
悪
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
を
有
効
活
用
す
る
に
は
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
合
理
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
問
題
が
あ
る
な
ら
、

変
え
て
い
く
必
要
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
消
費
者
か
ら
す
る
と
、
安
全
で
便
利
で
あ
れ
ば
国
産
か
ど
う
か
は

気
に
し
ま
せ
ん
。
利
益
が
海
外
に
流
出
す
る
の
は
嬉
し
く
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
国
内
企
業
に
作
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
良
い
点
、
悪
い
点
に
つ
い
て
は
今
後
フ
ラ
ッ
ト
に
議
論
を

深
め
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

コ
ラ
ム

「
デ
ー
タ
政
策
に
関
す
る
世
界
の
議
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

山
口 

真
一

デ
ー
タ
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
も
「
新
事
業
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
ひ
い
て
は
、
国
民
生

活
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
日
本
で
は
、
デ
ー
タ

利
活
用
に
よ
る
社
会
課
題
解
決
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
個
人
情
報
保
護
、

デ
ー
タ
の
独
占
・
寡
占
に
よ
る
弊
害
な
ど
の
観
点
か
ら
、
企
業
の
デ
ー
タ
利
活
用
に
対
し
て
政
府
が
あ
る

程
度
介
入
す
べ
き
と
い
う
議
論
も
出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
状
の
世
界
の
議
論
を
「
デ
ー

タ
利
活
用
規
制
派
」
「
デ
ー
タ
利
活
用
規
制
へ
の
反
対
派
・
慎
重
派
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
整
理
す
る
。

デ
ー
タ
利
活
用
規
制
派
の
主
張
―
将
来
リ
ス
ク
、
個
人
監
視
、
独
占
の
弊
害

規
制
派
の
主
張
と
し
て
は
、
「
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
消
費
者
の
選
択
肢
や
行
動
を
制
限
で
き
る
よ
う
に

な
る
」
「
消
費
者･

労
働
者･

市
場
競
争･

民
主
主
義
に
甚
大
な
リ
ス
ク
を
及
ぼ
す
」
「
寡
占
企
業
が
個
人

を
監
視
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
、
将
来
考
え
ら
れ
る
弊
害
を
懸
念
す
る
も
の
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
ケ
ロ
ッ
グ
経
営
大
学
院
・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
教
授
（
経
営
学･

神
経
科
学
）
の
モ
ラ
ン
・
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サ
ー
フ
（M

o
ra
n
	C
e
rf

）
は
、
寡
占
企
業
が
、
人
々
の
生
活
を
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
懸

念
し
て
お
り
、
「
競
争
法
を
適
用
す
る
」
「
消
費
者
側
に
強
力
な
デ
ー
タ
保
護
権
限
を
与
え
る
」
な
ど
の
規

制
方
針
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
テ
ネ
シ
ー
大
学
教
授
（
法
学
）
の
モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
タ
ッ

ク
（M

a
u
ric

e
	S
tu
c
k
e

）
も
し
て
お
り
、
企
業
に
よ
る
個
人
の
監
視
や
、
個
人
情
報
を
転
用
す
る
だ
け
で

莫
大
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
独
占
企
業
が
市
場
に
も
た
ら
し
た
弊
害
を
懸
念
す
る
声
も
多
い
。
同
じ
く
シ
ュ
タ
ッ

ク
は
、
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
低
品
質
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
を
警
戒
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
南

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
名
誉
教
授
（
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
）
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
タ
プ
リ
ン
（Jo

n
a
th
a
n
	

T
a
p
lin

）
は
、
巨
大
企
業
が
サ
ー
ビ
ス
を
真
似
る
こ
と
で
、
小
さ
な
競
合
他
社
を
簡
単
に
駆
逐
で
き
て
し

ま
う
と
い
っ
た
、
新
規
参
入
の
阻
害
を
問
題
視
し
て
い
る
。

他
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
解
体
を
提
案
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
教
授
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
の
ス
コ
ッ

ト
・
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
（S

c
o
tt	G

a
llo

w
a
y

）
は
、
利
益
額
に
対
す
る
納
税
額
が
少
な
い
こ
と
、
雇
用
の
伸
び

が
小
さ
い
こ
と
、
産
業
の
寡
占
化
に
伴
う
経
済
状
況
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
述

べ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
主
張
は
実
業
家
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ク
ナ
ミ
ー
（R

o
g
e
r	M

c
N
a
m
e
e

）
も
し
て
お
り
、

あ
る
市
場
で
の
支
配
力
を
別
の
市
場
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
巨
大
企
業
に
富
が

集
中
す
る
こ
と
は
、
新
規
事
業
創
出
の
阻
害
、
経
済
格
差
の
助
長
に
つ
な
が
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
利
活
用
規
制
反
対
派
・
慎
重
派
の
主
張
―
消
費
者
利
益
、
独
占
の
定
義
問
題

デ
ー
タ
利
活
用
規
制
へ
の
反
対
派
・
慎
重
派
の
主
張
と
し
て
は
、
「
寡
占
に
よ
っ
て
消
費
者
に
利
益
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
安
易
に
独
占
・
寡
占
を
定
義
し
、
規
制
を
検
討
す
る
こ

と
の
危
険
性
」
を
述
べ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
（
情
報
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
財
団
）
代
表
の
経
済
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン

（R
o
b
e
rt	D

.	A
tk
in
so
n

）
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
働
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
シ
ェ
ア
の
高
い

企
業
の
存
在
が
、
消
費
者
余
剰
の
最
大
化
に
つ
な
が
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
独
占
か
ど
う
か
の
検

証
に
は
市
場
の
定
義
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
が
正
確
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
グ
ー
グ
ル
を
合
わ
せ
て
も
広
告
市
場
の
25
％
に
も
満
た
ず
、
実
際
に
寡
占

的
か
ど
う
か
、
寡
占
の
存
在
そ
の
も
の
に
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
な
主
張
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
経
済
学
院
学
長
（
経
済
学
・
産
業
組
織
論
）
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
受
賞
者
の
ジ
ャ
ン
・
テ
ィ
ロ
ー
ル
（Je

a
n
	T
iro

le

）
も
し
て
お
り
、
寡
占
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の

帰
結
で
あ
り
、
潜
在
的
な
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
消
費
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
る

と
し
て
い
る
。

消
費
者
利
益
の
視
点
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
（B

lo
o
m
b
e
rg

）
も
、
デ
ー
タ
の
寡
占
・

活
用
が
、
無
料
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
規
制
は
有
償

化
を
招
き
、
補
完
財
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
停
滞
し
、
消
費
者
の
選
択
の
幅
は
狭
く
な
る
と
、
規
制
を
批

判
し
て
い
る
。
ま
た
、
潜
在
的
競
争
と
い
う
観
点
で
は
、
他
企
業
が
新
規
参
入
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
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あ
と
が
き

企
業
と
し
て
の
グ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
の
は
１
９
９
８
年
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
は
１
９
９
４
年
、
上
場

し
た
の
が
１
９
９
７
年
。
デ
ー
タ
利
活
用
で
大
き
な
成
長
を
遂
げ
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
米
国
Ｉ
Ｔ
企
業
群
も
、
も
う
20
歳
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
。
特
に
海
外
を
中
心
に
、
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
り
、
経
営
の
意
思
決
定
を
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
学
術
研
究
の
場
で
も
、
一
昔
前
ま
で
定
性
調
査
や
理
論
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
分
野

に
お
い
て
も
、
こ
の
20
年
で
実
証
分
析
を
し
て
い
る
論
文
の
数
が
圧
倒
的
に
増
え
た
。
政
治
の
世
界
で
も
、

昨
今
で
は
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（E
v
id
e
n
c
e
	B
a
se
d
	P
o
lic

y
	M

a
k
in
g

）
と
い
う
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案

が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
誌
収
録
の
筆
者
の
論
文
で
も
触
れ
て
い
る
と
お
り
、
デ
ー
タ
社
会
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
到
来
す
る
。

こ
の
20
年
の
あ
ま
り
に
早
い
変
化
で
「
も
う
20
年
も
経
っ
た
」
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
今
ま
で
の

動
き
は
あ
く
ま
で
前
哨
戦
・
黎
明
期
に
す
ぎ
な
く
、
デ
ー
タ
量
も
こ
れ
か
ら
爆
発
的
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

デ
ー
タ
利
活
用
を
一
時
の
流
行
り
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
基
盤
と
な
る
戦
略
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
デ
ー
タ
で
物
事
を
決
め
て
い
く
こ
と
だ
け
が
絶
対
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
デ
ー

タ
分
析
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
手
段
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
解
釈
す
る
か
は

指
摘
し
、
競
争
法
上
の
介
入
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
（
実
業
家
の
ウ
ェ
ス
ト
・
ス
ト
リ
ン

グ
フ
ェ
ロ
ー
〈W

e
st	S

trin
g
fe
llo

w

〉
）
。

他
の
主
張
と
し
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
（
法
学
）
の
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ラ
イ
ス
ト
ナ
ー
（M

a
tth

ia
s	

L
e
istn

e
r

）
は
、
そ
も
そ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
対
し
て
、
一
律
に
国
で
規
制
を
か
け
る
の
は
難
し
く
、
民

間
企
業
の
自
主
規
制
か
ら
緩
や
か
に
望
ま
し
い
ル
ー
ル
の
方
向
性
が
形
作
ら
れ
る
の
が
現
実
的
で
効
果
的

と
述
べ
て
い
る
。
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人
間
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
続
け
る
。
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
の
中
で
デ
ー
タ
分
析
を
適
切
に
活
用

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
「
で
き
る
だ
け
個
人
の
デ
ー
タ
を
保
有
し
な
い
」

と
い
う
デ
ー
タ
ミ
ニ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
も
来
て
い
る
。
こ
れ
は
デ
ー
タ
利
活
用
の
終
焉
を
意
味
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
の
在
り
方
に
目
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
つ
デ
ー
タ
社
会
が
進
歩
し
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
今

後
は
、
個
人
の
デ
ー
タ
を
可
能
な
限
り
長
期
的
に
保
有
せ
ず
に
、
産
業
デ
ー
タ
や
統
計
デ
ー
タ
を
組
み
合

わ
せ
た
り
、
分
析
し
た
ら
す
ぐ
削
除
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
活
用
し
た
り
と
い
っ
た
工
夫
を
し
な
が
ら
、

よ
り
精
度
の
高
い
分
析
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
た
う
え
で
人
々
が
よ
り
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
、
本
当
の
デ
ー
タ

社
会
の
形
成
が
進
ん
で
い
く
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
誌
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
誌
を
発
行
す
る
に
当
た
り
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
お
礼
を
述
べ
て
締
め
く

く
り
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
ク
ロ
サ
カ
タ
ツ
ヤ
氏
、
渡
邊
昇
治
氏
、
杉
原
佳
尭
氏
、
元
橋
一
之
氏
、
田
中
辰
雄
氏
、
若
目
田
光
生
氏
、

森
亮
二
氏
、
庄
司
昌
彦
氏
、
渡
辺
智
暁
氏
（
掲
載
順
）
に
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
快
く
執
筆
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
執
筆
者
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
に
恵
ま
れ
、
当
初
の
企
画
以
上
の
内
容
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
心
か
ら
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

ま
た
、
本
誌
の
編
集
・
校
正
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
武
田
友
希
氏
、
安
藤
久
美
子
氏
、
濱
田
美
智
子

氏
に
は
、
制
作
開
始
か
ら
発
行
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
砂
田
薫
氏
、
渡
辺
智
暁
氏
に
は
、
本
誌
の
構
成
、

内
容
、
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
ご
助
言
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
誌
末
に
も
収
録
し
て
お
り
、
本
誌
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
流
デ
ー
タ
利
活
用
の

未
来
」
で
発
表
し
た
研
究
の
、
共
同
研
究
者
で
あ
る
佐
相
宏
明
氏
、
青
木
志
保
子
氏
、
そ
し
て
そ
の
研
究

を
実
施
し
た
「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ　

２
０
１
８
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
高
木
聡
一
郎
氏
、
庄
司
昌
彦
氏
、
櫻
井
美
穂
子
氏
、
永
井
公
成
氏
、
小
島
安
紀
子
氏
に
は
、
研
究
実

施
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

そ
し
て
、
い
つ
も
研
究
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
る
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
や
、
家
族
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
、
本
誌
の
発
行
に
至
っ
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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山口 真一（Shinichi Yamaguchi）
国際大学 GLOCOM 准教授・主任研究員

1986 年 生 ま れ。 博 士 （経 済 学）。2018 年 よ り 現 職。 専 門 は 計 量 経 済 学。
研究分野は、 ネットメディア論、 フリー・ビジネス、 プラットフォーム
経 済、 デ ー タ 利 活 用 戦 略 等。「あ さ イ チ」「ニ ュ ー ス ウ ォ ッ チ 9」（NHK）
や 「日本経済新聞」 をはじめとして、 メディアにも多数出演・掲載。 主
な 著 作 に 『炎 上 と ク チ コ ミ の 経 済 学』（朝 日 新 聞 出 版）、『ネ ッ ト 炎 上 の
研 究』（勁 草 書 房）、『ソ ー シ ャ ル ゲ ー ム の ビ ジ ネ ス モ デ ル』（勁 草 書 房）
などがある。 他に、 東洋英和女学院大学兼任講師、 グリー株式会社アド
バイザリーボードを務める。

クロサカ タツヤ（Tatsuya Kurosaka）
株式会社 企

くわだて

 代表取締役
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授
国際大学 GLOCOM 客員研究員

1999 年慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科修士課程（政策・メディ
ア） 修了。（株） 三菱総合研究所にて情報通信事業のコンサルティング、
国 内 外 の 事 業 開 発 や 政 策 調 査 に 従 事。2008 年 （ 株 ） 企 を 設 立。 現 在 は
同社代表取締役として、 情報通信・放送分野の経営戦略や事業開発など
の コ ン サ ル テ ィ ン グ、 官 公 庁 プ ロ ジ ェ ク ト 支 援 等 を 実 施。 総 務 省、 経
済 産 業 省、 国 土 交 通 省 な ど の 政 府 委 員、 ま た 経 済 協 力 開 発 機 構 （OECD）
WPDGP（ デ ジ タ ル 経 済 デ ー タ ガ バ ナ ン ス・ プ ラ イ バ シ ー 作 業 部 会 ） の
日本政府代表団員を務めるほか、2016 年より慶應義塾大学大学院政策・
メ デ ィ ア 研 究 科 特 任 准 教 授、2018 年 よ り 国 際 大 学 GLOCOM 客 員 研 究 員
を 兼 務。 著 書 『 日 本 未 来 図 2030』（ 共 著、 日 経 BP 社 ）、『AI が つ な げ る
社会』（共著、弘文堂）、『5G でビジネスはどう変わるのか』（日経 BP 社）等。

渡邊 昇治（Shoji Watanabe）
経済産業省 大臣官房審議官

1990 年 東 京 大 学 大 学 院 工 学 系 研 究 科 修 士 課 程 修 了。 同 年、 通 商 産 業 省
（現・経済産業省）入省。 新エネルギー対策課長、住宅産業窯業建材課長、

研究開発課長、 情報処理振興課長、 情報政策課長、 商務情報政策局総務
課長などを経て、2018 年より現職。
この間、 熊本大学大学院工学系研究科客員教授、 東京女子医科大学統合
医科学インスティテュート特任教授などを兼務。
自動車技術会評議員、 日本機械学会会員。

杉原 佳尭（Yoshitaka Sugihara）
在日米国商工会議所 副会頭
デジタルエコノミー委員会 共同委員長
天理大学客員教授
国際大学 GLOCOM 上席客員研究員

ペ ン シ ル ベ ニ ア 大 学 大 学 院 行 政 管 理 学 科 （修 士）。 ロ ン ド ン ス ク ー ル オ
ブ エ コ ノ ミ ク ス　 移 行 経 済 学 （修 士）。 大 阪 大 学 大 学 院 公 共 政 策 研 究 科
博 士 課 程 満 期 退 学、EUVP プ ロ グ ラ ム で 競 争 政 策 の 研 究。 自 民 党 本 部 職
員、 長 野 県 知 事 特 別 秘 書 を 経 て、 日 米 の IT 企 業 で 経 営・ 渉 外 を 経 験 し、
日米インターネット経済協議のきっかけを作った。 専門は、 ルール形成
や IT の競争政策。

元橋 一之（Kazuyuki Motohashi）
東京大学先端科学技術研究センター 教授

1986 年 に 通 産 省 （現・ 経 済 産 業 省） 入 省。OECD 科 学 技 術 産 業 局 エ コ ノ
ミ ス ト、 一 橋 大 学 イ ノ ベ ー シ ョ ン 研 究 セ ン タ ー 助 教 授 を 経 て、2006 年
より現職。 経済産業研究所ファカルティフェロー、文部科学省科学技術・
学 術 政 策 研 究 所 客 員 主 任 研 究 員 な ど を 兼 務。 コ ー ネ ル 大 学 MBA、 慶 應
義 塾 大 学 博 士 （ 商 学 ）。 専 門 は 産 業 組 織 論、 技 術 経 営 論、 技 術 政 策 論。
主 な 著 書 に 『日 は ま た 高 く 産 業 競 争 力 の 再 生』（日 本 経 済 新 聞 出 版 社、
2014 年） などがある。
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若目田 光生（Mitsuo Wakameda）
株式会社日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング
部門  上席主任研究員
一般社団法人データ流通推進協議会 理事

1988 年 NEC 入 社。 金 融 機 関 向 け IT ソ リ ュ ー シ ョ ン を 担 当、 そ の 後、 全
社 ビ ッ グ デ ー タ 事 業 の 立 ち 上 げ に 従 事。AI や デ ー タ 利 活 用 の 推 進 に 従
事する半面、 プライバシーや人権課題の重要性を強く認識、 専門組織を
立ち上げ社内外への発信、啓発、政策提言を開始。 現在は、経団連、デー
タ流通推進協議会などの活動を通じ国のデータ流通政策に関わるととも
に、 日本総研において官民データ流通に関するコンサルティングに従事
する。

森 亮二（Ryoji Mori）
弁護士法人英知法律事務所 パートナー弁護士

東京大学法学部卒業、 ペンシルベニア大学ロースクール卒業。 専門分野
は企業法務全般、 電子商取引、 電気通信、 インターネットなど。 総務省
情 報 信 託 機 能 の 認 定 ス キ ー ム に 関 す る 検 討 会 （平 成 29 年 11 月 ～）、 総
務 省・ 経 済 産 業 省 デ ー タ ポ ー タ ビ リ テ ィ に 関 す る 調 査・ 検 討 会 （ 平 成
29 年 11 月 ～）、 内 閣 官 房 デ ー タ 流 通・ 活 用 WG（ 平 成 30 年 7 月 ～） な
どの委員を務める。 第一東京弁護士会所属、 ニューヨーク州弁護士。

田中 辰雄（Tatsuo Tanaka）
慶應義塾大学経済学部 教授
国際大学 GLOCOM 主幹研究員

1957 年、 東 京 都 に 生 ま れ る。 東 京 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 単 位 取 得 退
学。 国際大学 GLOCOM 研究員、コロンビア大学客員研究員を経て、現在、
慶應義塾大学経済学部教授。 専攻は計量経済学。 情報化に関わる経済現
象を計量的に分析する事を専門とする。 主要著作・論文 『ゲーム産業の
経済分析』（共編著・東洋経済新報社、2003 年）、『モジュール化の終焉』

（NTT 出版、2007 年）、『著作権保護期間』（共編著、勁草書房、2008 年）、
『 ネ ッ ト 炎 上 の 研 究 』（ 共 著、 勁 草 書 房、2016 年 ）、『 ネ ッ ト は 社 会 を 分

断しない』（共著、KADOKAWA 書房、2019 年） など。

庄司 昌彦（Masahiko Shoji）
武蔵大学社会学部  教授
国際大学 GLOCOM 主幹研究員

中 央 大 学 大 学 院 総 合 政 策 研 究 科 博 士 前 期 課 程 修 了。 国 際 大 学 GLOCOM
准 教 授・ 主 幹 研 究 員 を 経 て、2019 年 4 月 よ り 現 職。 地 域 情 報 化 や 電 子
行 政 等 の 調 査 研 究 に 従 事 し な が ら、Open Knowledge Japan （OKJP） 代 表
理事、MyDataJapan 理事として官民デー タ 活 用 に 向 け た 提 言 な ど 実 践 活
動も行っている。 内閣官房オープンデータ伝道師、 総務省地域情報化ア
ドバイザー・情報通信白書アドバイザリーボード。

渡辺 智暁（Tomoaki Watanabe）
国際大学 GLOCOM 教授・主幹研究員・研究部長
慶應義塾大学政策・メディア研究科  特任准教授

専 門 領 域 は 情 報 通 信 政 策、 オ ー プ ン 化 と 社 会・ 産 業 変 動 な ど。Ph.D. 米
イ ン デ ィ ア ナ 大 学 ブ ル ー ミ ン ト ン 校 テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 学 部。
2008 年 に 国 際 大 学 GLOCOM に て 客 員 研 究 員 と な っ て 後、 研 究 員、 主 任
研 究 員、 主 幹 研 究 員 と し て ICT の 政 策 や 社 会・ 産 業 変 動 に 関 す る 研 究 プ
ロ ジ ェ ク ト 等 に 従 事。2015 年 よ り 現 職。 文 部 科 学 省 セ ン タ ー・ オ ブ・
イ ノ ベ ー シ ョ ン・ プ ロ グ ラ ム の 「 感 性 と デ ジ タ ル 製 造 を 直 結 し、 生 活
者 の 創 造 性 を 拡 張 す る フ ァ ブ 地 球 社 会 創 造 拠 点」 に お い て 研 究 に 従 事。
2016 年より同研究推進機構研究統括。 　
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